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ありふれたプロローグ









　その日、おれ──結むすび野の奏そう汰たが路地裏で見み掛かけたのは。

　巫女みこ装しよう束ぞく姿の転校生が巨きよ大だいな深しん紅くの剣けんを持ち、ドラゴンと対たい峙じしている光景であった。




　……あれ、そんな世界観だったっけって？

　知らねぇよ！　おれの方が聞きたいわ!!

　おかしいおかしい。

　常識的に考えて、こんな非日常が起こっていいわけがない。

　確かにおれの人生は、とある事情から常識外れな毎日だ。




『改めまして、ティナリア＝アルゼクランと申します。ふつつか者ですが、なにとぞよろしくお願いいたします。お気軽にティナ、もしくはティナにゃんとお呼びくださいませ』




　空から突とつ然ぜん降ってきて、こんな狂くるった挨あい拶さつをする奴やつがいたら、どう思う？

　──「テンプレ展開乙おつ」って言いたくなるよな。うん、それが正解。

　だけど事実、おれの家には皇女で許嫁いいなずけで、そんな挨拶をする女の子が降ってきた。

　そして現在、絶賛二人暮らし中だ。

　両親？　そんなの、海外出張に行っちまったよ。

　さらにその破は天てん荒こうプリンセス・ティナが、クラスでも家でも猛もうアタックを繰くり返してくるもんだから、おれの毎日はしっちゃかめっちゃかだ。

　おかげで、これまでいつもそばにいた幼なじみとも、なんだか距きよ離りができてしまった。




『もぉー！　ちっちゃいって言うなぁ!!』




　世界一かわいい幼なじみ──天あま里さと美み織おり。

　小学生並にちっちゃくて童顔でぺったんこだけど、昔から愛してやまない大切な人。

　けれどおれを取り巻く環かん境きようは、美織とのフラグ成立を許してくれない。

　まったくもって、悲ひ惨さんな毎日だよ。ほんと。

　────とはいえ。

　おれの日常は現代日本が舞ぶ台たいで、普ふ通つうに学園生活を送るものだったはず。

　間ま違ちがってもこんな、非日常が目の前に広がっているような世界観ではなかった。




【さぁてそれでは、奏汰っちを……めくるめく『異能バトルテンプレ展開』にご招待ー】




　テンプレの神様が、ＲＩＮＥレインを使って無む邪じや気きにメッセージを送ってくる。

　いや、だからさ。『異能バトル』とかそういうの、この間まで無む縁えんだったじゃん？

　こんな展開をラノベで見掛けたら、編集に路線変へん更こうさせられたんじゃないかって勘かん繰ぐるレベルだわ。

「……奏汰」

　炎ほのおのように赤いポニーテールを揺ゆらして、転校生はおれの方に近づいてくる。

「『影の使徒ハルデア』を、見てしまったんだね」

　見たくて見たんじゃねーよ。

「知られた以上は仕方ない。すべてを語るよ」

　語らなくていい。聞きたくない。







　────って。

　こういうの、どこかで見たことあるよな。

　うん、知ってる。

　マンガやラノベ、アニメにゲーム……様々なメディアで死ぬほど見せられて、なんなら飽あき飽きしているほどのシチュエーション。

　そう、いわゆる──『テンプレ』って呼ばれてるやつだ。

　皇女で許嫁な美少女と同どう棲せいしてるのも。大好きな幼なじみに勘かん違ちがいされるのも。

　ついでに転校生が、実は異形の怪かい物ぶつと戦ってるっていうのも。

　全部が全部テンプレで、もはやテンプレの盛り合わせみたいな状じよう況きようだけれど。

　おれは、そんなテンプレな毎日を……強しいられているんだ。







　そして。そんなテンプレ展開のせいで──。

　おれが幼なじみと結ばれる未来は、鬼き畜ちく難易度まっしぐらだ。








テンプレその１　路地裏には、異世界が広がっている









「おはよう、そうくん！　今日もいい天気だね!!」

　チャイムが鳴ったので玄げん関かんのドアを開けてみると、そこには誰だれの姿もなかった。

　ピンポンダッシュかな？

「ちょっとぉ！　下だよ、下!!」

　空とぼけて辺りをきょろきょろ見み渡わたしていると、少女がぴょんぴょんと必死にジャンプして、おれに存在をアピールしてくる。

「なんだ美み織おりか。ちっちゃいから気付かなかったぞ」

「もぉー！　毎度毎度、ちっちゃいって言うなぁ!!」

　ちょっと勝ち気な瞳ひとみをつり上げて、頰ほおをぷっくり膨ふくらませて。

　おれの幼なじみ──天あま里さと美織は、ぽかぽかと胸のあたりを叩たたいてきた。

　叩くたびに、首筋で切り揃そろえた美織の茶色い髪かみが、ふわふわ揺れる。

　その様子を眺ながめながら、おれ──結むすび野の奏そう汰たは思ったね。




　────かわいいいいいいいいいいいいい!!




　美織たんやべぇ。

　ちょっとこれ、かわいいってレベルじゃねぇぞ？

　学校指定のセーラー服なのに、他ほかのモブ連中とは比べものにならないほど似合ってるし。

　胸も背も控ひかえめで、顔立ちも小学生みたいだけど、それはそれで「小学生は最高だぜ！」って気分にさせてくるし。

　なんなの。おれに死ねって言ってるの？

　致ち死し量のかわいさで、毒殺しようとしているの？

「……そうくん？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　とかなんとか考えていると、美織が心配そうにおれの顔を覗のぞき込んできた。

　オーケー、奏汰。冷静になろう。

　敵はちょっと背せ伸のびして、上うわ目め遣づかいに見てくるという攻こう撃げきを仕し掛かけてきているが、落ち着くんだ。このままじゃ、マジで萌もえ死んでしまう。

　こほんと咳せき払ばらいをして、おれは少し長めの襟えり足あしを搔かき上げた。

　そして、制服の襟と裾すそを整えて。

「なんでもないぜ？　それよりさ、学校に行こう美織」

「う、うん……？」

　これ以上ないほど爽さわやかに微笑ほほえむおれを、不ふ審しん者を発見したような目で見つつ、美織は足元に置いたカバンを手に取った。

　おれも同じくカバンを持って、靴くつを履はきはじめる。

　忘れ物はない。火元もさっき確かく認にんした。

　さぁ美織。可か及きゆう的てき速すみやかに、家を出るぞ。

　後ろを振ふり返っちゃダメだ。あいつに見つかったら、全部おしまいだからな。

　おれはお前と、二人っきりで登校したいんだ。

「ねぇ、そうくん。ティ──」

「ＴＶテレビなら消したぞ！　大丈夫だ、問題ない!!」

　美織の言葉を遮さえぎると、おれは玄関から駆かけ出て、しっかりと施せ錠じようした。

「よーし。行こうぜ、美織！　二人っきりで。二人っきりで!!」

「あ……うん。そうだね。あはっ、そうくんと二人で登校なんて、なんか久しぶりー」

　そうだな。中学生まではよく、二人で談だん笑しようしながら通ってたもんだが。

　高校生になってからは、そうした機会も急激に失われちまったよな。

　それは概おおむね──おれを取り巻く奇き妙みような『呪のろい』と、一人の同居人のせいなんだけど。

　まぁ今は、そんなことを考えても仕方ない。

　何はともあれ、これは美織との距離を縮める絶好のチャンス！

　この好機を、逃のがしてたまるもんか。

　ふんふん♪　と、美織は鼻歌を歌いながらおれの隣となりを歩いている。

　そんな美織の手に狙ねらいを定めて……おれはそーっと、自身の手を伸のばしていく。

　──まずは美織と、手を繫つなぐ。

　そしていい雰ふん囲い気きになった瞬しゆん間かんに、ちゃんと伝えるんだ。

　おれのこの、溢あふれんばかりの美織への想おもいを……っ！

「──!?　そうくん、見て！」

　……なーんて、甘あま酸ずっぱい青春エピソードを妄もう想そうしていると。

「門の前に、誰か女の子が倒たおれてるよ!!」

　はい。

　おれと美織の、ドキドキ登校イベント、しゅーりょー。




　────ピコンッ♪




　マナーモードにし忘れていたスマホが、ＲＩＮＥレインの通知音を鳴らした。

　無料でメールや通話ができる便利アプリ『ＲＩＮＥ』。

　おれがこれを使ってやり取りしている相手で、こんな絶ぜつ妙みようなタイミングでメッセージを送ってくる奴やつは、一人しか知らない。

【やっほー、神ちゃんだよ☆　はろはろ】

　テンプレの神様。

　うさんくさい名前をしているが、その名のとおり──神様だ。

【道みち端ばたに倒れてる美少女──うんうん、ボーイミーツガールの王道テンプレだね！　ここからはじまる、奏汰っちの物語にぃ……大・注・目☆】

【いやいや、おかしいでしょ。ボーイミーツガールでもなんでもないだろ、これ】

　だってそこで倒れてる奴、よく見たらおれの知り合いだもん。

　さっきまで朝飯、一いつ緒しよに食べてたくらいだし。

「うずうず。うずうず！　うずうず!!」

　毎度のことながら、分かりやすくうずうずしてんな。こいつは。

「よーし、美織。行こうぜ」

「え。いいの？　その子……っていうか、よく見たらティナだけど。なんかすっごく、『気付いてアピール』してるよ？」

「ん？　なんのことだ？　おれには何も見えない。何も聞こえない。何も感じられない」

　おれは前向きな男だからな。下なんて目もくれないぜ。

　ああ……それにしても、なんていい天気なんだ。

　今日も一日、頑がん張ばるぞい！

　────ガシッ!!

「ひっ!?」

「奏汰さまぁ……置いていかないでくださいー………気付いてくださいー……」

　路上に倒れていた少女が、いつの間にかおれの脚あしにしがみついて、なんか言ってる。

　こえぇよ、ゾンビかよ。

「ああ、もう……朝っぱらから何がしたいんだよ、お前は！」

「えへっ」

　パッチリとウインクを決めると、少女はピョンと、跳はねるように立ち上がった。

　そしてスカートの裾をつまみ上げ、深々とおじぎすると。
















「ごきげんよう。わたしはアルゼクラン皇国の第五皇女、ティナリア＝アルゼクランと申します。お気軽にティナと呼んでいただいても、かまいません」

「いや、知ってるし」

　青みがかった銀ぎん髪ぱつを腰こし元もとで揺らしながら、ティナは大きな瞳を歪ゆがめて、にっこりと微笑んだ。透すけるように白い肌はだが、朝あさ陽ひを浴びてキラキラと輝かがやいて見える。

　美織と同じセーラー服を着てはいるが、なんだか美織とは与あたえてくる印象が違ちがう。

　それもそのはず……美織を平原とするならば、ティナは丘きゆう陵りよう。

　超ちよう高校生級の発育の良さには、男なら誰しも見入ってしまう。

　身に付けたるは薔ば薇らの付いたヘッドドレスと、星を半分に割った形状のネックレス。

　まるでお姫ひめ様のようだなんて思うかもしれないが、こいつはさっき名乗ったとおり、紛まぎれもない『皇女』だ。

　そして大変不本意なことに……おれの、許嫁いいなずけでもある。

「道端で倒れていたわたしを、あなたが介かい抱ほうしてくださったのですね？　どなたか存じ上げませんが、ありがとうございます」

「いや、どちらかというとスルーしたつもりなんだが。っていうか、どういう設定でこの茶番を進行してんの？　お前」

「よ……よろしければ、お名前だけでも教えていただけませんか？　ここでお会いしたのも、何かのご縁えんかと」

「山やま田だダイナマイト太た郎ろう」

「結野奏汰さま……素す敵てきなお名前ですね！」

「話聞いてる？」

　どこにオチを持って行きたいんだ、こいつは。

「ちょっと。そうくん、ティナ。そろそろ行かないと、遅ち刻こくしちゃうよ？」

　美織が腕うで時ど計けいをちらりと見つつ、くだらないことこの上ない茶番劇に横やりを入れた。

　ナイスだ、美織。

「っつーこった、ティナ。そろそろその、三文芝しば居いをやめろ」

「むぅ……美織さんめ。よくも邪じや魔ましてくださいましたね！」

「な、何よ？　あたしは正論を言っただけよ。そもそも、あんたが朝っぱらからわけ分かんないことしてるのが悪いんじゃない」

「わけ分かんないとはなんですか！　わたしはただ、『道端で倒れていた女の子が助けてくれた男の子と惹ひかれ合う』という、日本における鉄板シチュエーションを演じていただけです!!」

「あんた、相変わらず日本を勘かん違ちがいしてるわよね……実際に道端で人が倒れてたら、警察か救急車呼ぶでしょ。そういう展開は、マンガとかアニメとか、二次元世界だけの話よ。あんた、二次元美少女にでもなったつもり？」

「美織さんの方こそ、二次元美少女みたいですよ？　具体的には、その胸が！」

「誰の胸が平面ですってぇ!?」

　美織がカバンを放ほうり投げて、ティナに飛び掛かかる。

「おいおい、そんなことでケンカしてる場合じゃねーだろ!?　さっさと学校にだな……」

「そんなことぉ!?　あたしの胸にだって、Ｚ軸じくくらいあるわよ！　それを証明することと学校に行くこと、どっちが大事なのよ!!」

「学校でしょう？　常識的に考えてください、美織さん」

「なんで火に油を注いでんだよ、ティナ!?　つーか、元はといえばお前のせいだろ、全部よぉ!!」

　あーもう。マジでめんどくせぇな、この流れ。

【毎度恒こう例れいの、修しゆ羅ら場ばテンプレイベントだね☆　今日も『テンプレートデイズ』は、絶好調なりー】

　きゅんぴょこＶ！

　黒くろ髪かみツインテールの美少女がピースしているスタンプが、ＲＩＮＥに表示される。

　うざい……。

　そして相変わらず、「きゅんぴょこ」の意味が分からない……。

【絶好調、じゃねーよ。誰だれがこんなテンプレ展開を望んだっつーんだよ】

【お前だろ[image: ]　プニプニ】

【調子乗ってんじゃねーぞ、このバカ神が！　おれがお前に望んだのは、こんなクソ展開じゃねーよ!!】

　ああ、心の底から数週間前のおれをぶん殴なぐりたい。




　少しでもこんなエセ神様のことを信じてしまった……愚おろかな自分を。




　　　　◆　　◆　　◆




『テンプレートデイズ』。

　それがおれにもたらされた、テンプレの神様によるご加護。

　もとい、呪いの名めい称しようだ。

　マンガやアニメ、ラノベにゲーム。

　普ふ通つうに映画とかドラマとかでもそうだと思うけど……物語ってやつには、たいてい『ありがちなシチュエーション』が溢れている。

『お約束』とか『ベタ』とかって言えば、分かりやすいかな。

　まぁそんなテンプレ展開ってやつを、これでもかってほど引き起こす──それが『テンプレートデイズ』の力だ。

　その結果……おれの人生はいまや、テンプレにまみれて目も当てられない。

　家族はわけの分からん理由で海外出張になって、未いまだに帰ってこないし。

　許嫁を名乗る皇女は、唐とう突とつに空から降ってきたし。

　極きわめつけは、暗殺者に命を狙われたりまでした。

　…………ん？

「そんなに嫌いやなら、なんでご加護を受け入れちゃったの？」──だって？




　うるせぇ！　おれだって、こんなことになるって知ってたら、断ってたよ!!




　だってさぁ。

　神様が「これまで経験したことのないモテ期」が到とう来らいするって言うからさぁ……。

　いや、別にハーレム展開になってモテモテになりたい──だなんて、願ってたわけじゃないんだぜ？

　ただおれは──美織に。

　世界で一番愛している幼なじみに、振ふり向いてほしかった。

　それだけで、よかったのに。




【距きよ離りの近い幼なじみルートは、テンプレ展開においては最難関。だからね？　奏汰っちと美織っちが、くっつくっていうのはぁ……絶・望・的☆】




　神様から告げられた、悪あく魔まの一言。

　そう。昨今のマンガやアニメにおいて、幼なじみと呼ばれる存在は大たい概がい『嚙かませ犬』。

　幼なじみは負けて、最終的に主人公は別なヒロインとくっつく。

　それこそが王道テンプレ。

　つまり『テンプレートデイズ』のご加護を受け入れたことによって……おれの美織ルート攻こう略りやくは、最難関になってしまったってわけだ。

　──これって、詐さ欺ぎで訴うつたえたら確実に勝しよう訴そできる事案だよな？







　とはいえ……美織と結ばれる可能性が、ゼロになったわけじゃない。

　幼なじみと結ばれる作品がこの世にある限り、『幼なじみといい感じになるテンプレ』もまた存在する。

　発生率は極めて低いらしいけど……おれは絶対に、諦あきらめない。

　必ずやそのチャンスを逃のがさず、美織とのフラグを立ててみせるんだ！




　　　　◆　　◆　　◆




　そんな決意を胸に秘めつつ。

　おれ・ティナ・美織は揃そろって教室に入り、それぞれの席についた。

　結局、美織と二人っきりで登校するという願いは叶かなわなかったが……これくらいで挫くじけてはいられない。

　たとえ『嚙ませ犬』だろうとなんだろうと、おれは美織のことを想おもい続けている。

　いつかこの気持ちが、美織に届くと信じて。

　……しっかし。おれがこんなに想ってるっていうのに。

　美織ときたら、おれのことを「ただの幼なじみ」としか認にん識しきしてないんだもんな。

　やれやれ。鈍どん感かんキャラはこれだから困るぜ！

　なーんて考えていると、予よ鈴れいが鳴った。

　談だん笑しように耽ふけっていたクラスメートたちも、そそくさと自分の席に戻もどっていく。

　ちなみにクラスメートは、おれ以外全員女子だ。

　なんで女子ばっかりなのかって？

　テンプレだからですけど、何か？

　そうして──みんな着席したのだけれど。

　おれの真後ろの席だけは、ぽっかりと空いたまま。

　そう。そこにはかつて──『犬いぬ巻まき殺ころす代よ』と呼ばれる転校生がいた。

　アルゼクラン皇国の要人であるティナの、命を狙ねらうためにやって来た暗殺者。それが犬巻さんの正体だった。

　ティナと、その婚こん約やく者であるおれを殺そうと企たくらんでいたのだが……最終的には、テンプレの力を利用したおれの前に敗れ去った。

　先生の話によると、犬巻さんはその後、急な転校をしたらしい。

　それ以降、命を狙われるようなテンプレ展開は、特に起こっていない。

　強しいて挙げるなら、ドラゴンの群れが飛来して焼き殺されそうになったことはあったけど……それも一度っきりのこと。

　暗殺者も大概だったけど、ドラゴンはいくらなんでも世界観めちゃくちゃだしな。

　さしもの『テンプレートデイズ』も、そこまでの無茶はしなかったらしい。

　まぁ一回ドラゴンが現れただけでも、無茶苦茶といえばそうなんだけど。

「はいー。皆みなさんー。席につきましたかー」

　物思いに耽っていると、教きよう卓たくの横から声が聞こえてきた。

　青いスモックを着て、黄色い帽ぼう子しをかぶった、身長百二十センチくらいの幼女。

　噓うそみたいだろ？　先生なんだぜ、これ。

　小お山さ内ないろりえ。三十五歳独身。

　クラスの女子からは「ろりちゃん先生」なんて、どうかしてるあだ名で呼ばれている。

　なんでこんな幼女みたいな人が、先生なのかって？

　テンプレだからですけど、何か？

「それではー。ホームルームをはじめますよー」

　パンパンと手を打ち鳴らし、小山内先生がにっこりと微笑ほほえんだ。

　さぁ、さっさと授業をはじめてくれ。

　間ま違ちがっても変な展開なんか、起こしてくれるなよ。




「……と。その前にですねー。転校生を紹しよう介かいしますー」




　ざわざわと、教室中が色めき立った。

　そんな中、おれだけがガクリと肩かたを落として、盛せい大だいにため息をつく。

　────また転校生かよ！

　今はまだ、四月末。入学式から、まだ一ヶ月も経たってねぇんだぞ？

　それなのに、犬巻さんに続いて二人目の転校生とか、どんなハイペースだよ。おかしいだろ！

【転校生イベント発生だよ、奏汰っち！　どんなことが、起こるかなぁ♪　うっしっしっし、お楽しみ！】

【何も起きないに越こしたことないんだけど】

　なんでこいつは、無む駄だにテンション上がってんだよ。

　これまでのパターンから考えて、新キャラ登場とか絶対、ろくなフラグじゃねーだろ。

　もういいから、何も起きないでほしい。

　結野奏汰は静かに暮らしたい。

「ねぇ、知ってる？」

「!?」

　唐突に声を掛けられたもんだから、おれは慌あわててスマホを机の中にしまい、顔を上げた。

　すると、真ん前の席の少女が、こちらを向いてニヤリと笑みを浮うかべている。

　少し太めの眉まゆに、首元で二つ結びにした黒髪。

　分厚いレンズの眼鏡を掛かけており、お約束どおり瞳ひとみは見えない。

　マンガやラノベだと、ヒロインキャラにはまず選ばれないだろうってほど、なんの特とく徴ちようもありゃしない。

　彼女の名前は、茂も部ぶ花はな子こ。

　通つう称しようモブ子だ。

「なんのことか知らねぇけど、またなんか転校生の情報を持ってるのかよ？」

「ええ。私、噂うわさ話ばなしには詳くわしいから」

　どこのテンプレ情報通キャラだよ、お前は。

　メインキャラにはなれないけど、モブとしては優ゆう秀しゆうだよな。ほんと。

「で？　今度はどんな奴やつが来るんだよ？」

「今度の転校生は、『闇やみを滅めつする力』を持っているのだとか」

　はぁ？　闇を滅する力ぁ？

「なんだよ、その中二病設定。暗殺者も大概だったけど、いくらなんでもそんな非現実的な話、信じられるわけねーだろ」

「信じるかどうかは任せるけど。これまで彼女は、東北地方で『闇を滅する者』として生きてきたの。そして、ある使命を受けて、この私立極きよく星せい学がく園えんに転入してきたらしいわ」

「ある使命って？」

「さて、そこまでは知らないわ」

　相変わらずうさんくさいな、モブ子の情報は。

　だけど──犬巻さんのときも、こいつはピタリと『殺し屋』だと言い当てていた。

　それを考えると、今回も本当に『闇を滅する者』が来たとしてもおかしくない……ような気もする。

「それではー。夜や霧ぎりさんー。入ってきてくださいー」

　そうこうしているうちに、ガラリと教室の前扉とびらが開いて──一人の少女が入室してきた。

　まず目を惹ひいたのは、炎ほのおのように真っ赤な髪かみの毛。

　頭頂部でポニーテール状に縛しばっており、歩くリズムに合わせて左右に揺ゆれている。

　女性の中では長身の部類に入るだろう。手足もほっそりとしているためか、まるでモデルのようにすら映る。加えて、ティナほどではないが、出るところはきちんと出ていたりもする。

　転校初日だというのに、きちんと我が校の制服を着込んだその転校生は、小山内先生の隣となりに立つと──まっすぐこちらに向き直った。

　ややつり目気味な赤い瞳。睨にらんでるつもりは多分ないのだろうけど、ちょっと怒おこっているように見えてしまう。

「夜霧舞まい華かです」

　転校生は一礼をして、淡たん々たんと自身の名を告げた。

　そして黒板に、『夜霧舞華』と達筆な文字で書くと。

「…………」

　よろしくの一言もなく、その場に立ち尽つくした。

　隣でニコニコしていた小山内先生も、これには少し困ったように眉をひそめる。

「……えっとー。夜霧さんー？　もう少し、自己紹介とかー……」

「必要ないです」

　きっぱりと。

　夜霧さんは小山内先生の促うながしを、切り捨てた。

「先生。席はどこですか？」

「あー。あそこー。クラスに一人だけ迷い込んだー、男子の後ろですー」

　ちょっとちょっと。その紹介の仕方はあんまりじゃね？

　好きで唯ゆい一いつの男子になったわけじゃないんだけど。

「では、失礼します」

「ま、待ってー。夜霧さんー。それじゃあ、クラスのみんなと仲良くなれないよー？」

「誰だれかと関かかわり合いになる気は、ありません」

　これまたはっきり言い切って、夜霧さんはクラス中を睨むように見み渡わたした。

「どうかお願い。舞華には関わらないで」

　一いち人にん称しよう『舞華』なんだ。

　クールキャラの割には、かわいい感じだな。

「舞華といると……危険だから。みんなも、命は惜おしいでしょう？」

　そう言って、自身の右みぎ腕うでをギュッと摑つかむ夜霧さん。

　まるで何かの力が、疼うずいているかのように。

「だったら……近づかないことを、お勧すすめする」

　シーンと、水を打ったようにクラスが静まり返る。

　それは恐きよう怖ふとか、驚おどろきとかっていうより……なんかいたたまれない感じの空気。

　まぁそりゃ、そうだわ。

　転校生がいきなり、「命が惜しければ近づかないで」みたいなこと言いつつ右腕を押さえたら、そうもなるわ。

　ってか、なんなの。この中二病の極きわまったような人は。

　確かにモブ子が言うとおり、『闇を滅する力』とか持ってそうだわ。こいつの考えた設定上はな！

　まーた変な奴が転校してきたよ……と辟へき易えきしていると、当の中二病転校生は黙だまったまま、こちらに向かって歩いてくる。

　そして以前まで犬巻さんが座っていた席へと、腰こしを下ろした。

「…………」

　うわぁ、取っつきづらそう。

　愛あい想そをどこかに置き忘れたようなその態度に、さすがのおれも戸と惑まどいを覚える。

　とはいえ……夜霧さんはおれの、真後ろの席。

　今後のことも考えると、きちんと挨あい拶さつしておいた方がいいよな。

「は、初めまして。夜霧さん？」

「……話し掛けないでと、言ったはずだけど？」

　振ふり返って声を掛けてはみたが、案の定というか、夜霧さんはつれない返事。

　これはもう、ダメかも分からんね。

「ま、まぁ何か事情があるのかもしれないけどさ。せっかく同じクラスになったんだし、よかったら仲良くやろうぜ？　どうしてもってことなら、無理にとは言わないけどさ」

　半ば心は折れていたが、おれは一言だけでもと思い、言葉を続けてみた。

　そんなおれを、夜霧さんは睨むように見つめている。

　これだけ言って反応なしなら、これ以上のコミュニケーションは、おれには無理だわ。

　そう諦あきらめて、おれが前に向き直ろうとした。

　その瞬しゆん間かん。




「…………好き」




　────？

　…………はぁ!?




　耳を疑うような発言に、おれは再度振り返る。

　すると夜霧さんは……頰ほおを桃もも色いろに染めて、潤うるんだ瞳でおれを見つめていた。

　え。ちょっ。何これ？

　動どう揺ようを隠かくしきれずにいると、ポケットの中でスマホが振しん動どうした。

　おれは前に向き直り、机の下でＲＩＮＥを立ち上げる。

【奏汰っち！　た、大変だよ!?】

【な、なんだよ？　どうしたって言うんだよ？】

　神様にしては珍めずらしい剣けん幕まくなので、おれは嫌いやな予感を覚えつつ、返信する。

　すると、数秒も置かずに神様からメッセージが届く。




【さっきの発言をきっかけに、舞華っちとのフラグが立ってる！　このままじゃ奏汰っち……舞華っちルートに突とつ入にゆうしちゃうよ!?】




　────？？？？

　…………は？

【はああああああああああああああ!?】




　　　　◆　　◆　　◆




　教室中の視線が、一いつ斉せいにこちらに向けられる。

　どうやらＲＩＮＥに書いただけのつもりが、声にまで出ていたらしい。

「結野くんー？　どうかしましたー？」

「あ……ごめんなさい。なんでもないです」

　普ふ通つうに謝罪して、縮こまる。

　そして、みんなからの注目が逸それたところで、おれは再びＲＩＮＥを起動した。

　するとそこには、神様からの新着メッセージが。

【奏汰っち……ごめんね[image: ]　あまりに辛つらい現実に耐たえかねて、美織っちとのことは諦めちゃったんだね？　確かに舞華っち、美少女だし胸も大きいもんね？　目移りしちゃっても仕方ないない！】

【してねーよ！　フラグを立てるつもりなんざ、これっぽっちもなかったわ!!　っていうか、ただ挨拶しただけじゃねぇか】

【そう言われてもねぇ……もう、舞華っちに聞いてよ。神ちゃん、めんどくさくなってきたよ】

　きゅんぴょこぐっすり☆

　黒くろ髪かみツインテールの美少女が枕まくらに顔を埋うずめてるスタンプが、ＲＩＮＥに表示される。

　飽あきるの早いな、お前！　もうちょっと頑がん張ばれよ!!

「……好き」

　そうして神様とやり取りしていると、後ろの席から不ふ穏おんな言葉が聞こえてきた。

　おれはスマホを片手に、おそるおそる夜霧さんの方に向き直る。

「あの……夜霧さん？」

「舞華でいい。舞華が、いいわ」

「あ……はい。舞華さん」

「舞華って、呼び捨てて。えっと……君は？」

「あ、うん。結野奏汰だけど」

「結野舞華か……うん。悪くない」

　何言ってんの、この人!?

「な、なぁ舞華。『好き』って聞こえた気がしたんだけど、き、気のせいだよな？　『寿す司し』か何かと、おれが聞き間ま違ちがえたんだよな!?」

「……舞華はずっと、『影狩りシユレイド』として孤こ独どくに生きてきた」

　あー、なんか語りが入ったわ。

　ってか、なんだよ『影狩りシユレイド』って。横文字使えば格好いいと思ってんじゃねぇぞ！

「舞華には使命があるから。できるだけみんなと、関わらないように生きてきた。みんなもそうだった。そんな舞華を奇き異いな目で見て、近づいたりしてこなかった。なのに、な、仲良くしようだなんて……どうしよう、好きが止まらない……っ！」

　感情的にそう言って、涙なみだすら零こぼしはじめた舞華。

　おれはそれを見て、思ったね。

　────なんだ、この超ちようチョロインは!?

　いくらなんでもチョロすぎるだろ!!

【神ちゃんが説明しよう。チョロインとは、攻こう略りやく困難かと思いきや、いとも容易たやすく落ちてしまう『チョロいヒロイン』のことなのだ！】

　誰に向かって説明してんだ、お前は。

　いや、まぁね。

　赤髪の取っつきづらそうな女の子が、ちょっと優やさしくしたらデレるっていうのも、確かにテンプレみたいなもんだけどさ。

　いくらなんでも、限度ってもんがだな……。

「……奏汰さま？」

「……そうくん？」

　さて超チョロインの対処をどうしたものかと、思案していると。

　世にも恐おそろしい二つの声が、ハーモニーとなっておれの耳に響ひびいてきた。

　おそるおそる振り返る。さっきから振り返ってばっかだな、おれ。

　声の主は──隣となりの席のティナと、その前の席の美織。

　二人ともすっごいジト目で、おれのことを睨にらんできている。

「奏汰さま。先ほどから舞華さんとずっと喋しやべってますが、一体何をそんなに盛り上がっていらっしゃるのですか？」

「い、いや。大したことじゃないんだよ。世間話っていうか……」

「じゃあなんで、夜霧さんが泣いてんのよ？」

　美織からの鋭するどい指し摘てき。

　そうだな。だけどね、それはおれが聞きたいくらいだわ。

「め、目にゴミでも入ったんじゃないかなぁ？　ね、ねぇ夜霧さん？」

「舞華って呼んで」

　ガタンと、ティナが立ち上がった。

　うん。お喋りしてたおれが言うのもなんだけど、まだ授業中だからね？

「なんですか、今の。聞き捨てなりませんね。日本文化において男女が名前で呼び合うのは、親愛の情が深くなってからと聞きます。いつの間に親密な関係になったのですか？」

「なってないなってない。落ち着けって、ティ──」

「舞華が奏汰を、好きになってしまったから」

　ガタンと、美織も立ち上がった。

　だから授業中だってば。

　小山内先生ー？　なんでスルーして授業してんのー？

「ちょっと夜霧さん!?　まだ出会ってから、数分も経たってないよね？　それなのに夜霧さんは、そうくんのことを……すすすすす好きだって言うの!?」

「うん。奏汰が舞華を、愛してくれたから」

　おいいいいいいいいい!?

　誤解を招くこと言ってんじゃねぇぞ、舞華さんよぉ!?

「……申し遅おくれました。わたしはアルゼクラン皇国の第五皇女、ティナリア＝アルゼクランと申します。お気軽にティナと呼んでいただいても、かまいません。ちなみに奏汰さまの許嫁いいなずけです。フィアンセ。婚こん約やく者。将来の妻」

「あたしは天里美織よ。そうくんの幼なじみ。小さい頃ころからずっと一いつ緒しよ。ずっと一緒！」

　そんな刺とげ々とげしい自己紹しよう介かいをしたかと思うと、ティナと美織がこちらに詰つめ寄ってくる。

　だーかーらー、落ち着けよ。授業中だよ。

　小山内先生もそろそろ怒おこ……あれ、先生がいねぇ!?

「急用を思い出したから、この時間は自習だそうよ」

　前の席から平然と、モブ子が告げてきた。

　なんだよ、授業より大事な急用って!?　ただいま絶賛、学級が崩ほう壊かいしてんだぞ!!

「奏汰さま。お覚かく悟ごは、よろしくて？」

「待ってくださいティナさん誤解ですおれは何もしてないです冤えん罪ざいです」

　────ガシャンッ!!

　ティナが手を振ふりかざしたと同時に、窓ガラスをぶち破って、何かが降ってきた。

　それは、ギミックに富んだマジックハンドみたいな、奇き妙みような機械。

　ティナは表情ひとつ変えず、それを拾い上げる。

「アルゼクラン皇国の財力を駆く使しして開発した、『閻えん魔ま様もびっくり☆舌抜ぬきマシーン』です。これを使えば、スカイツリーを数センチ動かすくらい造作もない力で、奏汰さまの舌を引っ張ることが可能です」

「やめろ！　死んでしまうわ!!」

　助けてくれ、美織！　このままじゃおれ、無実の罪で舌した切きり雀すずめ状態になっちまう!!

「……まぁ、たまには反省した方がいいんじゃない？」

　酷こく薄はくに告げて。

　美織は自分の胸むな元もとに、そっと手を当てた。

「ティナほどじゃないけど、夜霧さんも胸おっきいもんね？　そうくんは、おっきければなんでもいいんだもんね？」

「胸なんて一言も言ってねぇよ！　いい加減にしろ!!」

「どうして奏汰が、舌を抜かれないといけないの？」

　舞華がきょとんと首をかしげる。

　お前だよ！　全部ぜーんぶ、お前のせい!!

　どうしてこうなった！　どうしてこうなった!!

【奏汰っちぃ……誤解を解かないとさぁ。このままだと舞華っちルート、攻略完かん了りようしちゃうよ？】

【どんなお手軽攻略ルートなんだよ、チョロすぎるだろ!!】

【ちなみに代だい償しようとして、奏汰っちの舌はなくなりまーす】

　ひどいバッドエンドだな！　十五歳未満には見せられねぇぞ!!

　と、思うところは山ほどあるけど……神様の言うとおり、これが絶体絶命のピンチであることに変わりはない。

　出会って数分の中二病患かん者じやではなく、おれは美織と付き合いたいし、舌を抜かれて一生を過ごすのも嫌だ。

　そうなると、おれが今取るべき行動は……たったひとつ。

「だ、だからちげぇんだって。ちょっと待ってくれ、ティナ！」

「なんでしょう？　『うわき』の言い訳なら、聞く耳持ちませんが」

「だーかーら、浮うわ気きとかじゃないんだって!!」

　今にも『閻魔様もびっくり☆舌抜きマシーン』を起動しそうなティナを制して。

　冷たい目でこっちを見ている美織を一いち瞥べつして。

　おれは深く息を吸い込み──言い放った。

「おれはただ、挨あい拶さつをしただけなんだよ。愛してるとか、そんな意図は断じてない。全部……舞華の勘かん違ちがいだ！」

　クラス中の視線が、おれの方に注がれているのを感じる。

　ティナと美織も、黙だまったまま舞華の出方を窺うかがっているようだ。

　そんな中──舞華は。

「あは……あはは」

　俯うつむいたまま、静かに笑いを漏もらした。

「……冗じよう談だんよ。ただの挨拶だってことくらい、分かってた。そっちこそ、本気にしちゃった？　バカみたい」

　そして顔をそむけて──虚こ空くうを仰あおぐと。

「本当……バカみたい」

　やりづれーよ!?

　それ絶対、本心を隠かくして分かったフリしてるやつじゃん！

「そ、そういうことでしたら……」

「納なつ得とくしないでも……ないけど」

　ティナと美織はバツが悪そうに、顔を見合わせた。

　そしていそいそと、二人で協力して『閻魔様もびっくり☆舌抜きマシーン』を片付けはじめる。

　クラスメートたちも気まずそうに視線を戻もどし、自習に励はげみはじめる。




　あーあ。もう。

　なんなんだよ、このわけ分からん新キャラ転校生は。

　ほんと、『テンプレートデイズ』はろくなことを引き起こさねぇな。




　　　　◆　　◆　　◆




　まったくもって、嵐あらしを呼ぶ転校生との邂かい逅こうだった……。

　結局あそこで「舞華の勘違い」と言い切って以降、おれと舞華は一言も言葉を交かわすことはなかった。

　ときおり後ろから、「バカみたい……」と呟つぶやく声が聞こえてきて、やりにくいことこの上なかったが。

　そんな、針のむしろみたいな一日が終わり、ようやく放課後。
















　掃そう除じも終わらせたので、そろそろ帰るとしようか。

「奏汰さまー!!」

　……って。

　何事もなく帰宅なんてわけには、いかないよな。

　学校の帰りなんてテンプレイベント満まん載さいなタイミングで、『テンプレートデイズ』が発動しないわけがない。

　笑え顔がおで手を振りながら、駆かけ寄ってくるティナ。

　おれはそんなティナに手を振り返して──。

　全力で、駆け出した。

「えっ、ちょっ、奏汰さま!?　なんで全力疾しつ走そうで逃にげるのですかぁー!?」

　ティナがなんか言ってくるが、聞こえない聞こえない。

　舞華とのイベントのおかげで、ただでさえお腹いっぱいなんだ。

　その上さらに、ティナとのドタバタ展開なんて味わった日には、胸焼けどころか胃に穴が開いてしまうわ。

「……あれ？　そうくん？」

　と。

　全力全開で下げ駄た箱ばこまでたどり着いたら、そこにはちょうど靴くつを履はき替かえようとしている美織の姿があった。

「美織！　ティナには、おれが外に出たって伝えてくれ!!」

「へっ？」

　きょとんとする美織を尻しり目めに、おれは下駄箱の隅すみにしゃがみ込んで息を潜ひそめる。

「はぁはぁ……み、美織さん。奏汰さまをお……お見み掛かけしませんでした……か」

「えっ。えっとぉ……そうくんなら、外に出て行ったよ？」

「はぁはぁ……奏汰さまったら、鬼おにごっこだなんて……子どもっぽいんですから……そんな、ところも……かわいいですけど……」

　相変わらずウルトラポジティブな奴やつだな。なんで高校生にもなって、唐とう突とつに鬼ごっこなんてはじめると思うんだよ！

「絶対に……捕つかまえてみせます……絶対に、です……っ！」

　息も絶え絶えにうわごとを呟いて、ティナは下駄箱で靴を履き替え、外に出ていった。

「……もう、大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

　ティナがいなくなってしばらく経ってから、美織が呟く。

　下駄箱の隅からすくっと立ち上がり、おれはズボンに付いた砂を払はらった。

「ふう……助かったぜ、美織」

「まったく。あんたとティナのやり取りも、相変わらずね」

　流されるままに受け入れてたら、簡単にティナルートに突とつ入にゆうしちまうからな。

　たまにはこうして、きちんと回かい避ひしていかないといけないんだよ。

　おれが結ばれたいと思ってる相手は、世界でたった一人だけなんだから。

　そう、それは……。

「…………あ」

「ん？　何よ、そうくん。あたしの顔に、なんか付いてる？」

　まじまじと自分の顔を見られて恥はずかしいのか、美織は慌あわてて両手で口元を隠す。

　うん、その仕草もかわいい。

　美織を二十四時間三百六十五日、見つめているだけの人形に生まれたかった。

　──って、そんな雑念はいったん置いとこう。

　それよりも……これってひょっとして、チャンスなんじゃね？

　美織と二人っきりになって、フラグを立てるための。

「あ、あのさ美織。これからどっか、遊びに行かないか？」

「えっ？」

　おれは高鳴る鼓こ動どうを押さえつつ、勇気を振り絞しぼった。

　美織は驚おどろいたように目を丸くする。

　そして、もじもじと肩かたを揺ゆらしながら。

「う……うん。たまには二人で、どっか行きたいね」

「お、おう」

「えへへ。なんだか今日は、二人で過ごす時間が多いね」

　朝はほぼ一いつ瞬しゆんで、ティナに邪じや魔まされた気がしないでもないけどな。

「そうくん。どっか行きたいとこ、ある？」

「い、いや。美織の行きたいところなら、どこでもいいぜ？」

「じゃあさ、商店街に新しくできたアイスクリーム屋さんに行きたい！　もちろん、そうくんのおごりで!!」

「なんでおごる前提なんだよ」

「いいじゃんー。こんなかわいい女の子と、デートできるんだよ？　うっらやましー」

「ちっちゃい女の子の間ま違ちがいじゃねーの？」

「ちっちゃくてかわいい女の子なのっ！　っていうか、ちっちゃいって言うなぁ!!」

　…………ああ。

　幸せだ。

　こんな平へい凡ぼんなやり取りひとつひとつが、胸に染しみ渡わたる。

　テンプレっていうのは、こういうのでいいんだよ。過か剰じようにすりゃいいってもんじゃねぇんだよ。

　分かるか？　えぇ、『テンプレートデイズさん』よぉ？




　　　　◆　　◆　　◆




「じゃあおれは、バニラソフトひとつ」

「あたし、このジャンボミックスソフトで」

　カラフルな装よそおいのアイスクリーム屋で、おれたちはそれぞれ注文を告げた。

　支し払はらいは──まぁ普ふ通つうに、おれだ。

「もぉ、さっきのは冗談だって言ってるのに」

「いいって。たまにはいい格好させろよ」

「えへへ……ありがと。そうくん、格好いいよ！」

　その笑顔だけで、お金を払った価値があるってもんだよ。

　そしておれたちは丸テーブルの席について、アイスができるのを待つ。

「しかしお前、ジャンボミックスソフトって。そんな明らかにでかそうなもん食って、夕飯が入んなくなってもしらねぇぞ？」

「女の子は、甘いものだけ別腹なの」

「太るぞ」

「ふふふ……いいのよ。そうして摂せつ取しゆした脂し肪ぼう分が、ちょうど胸だけに留とどまれば」

　そんな都合のいい脂肪分があるか。

　っていうかお前、まだ成長することを諦あきらめてなかったのかよ。

　まぁ余計なこと言って怒おこらせても仕方ないから、なんも言わねぇけどさ。

「あぁ。やっぱりそうくんと、お出で掛かけするのは楽しいな」

　ぐっと大きく伸のびをして、美織はおれの顔を覗のぞき込んできた。

　上うわ目め遣づかいで。上目遣いで。

　大事なことだから、二回言ったよ！

「みんなでわいわいするのも、嫌きらいじゃないけどさ。たまにはこうして、二人でゆっくりしたいよね。最近、そういう機会が減っちゃったから……ちょっと寂さびしかったんだ。だから今日は、誘さそってくれて嬉うれしかったよ。ありがとう、そうくん」

　美織……。

　そうだよな。『テンプレートデイズ』のご加護を受けて以来、ドタバタな日常に巻き込まれちまって、こんな時間は全然作れてなかった。

　前はもっと、二人で遊びに行ったりできてたのにな。

　そう考えると、ほんと『テンプレートデイズ』には憎にくしみしかない。

　まぁ、そんな恨うらみ言ごとを言っても仕方ない。大事なのは、今だ。

　この、ティナがいない絶好の機会──逃のがしていいのか、結野奏汰？

　今日ここでひよったら、次はいつチャンスが訪おとずれるか分かんねぇぞ？

　いつ告白すんだよ？

　……今だろ!!

　パンと頰ほおを叩たたいて、気合充じゆう塡てん。そして深く、息を吸い込んで。

「あ、あのさ。みお──」

「お待たせしました。バニラソフトとジャンボミックスソフトです」

　……おっと、店員さん。いくらなんでも間が悪いんじゃないの？

　確かにラブコメマンガなんかだと、ありがちなタイミングだけどさ。

　そういうお邪魔テンプレはいいから！　マジで!!

　──しっかし。

「このジャンボミックスソフト。いくらなんでも、でかすぎね？」

「そう？　食べごたえありそうじゃない？」

　いや、確かに食べごたえはあるかもしれないけどさ。

　明らかにお前の身長よりでかいぞ。

　人が入っててもおかしくないレベルっていうか……。

　────人？

「……ふっふふー」

　ジャンボミックスソフトの中から聞こえてくる、くぐもった笑い声。

　すっげぇ聞き覚えのある、その声。

「美織。そのアイスを食べるのは、諦めるんだ。そして別な店に行こう」

「えーなんでー？　あたし、このアイスを食べて巨きよ乳にゆうになりたいんだけど」

「ならねぇよ！」

　アイスにどんな思いを馳はせてんだよ、お前は。

　とにかく、一刻も早くこの店を出るんだ美織！

　そうでないと──!!




　ゴゴゴゴゴゴゴ……ッ！




　あぁ……手て遅おくれか。

　おれは額に手を当てながら、深く深く落らく胆たんする。

「えっえっ？　そうくん、見て！　ジャンボミックスソフトが真っ二つに割れてくよ!?」

　そうだねーすごいねー。

　もうオチは読めているが、取りあえず美織の呼びかけに従って、顔を上げてみる。

　すると、真っ二つに割れたアイスクリームの中には。

　一人の美少女が、紙を持って立っていた。




『冷やしアルゼクラン、はじめました！』




　……「死んだ魚のような目」って、今のおれみたいな状態を指すんだろうな。多分。

「どうも、大変お待たせしました。皆みなさんお待ちかねのティナリア＝アルゼクラン、ただいま参上ですっ!!」
















「待ってねーよ！　ツッコミどころしかない登場をするんじゃねぇ!!」

「見てください、これ。なんと今日は、『冷やしアルゼクラン』仕様なんです！　キンッキンに冷えてますよ!!　……はっくしょん！」

「冷えてるからなんだっつーんだよ！　風邪かぜ引くぞ、お前!!」

「奏汰さま……アイスのようになったわたしを、どうか暖めて？」

「溶とけちまえよ、もういっそ」

「むぅ……こっちの攻せめ方は、奏汰さま好みではありませんでしたか」

　こっちもどっちも。

　アイスクリームから出てきた時点で、こちとらドン引きだよ。

「では、奏汰さま……見てのとおり、わたしは今、アイスクリームなのですっ」

「日本語を喋しやべれ、日本語を」

「さぁ奏汰さま。このおいしそうなわたしを……食・べ・て？」

「食べねぇよ！　食べ物で遊ぶんじゃねぇ!!」

　残ったアイスは、後でおいしくいただいとけよ？　えぇスタッフぅ!?

「むむ？　こちらも奏汰さまの趣しゆ味みではないと……おかしいですね。きちんとマンガを参考にして、日本の男性が喜ぶアプローチを仕し掛かけてみたのですが」

「捨てちまえ、そんなクソマンガ！」

　こんなシチュエーション、どんなシーンで使われてたんだよ！

　もう作者の頭が沸わいてるとしか思えねぇ。

「はぁ……残念です。奏汰さまなら、喜んでくださると思ってたのに」

　ため息をつきながら、ティナがジャンボミックスソフトから歩み出てくる。どちらかというと、ため息をつきたいのはこっちなんだけど……。

　そんなおれを尻しり目めに、ティナは手に持っていた紙をカバンにしまうと。

「さて。それでは帰りましょうか、奏汰さま。今日のご飯は、奏汰さまの好きなビーフシチューですよー」

　当たり前のように、おれの右手を引いて歩き出した。

　ちょっ、お前。何を強引に……。

「待ちなさいよ」

　ギュッと。

　今度はおれの左手を、美織が摑つかんだ。

「そうくんは今、あたしとデ……デート中なの。邪じや魔ましないでくれる？」

　右手を摑んだティナの力が、三割増しくらいになる。

「まさかとは思いますが、その『デート』とは、あなたの想像上の存在に過ぎないのではないでしょうか」

「違ちがうわよ！　人を病気みたいに言わないでよ!!」

「でしたら、許嫁いいなずけであるわたしの許可なくデートをしたということですね……世間的にはそういうのを『泥どろ棒ぼうにゃんこ』と申しますが、そういう認にん識しきでかまいませんか？」

　右手を摑んだティナの力が、五割増しくらいになる。いてぇ。

　ってか普通に『泥棒猫ねこ』って言えよ。かわいく言っても意味ねーだろ、それ。

「今日は舞華さんと何やらいい雰ふん囲い気きになったり、美織さんと二人っきりで出掛けたり……随ずい分ぶんとアクティブですねぇ、奏汰さま？」

「美織はともかく、舞華については何もしてねぇ！」

「舞華……授業のときから思ってましたけど、なぜ奏汰さまが舞華さんを呼び捨てにしているのですか？」

　右手を摑んだティナの力が、八割増しくらいになる。

　いってぇ!?　お前、そんなに力あったっけ？

「確かに」

　左手を摑んだ美織の力が、十割増しくらいになる。

　ぐおおおおおおお!?　いきなり全力出しすぎだろお前は!!　腕うでが壊え死しするわ！

「ちょっ！　落ち着け二人とも!!　っていうか痛い痛い!!　両手が痛すぎて喋れねぇ!!」

「その痛みこそ、わたしの……焼きもちパワーです！　どうです、美織さんよりずっと痛いでしょう!?　それだけわたしは、奏汰さまのことを愛しているのです!!」

　右手を摑んだティナの力が、十二割増しくらいになる。

「あ、あたしだって！　ティナや夜霧さんといちゃついてるそうくんに、ムカついてるもん！　あたしのこの気持ちの方が、ティナよりずっと大きいもん!!」

　左手を摑んだ美織の力が……測定不能に。

　そして右手を摑んだティナの力も……測定不能に。

「わたしです！」

「あたしだってば！」

　やめて！　もう奏汰のライフはゼロよ!!

　っていうかマジでいたいいたい死んでしまう死んでしまう!!

　もうスカウターがぶっ壊こわれるレベルなんだってば、やめてやめて今すぐやめて！

　しかし──そんなおれの願いなど知りもせず。

　二人は何やら言い争いを繰くり返しながら、おれの手に力を籠こめるばかり。

　ああ……結局最後は、修しゆ羅ら場ばテンプレかよ。

　ほんと、『テンプレートデイズ』はろくなことしねぇな。

　そんなことを考えていると、ポケットからぽろりと、スマホが落下した。

　そこにピコンッ♪　……と、表示されるＲＩＮＥのポップアップ。




　きゅんぴょこファイトだよ！

　黒くろ髪かみツインテールの美少女が、両腕を使ってガッツポーズをしているスタンプ。




　……相変わらず他人ひと事ごとだな、このバカ神様！




　　　　◆　　◆　　◆




　はぁ……。

　ティナと二人で夕飯を食べ終えて、リビングでボッーとしていると、なんだか急にため息が出てきた。

　今日も結局、テンプレイベントのせいで、おれと美織の関係に進展はなし。

　いつまで続くんだろうな。この、賽さいの河原かわらの石積みみたいな罰ばつゲーム。

　ああ……こんな役回り、今すぐ辞やめたい。

【ほーら。そんな暗い顔してたら、幸せが逃にげちゃうよん？】

　すっげぇ軽いテンションで、テンプレの神様がメッセージを送ってくる。

【幸せだったら、とっくの昔に逃げてる気がするけどな。主にお前のせいで！】

【[image: ]　プギャーｗｗｗｗｗｗ】

【あん？】

【貼はり間ま違ちがえた　[image: →]　[image: ]　プギャーｗｗｗｗｗｗ】

　おい、顔文字が変わってもセリフが変わってねぇぞ！

　ほんとは煽あおりたいだけだろ、お前!!

　もうこいつと話すの、やだ。

　おれはスマホをテーブルに放ほうり投げ、ソファに寝ね転ころがる。

「……さまぁ」

　すると。

「奏汰さまぁ……ちょっといいですかぁ？」

　向こうの方から、ティナの声が聞こえてきた。

　なんだよ。まーたろくでもないことするんじゃねぇだろうな。

　そんな警けい戒かい心しんを抱いだきながら、おれは立ち上がり、ティナのいる風ふ呂ろ場ばの方へと向かう。

「なんか用か？」

　廊ろう下かのドアを開けたところから、声を掛かけてみる。

　普ふ段だんはわけの分からん攻めっぷりを見せてくるティナだが、あれで意外と男性に対する免めん疫えきはない。お姫ひめ様育ちだからなのかもしれないけど。

　だから自分が風呂に入ってるときに、大だい胆たんなことをしてくる可能性は低いのだが……念のため、距きよ離りは取っておく。

「奏汰さま……ちょっと困ったことになりまして」

　ガラリと、洗面所の扉とびらが開いた。

　そこから顔を覗のぞかせたのは……濡ぬれそぼった長い髪を頭頂部でお団子状にまとめた、ティナだった。

　風呂場の熱気で桃もも色いろに染まった頰ほお。

　頰からアゴをつたって滴したたり落ちる水すい滴てき。

　バスタオルを身にまとっているので胸むな元もとは隠かくれているものの、華きや奢しやな肩かたと腕だけは廊下の電灯に照らされて、鮮せん明めいに映し出されている。

　それはさながら、精せい巧こうにできた美術品のよう。

　その芸術的な美しさに、おれは思わず言葉を失い──見入ってしまう。

「ちょっ……あんまりまじまじと見ないでください！　……恥はずかしい、です」

「あっ、ご、ごめん！」

　両肩を抱だいて縮こまったティナを見て、おれは慌あわてて首を真横に向ける。

　そこにあるのはただの壁かべ。

　だけど、目に焼き付いたティナの色っぽい佇たたずまいが、頭から離はなれてくれない。

「ど、どうしたんだよ？　なんかあったのか？」

　頭を振ふってその残像を消そうとしながら、もう一度ティナに尋たずねた。

「あ。は、はい……実は、使おうとしたらシャンプーが切れてまして……替かえのシャンプーってないですか？」

　ああ。そういえば今日、詰つめ替え用のシャンプーを買ってこようと思ってたんだった。

　ドタバタコメディ展開のせいで、すっかり忘れてた。

「じ、じゃあコンビニで買ってくるわ！　ちょっと待ってろ!!」

「え。でも、悪いですよ。こんな遅おそい時間に一人でなんて……」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　ひとっ走り行ってくるから!!」

　ちょっと走ったくらいの方が、煩ぼん悩のうを消し去るにはいい気がするしな。

　おれはリビングに戻もどってスマホと財さい布ふを手に取ると、再び廊下に続くドアを開けた。

「奏汰さま」

「わっ!?」

　まだ洗面所から顔を出していたティナと、ばっちり目が合ってしまう。

　わざとじゃないんだよ？

　そのままつい視線が下がってしまったのも、ほんとにわざとじゃないんだよ!?

「奏汰さま……ありがとうございます」

「べ、別にお礼とかいいから！　だからさっさと、風呂に入り直しなって!!」

「はーい」

　軽かろやかな返事をして、ティナはガラリと洗面所の扉を閉めた。

　そして、扉越ごしに一言。

「そんな優やさしい奏汰さまのことが……わたしは、大好きなんですよ？」

「…………」

　気恥ずかしいので、その言葉には返事をせず。

　おれはそそくさと靴くつを履はいて、コンビニに向かって駆かけ出したのだった。




　　　　◆　　◆　　◆




「ありがとうございましたー！」

　元気いっぱいな店員さんの挨あい拶さつを聞きながら、おれはコンビニを後にした。

　ふぅ……この時期の夜風は気持ちいいな。

　まるで、おれの汚よごれきった脳内を洗い流してくれるかのようだ。

　さぁてと。

　ティナも待ってることだし、さっさと帰るとするか。

　そうしておれが家路につこうとすると……。




　────グオオオオオオオオオオオオッ!!




　獣けもののうめき声みたいな轟ごう音おんが、大地を揺ゆらした。

「……は？」

　何、今の？

　辺りを見み渡わたしてみるが、まだそんなに遅い時間じゃないにもかかわらず、道みち端ばたには人っ子一人いやしない。

　気のせいかな……うん、気のせいに違ちがいない。

　おれは自分にそう言い聞かせて、ふっと隣となりにある小道に目をやる。




　ガキンッ──という金属音とともに、火花が散ったのが見えた。




「…………」

　うん。気のせいだ。

　路地裏から変な音がして、なんか奇き妙みような火花が散ったような気がするけど、そんなことあるわけがない。

　寝ぼけたおれが、見間違えたのさ。

【覗かなくていいの？　奏汰っち】

　ＲＩＮＥの通知によって、スマホの画面から光が漏もれる。

【バカ！　今はなんも送ってくるんじゃねぇ!!　路地裏にいる何者かに気付かれたらどーすんだ!!】

【やり過ごすつもりだったの？】

【当たり前だ！　音が鳴ってる路地裏を覗き込むとか、明らかにやばいフラグだろ!!　どんなろくでもないテンプレが起きるか、考えただけでも恐おそろしいわ】

　これだけテンプレ現象に見み舞まわれてるんだ。さすがにおれも、テンプレ慣れしてくる。

　あからさまにやばいフラグが立ってるときは、即そく回かい避ひ。

　これ、『テンプレートデイズ』対策の定石ね。

　というわけで、おれは路地裏には目もくれない。

　まっすぐに、ティナの待つ家に帰るんだ！

【奏汰っちってば、まだ『テンプレートデイズ』のこと……分かってないよねぇ】

　ため息でも聞こえてきそうなメッセージが、神様から送られてくる。

【『テンプレートデイズ』の力は絶対。ちょっとした常識なんてくつがえして、無理やりにでもテンプレ展開に結びつけるんだよ？】

　そのメッセージを読んだ、まさに直後。

「ワンッ！　ワンッ!!」

「わっ!?」

　いつの間に現れたのか、おれの足元では大型犬が、怒おこったように吠ほえていた。

　何こいつ。首輪もしてないし、野の良ら犬いぬか？

　……とか考えているうちに、パクッと。

　おれの財布は、その大型犬に咥くわえられてしまった。

「あ、お前！　それ返せ!!」

「ワンッ!!」

　しかしおれの制止など聞くわけもなく、大型犬は──路地裏へと駆けて行ってしまう。

「待て待て待て！　そっちはダメだって、マジで!!」

　おれは焦しよう燥そう感かんに駆られながら、路地裏へと足を踏ふみ入れる。

　なんだか、こっちの方だけ妙みように熱気が強いような。

　ガキンガキンという金属音や、グオオオオオッという獣の咆ほう哮こうも、相変わらずやかましく響ひびいてるし。

　絶対やばいテンプレだよ、これ！

「ワンッ！」

　全力疾しつ走そうしていた犬が、唐とう突とつにこちらへと振り返った。

　そして、ぽいっと財布を放り投げる。

　路地裏の──さらに奥の方に。

「てめぇ、マジでふざけんなよ!!」

　おれは犬を追い越こして、地面に投げ捨てられた財布を拾い上げる。

　さぁ、即撤てつ退たいだ！

　踵きびすをすごい勢いで返して、おれはその場を立ち去ろうと──。

「……奏汰？　どうして、ここに？」

　はい、詰んだー。見つかっちゃったー。もうやだ、こういうテンプレ。

　げんなりしながら、おれはしぶしぶ声の主の方へと身体からだを向けた。

　いやね、無視して走り去ってもよかったんだけどさぁ。

　明らかに知り合いの声がするってのに、完全スルーはできねぇよ。さすがに。




　そこにいたのは──真っ赤なポニーテールに、つり目気味な瞳ひとみをした少女。

　夜霧舞華。

　本日転校してきたばかりのクラスメートは、なぜか巫女みこ装しよう束ぞくを着て、巨きよ大だいな深しん紅くの剣けんを両手で構えていた。




　…………剣？




　　　　◆　　◆　　◆




　転校生・夜霧舞華は巫女装束を羽織って、巨大な深紅の剣を構えていた。

　その目が見み据すえるのは、人ならざるもの。

　緑色をした鱗うろこ状の皮ひ膚ふを全身にまとい、巨大な漆しつ黒こくの翼つばさを持つ、全長十メートルはありそうな怪かい物ぶつ。

　そう。いわゆる、ドラゴンと呼ばれている存在だ。

　獣の咆哮を上げるドラゴンを見上げながら、舞華はゆっくりとその剣を振りかぶり……。




　……はい。ツッコミどころが分かる人は手を挙げて。

　ツッコミどころしかない？　そうです、正解です。

「覚かく悟ごしろ『影の使徒ハルデア』。この『影狩りシユレイド』──夜霧舞華の『炎華の剣ヴアルレイド』が、黄泉よみの世界へと誘いざなってやる」

　舞華がドラゴンに向かって、冷たく言い放つ。

　横文字が多すぎて、ちょっと何言ってるか分かんないけど。

　それを受けたドラゴンは……。

「ムスビノ、ソウタ……コロス」

「なんでだよ！　関係ねぇだろ!!」

　なんなの、この強制巻き込まれイベント。

　っていうか、前にもこんなことあったような……。

【ぴんぽーん♪　犬巻さん事件のあとにも、奏汰っちはドラゴンに襲おそわれたよね？　あの伏ふく線せんがただいま回収されましたーぱちぱち!!】

【あれ、伏線だったのかよ！　ネタ切れしたから適当なシチュエーションを放ほうり込んだんだと思ってたわ!!】

【さぁてそれでは、奏汰っちを……めくるめく『異能バトルテンプレ展開』にご招待ー】

　いやいやいや、世界観狂くるいすぎだろ!!

　ふざけんじゃねーぞ、『テンプレートデイズ』!?

「なぜ『影の使徒ハルデア』が君の名を知っているのか、知らないけど……安心して、奏汰。君の命は、この舞華が護まもってみせるから」

　おれの前に立ちはだかり、舞華が呟つぶやくように言った。

　そして、深紅の剣を正面に向ける。

　瞬しゆん間かん──剣を取り囲むように、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが渦うずを巻いた。

「グオオオ……コザカシイ、シュレイド……コロス!!」

　ドラゴンが翼をはためかせ、疾しつ風ぷうの勢いで舞華目め掛がけて猛もう進しんしてくる。

　しかし、舞華はまるで動じることなく。

「『炎華の剣ヴアルレイド』剣技──『煉獄斬波デツドブレイズ』!!」

　剣先を回転させながら……ドラゴン目掛けて突つきの一いち撃げきを繰くり出した！

　その切っ先から、炎の竜たつ巻まきが吹ふき出す。

　そして炎の竜巻は、大地を削けずり取りながら一直線にドラゴンへと向かっていき──。

「グオオオオオオオッ!?」

　直撃。

　同時にドラゴンは燃え盛さかる炎に包まれながら、全身を無残に切り刻まれていく。

　その様子は、さながら炎のかまいたち。

「バカナ……コノ、オレガ……ッ！」

　そんな、断だん末まつ魔まの叫さけびを残して。

　ドラゴンは炎の中でゆらゆらと揺らめいて……まるで霧む散さんするように消しよう滅めつした。

　炎が、消える。

　あとに残ったのは、大剣を構えた巫女装束姿の舞華と、買い物袋ぶくろを抱かかえた適当なＴシャツ姿のおれ。

　──うん。

　帰るか。帰ろう。帰らねば。

　おれは速そつ攻こうで舞華に背を向けて、その場を立ち去ろうと──。

「……奏汰」

　あーはいはい。ですよねー。

　この流れだったら、間ま違ちがいなく呼び止められますよねー。

「『影の使徒ハルデア』を、見てしまったんだね」

　見たくて見たんじゃねーよ。

「知られた以上は仕方ない。すべてを語るよ」

　語らなくていい。聞きたくない。

　もう耳を塞ふさいで全力で走り出したくて仕方ないのだが、なんか舞華がおれのＴシャツの裾すそを摑つかんで離はなしてくれない。

「あ、あのさ。おれはなんも気にしてないから。明日からも、普ふ通つうに接するから。だから言いたくない事情とかを、無理に話す必要は──」

「ううん。話さなきゃいけない。それが舞華の……『影狩りシユレイド』の掟おきてだから」

「いや、掟とかいいからさ。おれはほんとに聞きたくな──」

「この世界は、『光ひかり次じ元げん』と呼ばれているの」

　お、おう……。

　これ、聞かなきゃダメな流れですね？　分かります。




　　　　◆　　◆　　◆




　もはや諦あきらめの境地に達したおれに向かって、舞華は滔とう々とうと語りはじめる。

「朝があれば夜がある。光があれば影がある。それと同じように、この世界──『光次元』と対ついをなす存在として、『影かげ次じ元げん』がある」

　それ、教科書の何ページに載のってますか？

「かつて『影次元』の怪物──『影の使徒ハルデア』は、この世界をも支配しようと企たくらみ、次元を越えて侵しん攻こうしてきた。そして、それに対たい抗こうするべく、『影狩りシユレイド』としての力を得た一族がいた。それが夜霧一族……舞華の先祖に当たる人たち」

　それって、試験に出るんですか？

「『影狩りシユレイド』と『影の使徒ハルデア』の戦いは混迷を極きわめた。そんな争いの末、ついに『影狩りシユレイド』は『影の使徒ハルデア』を封ふう印いんすることに成功した。その封印の地が、舞華の故郷である東北地方だった」

　そこ、赤線引いといた方がいいですかね？

「だけど、つい数週間前のこと……『影の使徒ハルデア』の封印が、何者かによって解かれてしまった。その結果、『影の使徒ハルデア』の一部が復活し──なぜか東北地方ではなく、この町にやって来たの」

「なんでだよ！　この町、ぜんっぜん関係ないじゃねーか!!」

　無視を決め込んでいたのだが、思わずツッコんでしまう。

　舞華は困ったように眉まゆをひそめ、「なんでだろう……？」と呟いた。

　ほんとに理由とか不明なんだ。

　じゃあ多分、あれだよ。テンプレだからだよ。

　東北地方で怪物が復活して、そこで舞華と怪物が戦ってたとしても、おれは関かん与よできないからな。

　親切な『テンプレートデイズ』さんは、きちんとおれを巻き込もうとして、そんなご都合主義的な設定を付加したんだろう。マジ迷めい惑わく。

「そういうわけで……夜霧一族としては、この町に降臨した『影の使徒ハルデア』たちを再び封印する必要が生まれた。そこで白羽の矢が立ったのが、最年少『影狩りシユレイド』である舞華だったんだ」

「それでこんな変な時期に転校してきたってわけか。じゃあ、自己紹しよう介かいで『関かかわらないで』とか言ってたのも……」

「うん。他ほかの誰だれかを、こんな危険に巻き込みたくなかったから」

　ようやく流れが飲み込めた。

　つまり舞華は、怪物たちと戦う使命を帯びて、はるばる故郷からやって来たってわけだ。

　そして、その戦いに他人を巻き込まないよう、距きよ離りを取っていたと。

　ただの中二病患かん者じやかと思ったら、まさかほんとに『闇やみを滅めつする力』を持ってるとはな。

　まさにモブ子の言ってたとおりだわ。あいつの情じよう報ほう網もう、本気で怖こわい。

「奏汰。あんまり驚おどろかないね」

「まぁな。超ちよう展開なら最近、しょっちゅう見てきてるし」

　さすがにここまで、世界観の根幹に関わるようなものは初めてだけど。

　まぁ『テンプレートデイズ』ならこれくらいのことするだろうなぁ……くらいには思っている。達観しつつある自分が、ちょっと悲しい。

　──そんなことを、ぼんやりと考えていると。




「…………好き」




　────？

　えっ？　えっ？

　またしても唐とう突とつな舞華の愛の告白に、おれはちょっと動どう揺ようを隠かくしきれない。

　なんでなんで？　何が起こってるの!?

　すがるようにおれは、手に持っていたスマホに視線を落とす。

【奏汰っちぃ……なんでまーた、舞華っちとフラグ立てるかなぁ？　実はもう、美織っちより舞華っちの方が気になってたり？】

　しねーよ！　っていうか、フラグなんて立ててねーよ!!

「奏汰。ありがとう……っ！」

　情感の籠こもった声でそう言うと、舞華はおれの腕うでにギュッとしがみついてきた。

　ティナほどではないが、決して小さくないその胸が、腕に押しつけられる。

　おそるおそる顔を上げると──そこには涙なみだを流しながら、微笑ほほえんでいる舞華の姿が。

「本当の舞華を知っても、受け入れてくれるなんて……奏汰、優やさしすぎるよ。ずっと寂さびしかったんだ。他のみんなと違ちがう生き方をしてる自分なんて、誰にも理解してもらえない……そう、思っていたから。だけど奏汰は違った。驚いたりも全然せずに、舞華のことを受け止めてくれ──」

「わぁ、びっくりした！　遅おくれてびっくりした!!　冷静に考えると、こんな怪かい物ぶつを倒たおすなんて、普通じゃ考えられないことじゃん!!」

　舞華の言葉を遮さえぎって、おれは驚いているフリをした。

　だってそうでもしないと、このまま舞華ルートでエンディング迎むかえそうなんだもの。

　選せん択たく肢し一回でクリアしそうになるとか、超チョロインもいいところだな。

「……はは。そうだね。何を浮うかれてたんだろう……バカだよね」

　すると今度は、一気に落らく胆たんした表情になって。

　舞華は目元を拭ぬぐって……虚こ空くうを見上げた。

「舞華は孤こ独どくな巫女みこ。使命のためにこの身を賭とすと決めた以上、誰かに受け入れられるなんて、思っちゃいけなかったんだ。思っちゃ……いけなかったんだ」

　だから、そういうのやめろって！　心が痛いわ!!

　一言でフラグが立ったり折れたり、忙いそがしい奴やつだなマジで。

「ごめんね、奏汰。巻き込んじゃって。今日あったことは、どうか全部忘れて」

「はい」

　素す直なおに返事をするおれ。

　そうさせてもらうわ。テンプレラブコメな毎日も大たい概がいだけど、さすがにテンプレ異能バトルが日常になるのは、どうにか避さけたいし。

　寂しそうに微笑む舞華の横顔に……ちょっとだけ、胸は痛むけど。

「じゃあ、また明日な。舞華」

「うん。またね、奏汰」

　そんな、当たり前の挨あい拶さつを交かわして。

　再び家路につくため、大通りのある方へと向き直ると──。

「……コロス。ムスビノ、ソウタ」

　眼前にそびえ立つ、巨きよ大だいな壁かべのごとき黄金色のドラゴンと、目が合った。

　先ほどのドラゴンとは別の、新たな怪物。

「奏汰！」

　舞華が叫ぶ。

　しかし、その反応は遅おそすぎた。

　ドラゴンは既すでに、炎ほのおを吐はく体勢に入っている。間に合わない。

　死ぬ。

　おれの脳のう裏りを……その二文字の言葉がかすめた。




　　　　◆　　◆　　◆




　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす、おれの眼前で。

　──ドラゴンが、巨大な火球を吐き出した。

　周囲の音が消える。

　迫せまり来る炎が、なんだかスローモーションに映る。

　…………死ぬ？

　こんなところで、こんな変なテンプレ展開に巻き込まれて？




『そんな優しい奏汰さまのことが……わたしは、大好きなんですよ？』

　家を出る直前。

　最後に聞いたティナの声を、思い出す。




『う……うん。たまには二人で、どっか行きたいね』

　下校時間。おれが思い切って声を掛かけたとき。

　恥はずかしそうに笑った美織の顔を、思い出す。




「──死ねるかよ。死ねるわけ……ねーだろ!!」

　走そう馬ま燈とうのように遡さかのぼっていく記き憶おくを振ふり払はらい、おれは腹の底から叫さけんだ。

　冗じよう談だんじゃねぇんだよ。こんな不条理な幕切れなんて。

　おれがいなくなって、悲しみそうな奴らがいるんだよ。

　悲しませるわけには──いかねぇんだよ!!

「うおおおおおおおおおおおおっ!!」

　一直線に向かってくる炎の塊かたまりに対して、おれは咄とつ嗟さに右手を突つき出した。

　奇き跡せきでもテンプレでも、なんでもいい！

　どうかおれの命を……救ってくれ!!

　右手に、炎が触ふれる。




　瞬しゆん間かん──音もなく、火球が手のひらの中に消えていった。




「…………は？」

　え？　何、今の？

「ナニヲシタ、キサマ……ッ!!」

　ドラゴンが不ふ愉ゆ快かいそうに声を上げた。

　そして巨大な翼つばさで飛び上がると、おれを目掛けて襲おそい掛かってくる！

　ああ……今度こそダメだ。

　絶望感に浸ひたりながら、おれは面前に右手をかざし──。




　飛び掛かってきたドラゴンを、これまた音もなく消しよう滅めつさせた。




「…………あん？」

　怪物のいなくなった路地裏。

　ただ静せい寂じやくが、その場を満たしていく。

　そんな中──立ち尽くしているおれのもとへ、舞華が歩み寄ってきた。

　その瞳ひとみは、信じられないものでも見たとばかりに、真ん丸に見開かれている。

「奏汰……まさか君も、『影狩りシユレイド』なの!?」

「はい!?」

　何を言っているんだ、こいつは。

「『影の使徒ハルデア』を無に帰すその力──それはまさしく『影狩りシユレイド』のもの！　だけど、どうして奏汰が……？」

　知らんわ！　こっちが聞きたいくらいだよ!!

　っていうか……何？　何が起こってるの、おれの身に。

　嫌いやな予感しかしないが……取りあえず、スマホを取り出してみる。

　そこには案の定、神様からのＲＩＮＥ通知が。

【▽　……おや!?　そうたっちの　ようすが……！】

　なんでゲームのメッセージ風なんだよ。

　辟へき易えきしながら見ていると、ピコンッと──新しい通知が届いた。




【▽　おめでとう！　そうたっちは　いのうりょくしゃに　しんかした！】




　…………。

　などと、自じ称しよう神様は意味不明な供述をしており、警察では精神鑑かん定ていも含ふくめ真相の解明にあたる方針を──。

「そういえば、聞いたことがある」

　間かん髪はつ入れず、舞華がだめ押しとばかりに話しはじめる。

「『影狩りシユレイド』である夜霧一族は、『影の使徒ハルデア』を封ふう印いんしたのちに、本家と分家に分かれたらしいの。舞華も昔話としてしか、聞いたことがないのだけど。その分家の名前が、確か『結野家』──」

『テンプレートデイズ』ぅ!?

　おいおいおい。なんつー変な設定付加してくれちゃってんだよ。

　やめてくんねーかなマジで!!

　おれはごく平へい凡ぼんな男子高生として、ただ美織と付き合えればそれでよくってだな……。

　……と、ポケットの中でスマホが振しん動どうをはじめた。

　取り出してみると、いつものＲＩＮＥではなく、電話が着信している。

　画面に表示された名前は──父さんじゃねーか。

　なんだよ、こんなタイミングで。

『もしもし、奏汰か？　久しぶりだな』

「まったくだな。いつ帰ってくんだよ？」

『ドバイ支店が軌き道どうに乗る頃ころだから……あと三年もすれば帰れると思うぞ』

「結構なげぇな！　それじゃあ高校三年間、まるまるティナと二人暮らしってことじゃねーか!!」

　なんというご都合設定。なんというテンプレイベントが発生しやすい状じよう況きよう。

　ほんとにびっくりするほど、『テンプレートデイズ』のやつは自分に都合がいいように、世界を改ざんしてきやがる。

　しかし、ティナとずっと二人暮らしとか……あの破は天てん荒こうプリンセスの猛もう攻こうに耐たえつつ、美織とフラグを立てるとか難易度高すぎな気が──。




『二人じゃないぞ？　だって今日からは、夜霧さんのとこの娘むすめさんも、一いつ緒しよに暮らすんだからな』




　────はい？

　何を言ってやがるんだ、この父親は。

「今、なんか言った？」

『ついさっき、夜霧さんから連れん絡らくをもらってな。舞華ちゃんって言ったかな？　とにかく、夜霧さんの娘さんが東北から出てきたんだとか。それで、我が家に居い候そうろうさせてほしいって言うもんだから、二つ返事でＯＫしたところだ。奏汰、くれぐれも粗そ相そうのないようにな』

「待て。待て待て！　なんであんたは毎度毎度、勝手にそういうことを決めるんだよ!?　っていうか、ほんとに夜霧一族とうちって繫つながりあったんだ！」

『実は夜霧家と結野家は、本家と分家に当たる立場で──』

「もう知ってるからいいよ、その設定は！　それより、誰だれでも彼でも居候として認めるのやめろよマジで。困るのはおれの方なんだぞ!?」

『海外では、ホームステイを受け入れるなんて、当たり前のことだぞ？』

「知らねーよ、そんなグローバルな視点！　そういうことじゃなくってだな、健全な男子高生と女子二人がひとつ屋根の下って状況に、少しは危機意識を持てって!!」

『父さんだって、お前が生まれる前は母さんとマミコと三人で暮らしてたぞ？』

「えっ……誰？　マミコって？」

『はっはっはっは』

　ガチャン。

　え、ちょっとなんでそこで切るの？　マミコって誰なの？

　唐とう突とつに明かされた父母の過去に、動どう揺ようを隠かくしきれないんだけど。

【新キャラが出てきたら、取りあえず一緒に住む……うんうん、まさにハーレムラノベの典型だね☆　さぁ、これから楽しくなるよぉ！】

　楽しくない、楽しくない。

　おれは痛む頭を押さえつつ、怒ど濤とうのように起こった展開を整理してみる。




　舞華は『影狩りシユレイド』って呼ばれる異能力者の一族で？

　結野家が同じ血族なもんだから、おれも異能力に覚かく醒せいして？

　最終的に、おれと舞華が同どう棲せいすることになったと……。




　何それ。伏ふく線せんも何もなかったのに、状況が一変しすぎだろ。

　これがラノベの二巻だとしたら、一巻とはなんだったのかと問い詰つめたくなるね！

「奏汰……それじゃあ、舞華は失礼するね」

　そうして、ぶつける先のない怒いかりに悶もん々もんとしていると。

　舞華がぺこりと頭を下げて、おれに背を向けようとしてきた。

「失礼するって……お前、どこに行くんだよ？」

「どこかで段ボールを調達して、公園で野宿するつもりだけど？」

「いやいや。それは危険すぎるだろ！　仮にもお前、女子高生なんだし」

「平気だよ。舞華は、『影狩りシユレイド』だから。普ふ通つうの女子高生なんかじゃ……ないから」

　天を仰あおいで、寂さびしげに目を細める舞華。

　だーかーら。それやめてって。すげぇいたたまれなくなるから。

　それに──いくら普通の人間とは異なる力を持ってるって言ったって、クラスメートが野宿しようとしてるのを、黙だまって見過ごせねぇよ。

　父親からも……不本意ながら、話をもらってるわけだしな。

　そんなわけで、おれはため息をつきつつ。

　仕方なく──言い放った。

「取りあえず舞華……おれんちに、来いよ」




　　　　◆　　◆　　◆




「……さて。どういうことか、具体的に説明してもらいましょうか？　奏汰さま」

　ピンク色のネグリジェを着た風ふ呂ろ上あがりのティナは、濡ぬれそぼった髪かみもそのままに、腰こしに手を当てておれを睨にらんでくる。

　頰ほおをぷっくりと膨ふくらませて、随ずい分ぶんと不満げな様子だ。

　まぁ、そりゃそうだよな。

　シャンプーを買いに行ったはずの許嫁いいなずけが、帰ってきたら違ちがう女を連れ込んでるんだもんな。そりゃあ不ふ機き嫌げんにもなるか。

　どう説明したものかと逡しゆん巡じゆんしながら、隣となりに座っている舞華を見る。

　出されたお茶に手もつけず、居い心地ごこち悪そうに縮こまっている舞華。

　そんな舞華を一いち瞥べつして、ティナはため息を漏もらした。

「おかしいと思ってたんですよね。シャンプーを買いに行ってから一時間近く、帰ってこないんですもの。帰ってきたら『浴室から恥はじらいつつ手を伸のばす女の子』を演出しようと思って、ずっと湯船につかって待っていたので、あやうく脱だつ水すい症しよう状じようですよ」

　そういう小細工みたいなことすんの、やめてくんない？

　出で掛かける前にバスタオル姿を見ただけで、結構心臓に悪かったんだからさ。

「……やっぱり、舞華は邪じや魔まな存在みたいだね」

　すっと立ち上がり、舞華は仰ぐように天てん井じようを見上げる。

　そして、自身の右手をグッと押さえて。

「分かってる。いいの。事実、舞華に近づくと危険だから。舞華は闇やみを滅めつする者。光の中を歩くことは……できないのだから」

　中二病全開なセリフを吐はいているが、割とほんとにそのとおりだから困る。

「むぅ……事情はよく分かりませんが」

　唇くちびるを尖とがらせたまま、ティナは洗面所へと姿を消した。

　そして、新しいタオルを持って帰ってきたかと思うと。

「取りあえず舞華さん、お風呂を使ってください」

　舞華にタオルを手て渡わたしつつ、言葉を続ける。

「何があったかは知りませんが、顔も服も泥どろだらけですよ？　同じ女の子として、そんな格好の舞華さんをそのまま帰らせるわけにはいきません。身だしなみは、女の子の命ですもの」

「アルゼクランさん……」

「ティナでいいですって。クラスメートなんですから」

　そう言ってティナは、はにかむように笑う。

　その様子に、ほっと胸を撫なで下ろすおれ。

　普ふ段だんは破天荒すっとこどっこいプリンセスだけど、なんだかんだで根は優やさしい奴やつなんだよな。ティナって。

「ありがとう、ティナ」

「いえいえ。ですけど、事情は後できちんと、聞かせてもらいますからね？」

「好き」

「えっ」

「どうしよう……舞華、ティナへの好きが止まらない……っ！」

　タオルでギュッと顔を覆おおい隠して、身をよじりながら声を上げる舞華。

　……何を言い出したんだ。このスーパーチョロインは。

「嬉うれしいの。土や血にまみれた舞華を見たら、誰もが怖こわがると思ってたから。見て見ぬふりをされて、独りぼっちになるばかりだと思ってたから。なのに、お……お風呂に入っていいだなんて……!!」

「や。わたしだって血まみれだったら、さすがに引きますけど。お風呂くらい普通に貸しますよ。そんな格好の女の子、無視できるわけないですもん」

「同どう性せい婚こんが合法なのは、オランダとか」

「はい？」

「舞華＝アルゼクランか……悪くない」

　こいつの頭の中身はどうなってやがるんだ。

　お風呂勧すすめられただけで、同性婚まで検討しはじめるとか。どんな辛つらい幼少期を過ごしてきたら、こんなチョロくなるんだよ。

「あー……えっと。わたしにはですね、奏汰さまという将来を誓ちかい合った方がいますので。申し訳ないのですが、お気持ちだけ受け取るということで……」

「奏汰とティナが結けつ婚こんするのなら、舞華はその子どもでもかまわない。二人に、愛してもらえるんだったら」

「ふむ……なるほど」

「説得されそうになってんじゃねぇぞ、ティナ！　ダメだダメ!!　同い年の子どもとか、明らかにおかしいだろ!!」

　あっぶねぇな！　黙ってたらあやうく、『ティナと結婚して、舞華が子どもになるルート』に突とつ入にゆうするところだぞ。どんなエンディングだよ。

「……はは。冗じよう談だんよ。驚おどろいた？　……なんだか目が痛いから、お風呂をいただいてくるね。洗い流してしまおう……この気持ちも、全部」

　セリフがいちいち重いわ！

　目元を拭ぬぐいながら風呂場の方へと走り去っていく舞華を見送って、おれとティナは顔を見合わせた。

「……舞華さんって、なんだか変わった方ですよね」

「その意見には同意だが、お前も五十歩百歩だぞ。ティナ」

「しかし、一体何があったのですか奏汰さま？　女の子があんなにボロボロになる状じよう況きようなんて、見当も……はっ!?」

　ティナが口元を押さえて、肩かたを震ふるわせる。

　そして、怯おびえる瞳ひとみでおれを見やって。

「まさか奏汰さま……わたしだけでは飽あき足らず、舞華さんにまで乱暴を……？」

「してねーよ！　なんだよ飽き足らずって。おれがいつ、お前にそんなことしたよ!?」

「そ……そんなの、恥ずかしくて言えませんよぉ。奏汰さまの……えっち」

「お前、それ絶対外でやるなよ!?　しゃれにならないっていうか、通報されたら一発でアウトだからな!!　日本社会はお前が思ってる以上に、冤えん罪ざいの発生率が高いんだぞ！」

「じゃあ教えてくださいよぉ。舞華さんに何があったのか。なんで奏汰さまと舞華さんが、一いつ緒しよに帰ってきたのか」

　ああ……もう。

　こうなったら全部説明するしかねぇな。

　そうでもしないと、おれが冤罪事件に巻き込まれて、もれなくゲームオーバーだ。







『影狩りシユレイド』『影の使徒ハルデア』『炎華の剣ヴアルレイド』。

『光次元』に『影次元』。

　口にするのも恥ずかしい中二病ワードを全開にして、おれは先ほど路地裏で起こった出来事を、ティナに語っていく。

　舞華が怪かい物ぶつたちと戦う使命を背負っていることも。

　そんな舞華と自分が遠とお縁えんの親しん戚せきで、おれにも異能の力が眠ねむっているらしいことも。

　そして──父親のせいで、舞華が我が家に居い候そうろうすることになったことも。

　包み隠かくさず、全すべて説明した。

「なるほど」

　おれが語り終わると同時に、ティナは小さく頷うなずいた。

「まさか舞華さんに、そのような秘密があったとは。わたし、びっくりです」

「……信じるのか？　こんな荒こう唐とう無む稽けいな話を」

　言っちゃなんだが、普通は妄もう想そうを疑うところだと思うぞ。

『テンプレートデイズ』に出会う前のおれなら、間ま違ちがいなく黄色い救急車を呼んでるな！

　しかしティナは柔にゆう和わな笑えみを浮うかべて、おれを澄すんだ目で見つめている。

「信じるに決まってるじゃないですか。奏汰さまは、つれないところは数あれど……噓うそ偽いつわりを言う人なんかじゃありません。フィアンセですもの。それくらい分かってますよ」

「ティナ……」

　まさかティナが、そんな風におれのことを思ってくれていたなんて。

　思わず胸がジーンと熱くなるのを感じる。

「舞華さんが一緒に住むというのも、まぁ複雑な気持ちではありますが……了りよう解かいしましたよ。さすがに、公園の段ボールハウスに女の子を放ほうり出すっていうのは、寝ね覚ざめが悪いですからね。あ……でもでもっ！　あんまり舞華さんと接近しすぎたらダメですからね？　あくまでも奏汰さまは、わたしのフィアンセなんですから」

　唇を尖らせつつそう言って、ティナは「えへへ」と笑った。

　そして照れ隠しなのか、ポンッと手を叩たたいて話を逸そらす。

「あ。ところで奏汰さま。先ほどの話ですと、奏汰さまも超ちよう常じよう的てきな力に目覚めたのですよね？　一体どんなお力なのですか？」

「ん？　うーん……」

　そういやおれの能力って、なんなんだろう？

　右手をかざしたら火球やらドラゴンやらが消失したけど、どういう仕組みでそうなったのかは、正直よく理解できていない。

　舞華の『炎ほのお』を操あやつる能力みたいな、分かりやすい感じじゃなさそうだよなぁ。

「アルゼクラン皇国にいる頃ころ、日本には数多くの能力者がいると聞いていました。ですが、いざ日本に来てみると、身近にそういう方が全然いなかったんですよね」

　いや、普ふ通つうは能力者とかいないからね？

「ですので、奏汰さまが異能力に目覚めてくださって嬉しいです！　感動です!!　どうか奏汰さま、その力とやらを発揮して見せてください。わたしもぜひ、日本文化の奥深さに触ふれてみたいです!!」

　いい加減、マンガやアニメと現実を混同するのをやめろよ。異能力は日本の二次元文化であって、三次元の文化じゃねぇ。

　とはいえ……。

　自分に秘められた力が一体どんなものなのか、気にならないわけじゃない。

　だってさ、おれだって男の子だもの。

　いくら非現実的なイベントが嫌いやだ嫌だとは言っても、やっぱり人にはない特別な力に目覚めたとなれば……中二心をくすぐられるじゃん？

　なんたって、ドラゴンを一いち撃げきで倒たおしたんだぜ？

　結構すさまじい力を秘めてたりするんじゃね？

「じゃあまぁ……ちょっと試ためしに、『力』を使ってみるか」

「やったぁ！　奏汰さま、格好いいです!!　わたし、なんだかドキドキしてきました！」

　パチパチと拍はく手しゆしながら、瞳を輝かがやかせているティナ。

　……なんか、すげぇテンション上がってきたぞ！

「もう少し離はなれてな、ティナ。この『封ふう印いんされし右手』を『解放』したら……何が起こるか、分かんねぇ。『暴走』でもしたら、困るからな」

　クールにそう言い放ち、おれはすぅっと深く息を吸い込んだ。

　そして両足を開き、ゆっくりと息を吐はき出すと。

　その『封印されし右手』を──まっすぐ前に、突つき出した。

　瞬しゆん間かん。

　カッと、光がおれの目の前で爆はぜたかと思うと────。




　──おれの右手は、バスタオルに身を包んだ舞華の胸を、摑つかんでいた。




「…………」

「…………」

「…………」

　おれもティナも、唐とう突とつに目の前に現れた舞華も、全員が言葉を失う。

　えっと……何この状況？

　なんで風ふ呂ろに入ってたはずの舞華がここにいて、しかもその胸におれが触さわってんの？

「奏汰……手をふにふに動かさないで。恥はずかしい……」

「うぉっとぉ!?」

　その言葉に弾はじかれるようにして、おれは舞華から飛び退のいた。

　や、柔やわらかかった……。

　──じゃなくって！

　おれは慌あわててスマホを取り出し、神様に助けを求める。

【おい、神様！　なんだよこれ!?　なんで異能力を使おうとしたら、ラッキースケベイベントが発生すんだよ!?】
















【試しに『力』を『解放』したからｗｗｗｗ　『封印されし右手』がｗｗｗｗｗｗ　『暴走』したんじゃないのｗｗｗｗｗｗｗｗｗ】

　卍きゅんぴょこ卍

　黒くろ髪かみツインテールの美少女が、眼帯をした右目を押さえて苦く悶もんしているスタンプ。

　……バリエーション豊富だね、きゅんぴょこシリーズ。

　おれは冷静に、スマホをソファ目め掛がけて放ほうり投げた。

　神様と数分前の自分を、殺してやりたい。マジで。

「奏汰……」

「ごめんなさいごめんなさい警察は勘かん弁べんしてくださいわざとじゃないんです」

　おれはジャンピング土下座を華か麗れいに決めると、恥はじも外聞も捨てて、額を床ゆかに擦こすりつける。

「ダメだよ、謝ったって……責任取って、もらわないと」

　はい、終わったー!!

　おれの監かん獄ごく生活はこれからだ！　奏汰くんの次回作に、ご期待ください!!

　そんな絶望感に浸ひたりつつ、おれはゆっくりと舞華を見上げた。

　それはもう、鬼おにのような形相を浮かべて……。

　────あれ？

　まだ乾かわききっていない髪から滴したたり落ちる水すい滴てき。風呂上がりだからか紅潮した頰ほお。

　胸むな元もとでバスタオルをギュッと握にぎったまま、こちらをまっすぐ見つめる潤うるんだ瞳。

　そんな艶つやっぽい佇たたずまいで──舞華は呟つぶやいた。

「…………結婚して。奏汰」

「はぁ!?」

「恥ずかしい格好を見られて、大事なところを触られたんだもの……結婚するしか、ないじゃない」

「そんな決まりはねぇよ!?　いっそ怒おこってくれよ！　ビンタでもなんでもしてくれよ!!」

「えーい！」

「あばばばばばばばっ!?」

　唐突に右方から叩き込まれる、すさまじいビンタの連打！

　結野くん、吹ふっ飛ばされたぁ!!

「って、なんでお前に殴なぐられなきゃいけねぇんだよティナ！　つーか何を使った!?　明らかに今、人間の速度を超ちよう越えつしてたぞ!?」

「アルゼクラン皇国の財力を駆く使しして開発した、『ビンタ百ひやく烈れつ拳けん』を使わせていただきましたが何か？」

「殺す気か！　舞華ならともかく、お前にやられる筋合いはないだろ!!　お前の胸を触ったわけじゃないんだからよぉ!?」

「──ても、いいですよ？」

「はい？」

「だから……触っても、いいですよ？」

「……はい？」

　ティナを見つめたまま、小首をかしげるおれ。

　そんなおれの視線が恥ずかしいのか、ティナは首まで真っ赤にする。

　そして俯うつむき加か減げんになりながら、おもむろにネグリジェの裾すそに手を掛けて──。

　──って、待て待て!!

　おれは慌ててティナの両りよう腕うでを摑んで、そのとんでも行動を制止させる。

「おまっ、何やってんだよ!?」

「……服の上からよりも、直接の方が、お好きかと思いまして……」

「何言ってんのお前!?　つーか顔から湯気出てんぞ!!　恥ずかしいんなら無理すんな！」

「あぅ……そりゃあ恥ずかしいですよぉ。お風呂場で奏汰さまに見られただけでも、気を失いそうだったんですから」

　そして、もじもじと身をよじりながら。

「でも……舞華さんとばっかりいちゃいちゃされるのは……もっと嫌です。だからわたしも、覚かく悟ごを決めて──っ!!」

「決めなくていい！　いちゃいちゃとかしてないから!!　悪いのはこの右手なんだよ、こいつめ！　こいつめ!!」

　おれはティナを羽は交がい締じめにしながら、自分の右手をべしべし叩く。

　なんだよ、この役立たずなクソ能力は！

　もう二度と使わねーからな!!

「奏汰。できるなら挙式は、教会がいい。舞華は『影狩りシユレイド』。こんな幸せを望んじゃいけないって分かってるけど……一生に一度だけ。ウェディングドレスを、着てみたいんだ」

「お前はいい加減、結けつ婚こんから離れろ！　しないから、結婚とか!!」

「……そう。そうだよね。分かってた。最初から。舞華が幸せになれる未来なんて、あるわけがないんだって。だけど、この胸に触れた感かん触しよくだけは……忘れないから」

「忘れちまえ、そんなもん！」

「あぅぅ、ずるいです！　舞華さんばっかり触ってもらって！　わたしだって、もっと奏汰さまにいっぱい触ってほしいんですっ!!」

「分かったから、お前は服を脱ぬごうとするな！　触ってやるから!!　頭くらいなら、いくらでも撫なでてやるから!!」







　それから一時間くらい、このわけの分からない騒そう動どうは続いた。

　はぁ……ティナだけでも、毎日大おお騒さわぎだったっていうのに。

　この超ちようチョロイン・舞華まで同居する羽目になって。




　おれのテンプレ生活は、ますます波乱の予感しかしねぇな。ほんと。








テンプレその２　ヒロインが増えたら、取りあえず海に出で掛かける









「ああ……眠ねむい」

　舞まい華かが我が家の居い候そうろうになった、翌日。

　おれは学校にたどり着くと、即そく座ざに自分の机へと突っ伏ぷした。

「そうくん、なんか疲つかれてるみたいだけど……大だい丈じよう夫ぶ？」

　斜ななめ前の席にちらっと顔を向けると、美み織おりが心配そうにこちらを覗のぞき込んでいる。

　なんて優やさしいんだ。なんなの、女め神がみなの？

　その優しさを抱だいて、溺でき死ししたい。

　……だけど。

「なんでもねーよ。心配してくれて、ありがとな」

「……そう？　なら、いいんだけど」

　釈しやく然ぜんとしない表情の美織に少し心が痛むが、ほんとのことなんて──言えねぇよ。

　まさかティナだけじゃなく、舞華まで一いつ緒しよに暮らす羽目になっただなんて。

　おれが一言発するたびに、舞華となんかフラグが立って。

　それに対たい抗こう意識を燃やしたティナが、めちゃくちゃなアプローチを仕掛けてきて。

　それで寝ね不ぶ足そくだなんて……言えるわけがねぇや。

　そうして心の中でため息をついていると、予よ鈴れいが鳴った。

「はいー。皆みなさんー、席についてくださいー」

　チャイムが鳴り終わるとほぼ同時に、青いスモックと黄色い帽ぼう子しを身につけた、ちょっと頭のおかしな小お山さ内ない先生が入ってくる。

　そして、パンパンと手を打ち鳴らすと、小山内先生はにっこりと微笑ほほえんだ。




「それではー。ホームルームの前にー。転校生を紹しよう介かいしますー」




　…………あん？

　おれは信じられない言葉を聞いて、机から顔を上げた。

　他ほかのクラスメートたちは、転校生と聞いてざわざわと沸わき立っている。

　お前ら……よくそんなに、『転校生』で盛り上がれるな。

　後ろを見ろ、後ろを！　舞華が昨日、来たばっかだろうが!!

【おおっ、転校生イベント再び発生だね奏そう汰たっち！　今度はどんな子が来るかな？】

　神様からも、テンション高めなメッセージが送られてくる。

　いやいや。取りあえず新キャラは転校生設定にしとこうという安直な発想を、まずやめろと言いたいね。『テンプレートデイズ』さんには。

「ねぇ、知って──」

「知らねぇな」

　食い気味に相手の言葉を遮さえぎって、スマホから視線を移す。

　そこには分厚いレンズをくいっと直している、モブ子の姿があった。

　どんなマンガやアニメにも一人は配置されているような、特にこれといった特とく徴ちようのないモブ系女子。

　そんなモブの化身・モブ子は、ニヤリと笑って話を再開する。

「新しく来る転校生も、夜や霧ぎりさんと同じで、東北出身の女の子らしいわ」

　東北出身なことより、また女子ってことの方が驚おどろきだわ。

　もうこのクラス、おれ以外の男子を受け入れる気ないだろ。

「……で？　それだけか？　モブ子にしては、なんだか情報量が少ないな」

「そうね。今回の転校生については、私もあまり詳くわしくないの」

　モブ子が残念そうに、眉まゆ尻じりを下げる。

　へぇ……なんか意外。

「お前にも分からないことなんて、あるんだな。まぁ、これまでが『殺し屋』だとか『闇やみを滅めつする者』だとか、個性的すぎて引くレベルの連中ばっかりだったし。普ふ通つうの転校生なんだったら、知らなくてもおかしく……」

「──普通じゃ、ないのかもしれない」

　おーっと。

　モブ子さんが、なんか変な方向にフラグを立てはじめたぞ？

「私の情じよう報ほう網もうをもってすれば、どんな人であろうと、多少なりとも情報が入ってくるものなのよ。それなのに今回は、出身地を除いて一いつ切さい不明……おかしいと思わない？」

「おれに言わせれば、その情報網とやらの存在の方がおかしいよ」

「結むすび野のくん……なんだか怖こわいわ。これから何か、この町で恐おそろしいことが起こるような……そんな予感がするの」

　おれはお前が怖いわ。

　そういう意味深な発言するの、やめてくんない？

　変なテンプレ展開が起こっちゃうから。マジで！

「では、どうぞー。入ってきてくださいー」

　小山内先生に促うながされるように、廊ろう下かにいた転校生が扉とびらを開ける。

　……落ち着け奏汰。

　確かにモブ子がやばそうなフラグを立てたけど、そう何度も何度も転校生ネタを中心に話を展開するわけがない。

『テンプレートデイズ』だって、少しは頭を使ってるはずだ。

「それではー。転校生をー、紹介しますー」

　教きよう壇だんの横に立った転校生が、にっこりと笑う。

　ボサボサの紫むらさき色いろの髪かみ。前髪が長すぎて目元を覆おおい気味なもんだから、表情は窺うかがいづらい。

　体格はひょろっとしていて、胸もお腹もぺったんこ状態。食事をきちんと摂とっているのか心配になるほどだ。

「同志……！」

　斜め前の席で、美織が目を輝かがやかせて呟つぶやいた。

　お前、マジで人を胸で判断してるだろ。まぁ、そんなコンプレックス持ちなところもかわい──。

　…………あれ、なんだろう？

　なんか、すっげぇデジャヴを感じるんだけど。

　そうして首をかしげていると、小山内先生が転校生の名前を──告げた。




「皆さんー。彼女が今日からクラスメートになる、犬いぬ巻まきさんですー」




　……さすがのおれも、これにはフリーズしたね。

　いや、入ってきたときからまさかとは思ってたけどさ。

　先生が名前を呼ぶまで、信じられなかったっていうか、信じたくなかったっていうか。

　だけど、今ので確信に変わったよ。

　こいつは、この転校生は──!!

「い、犬巻殺ころす代よさん!?　どうして、あなたがここに!?」

　机をバンッと叩たたいたかと思うと、モブ子が勢いよく立ち上がった。

　分厚いレンズのせいで窺い知れないが、きっと目は驚きに見開かれているのだろう。

　さすが、優ゆう秀しゆうなモブだな！　おれが期待したとおりの反応だよ!!

　さぁ、みんなも驚くんだ！

　転校してきて、すぐにまた転校して行った殺し屋が、再び舞まい戻もどってきたんだぞ!!

「殺代……？　自分は、そんな名前なんかじゃないのっ」

　しかし、犬巻さんは心からきょとんとしたような顔をして。

　かわいらしく小首をかしげつつ、チョークを手に取り、黒板にさらさらと文字を書き連ねていく。




『犬巻狩か留る魔ま』




「狩留魔。自分の名前は、犬巻狩留魔なのっ☆　ちょっと変わった名前ですけど、中身は普通のふーちゃんなのんっ！　あ、でもでも、ちょっとおっちょこちょいなところもあるかも……。みんな、迷めい惑わく掛かけたらごめんなのっ！　いぬぺろっ☆」

　などと、どこが普通なのか分からない自己紹介をして。

　犬巻さんは舌を出しつつ、こつんと自分の頭を小こ突づいた。

「ふむ……確かに犬巻さんによく似てますが、別人のようですね」

　ティナが口元に手を当てて、呟く。

「そうね。バストサイズはミリ単位で一いつ致ちしてるけど、なんか雰ふん囲い気き違ちがうもんね」

　美織もそれに賛同する。

　クラスメートたちもまた、「苗みよう字じが一緒なんて珍めずらしいね」「見た目もちょっと似てる気がする」「偶ぐう然ぜんってすごいねー」なんて言いはじめる始末。

　いやいやいや！

　みんな納なつ得とくするの早すぎだろ。もうちょっと違い和わ感かん持って!!

　ちょっと似てるってレベルじゃねぇだろ。髪の色が違うだけで、あとの見た目はまるっきり一緒じゃねーか！

　特に美織！　どうやってミリ単位の一致を見破ったかは知らないけど、そこまで同じ体格の人間がいるわけないだろ!!

　そうだよな、モブ子!?

「……そうよね。前の犬巻さんは転校しちゃったんだものね。帰ってくるわけがなかったわ。お騒さわがせしました」

　モブ子ぉ!?

　そんな普通に納得しないで！　おれを一人にしないで!!

「ううん、自分はへっちゃら平へい八はち郎ろうなのっ！　そんなに似てる人がいたなんて、びっくりなのん。ドッペルドッペルぅ☆」

　格ゲーの２Ｐカラーみたいな二代目犬巻さんが、頭のネジの外れた発言をする。

　……ぐっ。

　確かに言動だけを見ると、あの『殺し屋』犬巻さんとは似ても似つかない。

　だけど……ここまで見た目が一致してて、『犬巻』なんて珍しい苗字までかぶるなんてこと、ありえるのか？




　一体どういう展開なんだよ、これ？




　　　　◆　　◆　　◆




「ねぇねぇ、犬巻さん！　どこから引っ越こしてきたの？」

「東北の奥地なのっ。関東って、やっぱり暑いのん。暑がりなので、もう今にも溶とけちゃいそうなの～」

「へぇ、東北かぁ。やっぱり向こうって涼すずしいんだ？」

　昼休み。

　陽気で元気な今日の転校生・犬巻さんは、クラスの女子から大人気！

　机の周りを大勢の女子に取り囲まれて、質問攻ぜめを受けている。

「…………」

　一方、陰いん気きで怖そうな昨日の転校生・舞華は、クラスの女子からノー人気！

　隣となりの席にいる犬巻さんを取り囲む女子たちを横目に、一人で弁当を食っている。

　今日の転校生と昨日の転校生、どこで差がついたのか……性格、設定の違い。

　まぁ気持ちは分からんでもない。

　かたや社交性豊かな、明るい女の子。

　かたや社交性皆かい無むな、中二病の女の子。

　どっちと友達になりたいかと問われれば、誰だれでも前者を選ぶだろう。

　舞華がほんとに異能力を持っていて、異形の怪かい物ぶつたちと戦っているなんて、みんな思いもしないだろうし。知ったとしても、引くだろうし。

「……孤こ独どくには、慣れている。舞華は『影狩りシユレイド』だから」

　誰にともなく、舞華が呟く。

「ああ……それにしても、今日のご飯はしょっぱいな。塩を入れすぎたのかもしれない……本当に、しょっぱい」

　独り言なら、よそでやってくれねぇかな。いたたまれなくて仕方ないから。

「ぐすっ……舞華は『影狩りシユレイド』。愛なんて、求めちゃいけない……ぐすっ」

　そんなおれの思いとは裏腹に、ついには嗚お咽えつまで漏もらしはじめる舞華。

　こいつ、よくこんな豆とう腐ふみたいなメンタルで、これまで使命とかこなしてこれたな。

　あーあ。

　仕方ねぇな。おれが話し掛かけてやるしかないか。

　また妙みようなフラグが立ちそうなのは嫌いやだけど……さすがに放ほうっておけないし。

「おい、舞──」

「やっほー。夜霧さん」

　そのときだった。

　おれの言葉を遮さえぎって、一人の少女が舞華のそばに立ち、声を掛けたのは。

　それはさながら、静かな湖こ畔はんで小鳥がさえずるような、優やさしく澄すみ渡わたる声。

　こだまですか？

　いいえ、美織です。

「あ……天あま里さと、さん？」

「美織でいいよ。大体みんな、そう呼んでるから。あたしも、舞華って呼んじゃっていいかな？」

　明らかに狼ろう狽ばいする舞華を尻しり目めに、美織はにっと口を開けて笑った。

「昨日の自己紹しよう介かいのときさ、『関かかわらないで』とか『危険だから』とか言ってたけど。舞華は本当に、誰とも関わり合いにならないつもり？　そうくん以外」

　おれだけ例外扱あつかいなのね。

　まぁ昨日、あれだけ一いつ緒しよに大おお騒さわぎしてたしな……。

「……舞華は、使命を背負っている」

　明るい口調の美織とは正反対に、舞華は重々しい調子で語る。

「その使命は果てしなく長く、とても危険。舞華の近くにいれば、きっとそんな危険に巻き込んでしまう。下手したら、命さえ……落とすかもしれない」

　そして舞華は、おもむろに右みぎ腕うでを押さえた。

「だから、舞華には近づかないでほしいんだ。舞華は君に、長生きしてほしいから」

「ふーん。優しいんだね、舞華って」

「え……？」

　美織の反応が、予想外のものだったらしい。

　舞華は目を大きく見開いて、美織を見つめる。

「だってそうでしょ？　自分のことよりも、他人の命を心配するなんて。普ふ通つう、できることじゃないよ」

　だけどさ、と。

　美織は言葉を続ける。

「そうやって自分のことを犠ぎ牲せいにしてたら、舞華が幸せになれないんじゃない？　そんなの、寂さびしすぎるよ。だから……みんなで仲良くやろうよ、舞華。あんまり痛いキャラ設定は、やめといてさ」

　キャラ設定って。

　美織の奴やつ、完全に中二病妄もう想そうだと思ってるな。舞華の発言全ぜん般ぱんを。

　当たり前っちゃ当たり前だし、別にいいんだけど。

　そんなことより──この言葉に対して、どう出る舞華？

「……ありがとう、美織」

　そうだ、舞華その調子だ！　友達を作る絶好のチャンスだぞ、頑がん張ばれ!!




「────舞華を、抱だいて」




　はい。

　解散、解散ー。

「え？　えっえっ!?　だ、抱くって、どういう……」

「美織は舞華の幸せを願ってくれた。舞華のことを……愛してくれた。嬉うれしい。胸がときめいて止まらないの……このままじゃ、死んでしまいそう」

　よし、病院行こうぜ。

　見てもらうのは頭の方な。

「だから、舞華を抱いて？　舞華をもっと愛して？　お願い……美織への好きが、止まらないの……っ！　この思いを、止められないの!!」

「ひっ!?」

　美織の肩かたをガシッと摑つかんだかと思うと、舞華はその身体からだを抱き寄せる。

　あら～。あらら～。

　……百合ゆり好きの皆みなさん、ご満足いただけましたでしょうか？

　おれは舞華が鬼き気き迫せまりすぎてて、割と引いてるけど。

「あ、あのね。舞華」

「美織、あったかい……このまま舞華を、愛してくれる？」

「あ、い、いや……舞華のことは嫌きらいじゃないんだけどね？　ただ、あたしにはそういう趣しゆ味みは……」
















「…………そう」

　美織の戸と惑まどいを感じ取ったのか、舞華は急速にトーンダウンする。

　そして、ゆっくりと美織の身体から離はなれ──寂さびしげに微笑ほほえんだ。

「冗じよう談だんよ。驚おどろいた？　女の子同士なんだから、そんなことするわけないじゃない。美織にだって、きっと好きな男の子くらい、いるんだろうし」

　そして舞華は、虚こ空くうへと視線を泳がせて。

「……もしも、舞華が男なら。美織は舞華を、愛してくれたのかな……？」

　だーかーら。

　そういう意味もなく情感の籠こもった発言するの、やめろって。

　この喋しやべっただけでフラグが乱立する超ちようチョロイン、なんとかしてほしい。

　ほら、美織だってお前の意味不明な言動に困って──。

「……す。好きな男の子。なんて。あたしは、そんな……」

　あれ？

　なんか美織が、おれの思ってたのと違ちがうポイントに反応してる。

　しかも顔を真っ赤にして、身体をもじもじとさせて。

　何、この反応。ひょっとして、美織の奴──。

「……トイレでも、我が慢まんしてるのか……？」

【一回死ねば？】

　おれが誰にも聞こえないくらいの声で呟つぶやいたのと同時に、神様から罵ば倒とうメッセージが届いた。

【なんだよ？　唐とう突とつに暴言吐はきやがって。また誤ご爆ばくとか言って、ごまかすつもりか？】

【訂てい正せい　[image: →]　一回死ね】

【余計悪化してるじゃねーか！】

【再訂正　[image: →]　おめぇ、ここ、おかしいんじゃねえか？】

　くるくる◎きゅんぴょこ！

　こめかみに指を当て、人を見下したような瞳ひとみをしている、黒くろ髪かみツインテール美少女。

　煽あおりのパターン多すぎるだろ、そのスタンプ。

　この神様、相変わらず美織との仲を応おう援えんする気がねぇな。

　美織は美織で、おれのことをただの幼なじみとしか思ってないし。

　鈍どん感かんで困るぜ。まったく。

「……ふっふふー。好きな男子の話ですか？」

　そうして辟へき易えきしているおれの頭を、ますます痛くする声が聞こえてきた。

　青みがかった銀ぎん髪ぱつを揺ゆらして、その問題児は美織と舞華の間に割って入ってくる。

「これが日本の文化、『がーるずとーく』というやつですね！　知ってますよ。みんなで好きな男子の話をしていると、たまたま近くにいた意中の彼に聞かれてしまって、きゃっどうしましょう!?　……的なイベントのことですよね」

「ティナ……あんたまた、変な勘かん違ちがいしてるわよね。別に意中の彼に聞かれるところまでが、ガールズトークなわけじゃあ──」

「ちなみにわたしが好きなのは、結野奏汰さまです……って、あ！　そ、奏汰さま!?　いつからそこに？」

「……最初からいましたが、何か？」

「ひょっとして今の話、聞いてました？」

「ちょうど素数を数えてたから、聞いてなかったな」

「『わたしが好きなのは奏汰さまです』と申し上げたのですが、今度は聞こえましたでしょうか？」

「『わたがしが好きなのはソーダ水です』……だと？」

「むぅ！　あくまで聞こえないふりをするのですね、ひどいです!!　こうなったら意地でも聞かせて──」

「舞華も、奏汰が好き」

　唐突にぶち込まれる爆ばく弾だん。

　ティナと美織の眉み間けんが、ぴくりと動いたのが見えた。

「……舞華さん。あなた、先ほどまで美織さんのことを好きとか言ってませんでした？」

「美織もティナも好き。でも奏汰のことは、もっと好き」

　象さんか、おれは。

「奏汰への好きは、やっぱり特別なの。だって……」

　舞華は顔を赤らめつつ、おれの方をちらりと見た。

　そして、自分の身体をギュッと抱きしめて。

「あられもない姿を見られ、この胸に触ふれられたのだもの。この気持ちを、止めることなんてできない……っ！」

「舞華あああああああああ!?」

　なんでそういうこと、ここで言うかなぁ!?

　あれは事故だって、昨日散々説明したよね!?

「そ、そんなの、わたしだって！　奏汰さまは舞華さんにいやらしいことをしたあと、わたしの服を無理やり脱ぬがせて、胸を触さわろうとしました!!」

「よりにもよって、このタイミングで事実を捏ねつ造ぞうしてんじゃねぇぞ!?　舞華はともかく、お前は自主的にやろうとしたんだろうがよ!!」

「へぇ……じゃあ舞華には、本当にいやらしいこと、したんだ……？」

　底冷えするような声で、美織が呟いた。

　おそるおそる美織の方を向くと、その瞳からは完全に光が失われている。

「み、美織。違う！　これには深いわけが……」

「どんなわけがあったら、あられもない姿の舞華の胸を触るっていうのよ!?」

「舞華が奏汰の家でお風ふ呂ろに入っていたら、急に奏汰が──」

「そうくんの家で、お風呂ぉ!?」

　もう黙だまってくれねぇかな、舞華さん。

「わたしから説明しましょう。美織さん」

「ティナ、お前はいい！　おれが説明する!!」

「そうくん、うるさい」

　ええ……。

　美織にばっさり切り捨てられたおれは、しぶしぶティナに説明をゆだねる。

　頼たのむぞ、ティナ。説明責任を、きちんと果たしてくれ……っ！

「簡単に説明すると、奏汰さまが舞華さんを我が家に連れ込んで、同居することになったんですよね。そしてお風呂に入ってもらっていたら、なぜか胸を触った……と」

「うん。はしょりすぎだね。おかしいよね」

　お前、国語の要約問題とか苦手な奴だろ。

「同居ぉ!?　ティナに続いて、舞華まで家に連れ込んで。しかもいやらしいことをするとか……お父さんとお母さんがいないからって、好き放題ね！　そうくんの変態!!」

「待て待て！　ティナも舞華も、おれが連れ込んだわけじゃなくてだな。やむにやまれぬ事情が……」

「揉もむに揉まれぬ事情って何よ!?」

「こっちが聞きてぇよ！　一回耳じ鼻び科かに行ってこい、お前は!!」

「揉むに揉めないのが美織さんですよね」

「ティナ、お前はもう口を挟はさむんじゃねぇ!!」




　こうして。

　今日も『テンプレートデイズ』のおかげで、美織には絶賛勘違いされる始末。

　おれの人生は一体、どこへ向かって進んでいくのだろう……。
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　学校から帰宅すると、おれは自室のベッドに横たわり、ぐったりとしていた。

　昨日はあんなにいい雰ふん囲い気きになっていたのに、舞華との同居がバレたおかげで、美織は大層ご立腹な様子だった。

　まぁ当たり前か。端はたから見れば、家族がいないのをいいことに、どんどん女を連れ込んでるロクでなしなわけだからな。

　あーあ。マジでやってらんねぇ。

「奏汰さまー。夕ご飯ができましたよぉ」

　コンコンと部屋をノックして、ティナが声を掛かけてくる。

　取りあえず、考えるのは後にするか。腹が減っては戦いくさはできぬって言うし。

　ゆっくりと立ち上がり、おれは階段を降りて、リビングへ向かう。

「あ。奏汰」

　リビングには既すでに、舞華の姿があった。

　上はＶネックのノースリーブ。下は黒タイツにホットパンツを着用。

　なんというか……目のやり場に困る格好だな。

　なんだか気まずくて、視線をソファの方に移す。

　するとそこには、至るところにふせんの貼はられた、見覚えのあるマンガがあった。

「ああ……これか」

　おれはげんなりとしながら、そのマンガ──『健けん太たくんの純情な愛情』を手に取る。

　これはティナがふせんを貼りつつ、おれへのアプローチの参考にしている愛書。

　ティナが起こすはちゃめちゃ騒そう動どうの、諸悪の根源とも言える悪書だ。

　試ためしにページをめくってみる。




『け……健太くん!?　その女の人は、誰だれなの!?　どうして肩かたを組んでるの!!』

『道みち端ばたで倒たおれていたところを助けた。介かい抱ほうした女を自分のものにするのは……当然の権利だろ？』

『私の立場はどうなるの!?』

『安心しろ。一人だろうと二人だろうと、俺は一向にかまわねぇ』


　●ほう……道端で倒れていると、そんなラブロマンスが発生するのですね！




わたしも試しに、奏汰さまに介抱されてみましょう。ドキドキ!!






『け、健太くん！　どうして私を、冷蔵庫の中に閉じ込めるの!?』

『お前をアイスクリームにしてやろうと思ってな』

『え……それって、私を食べたいってこと……？　そんな、私、まだ心の準備が……!!』


　●自分がアイスクリームになる！　なるほど、そういうのもあるのですね!!




ちょっとアレンジして、『冷やし中ちゆう華か』にするとオリジナリティが出るかも？






　思い切りよく、おれはそのクソマンガを壁かべに投げつけた。

　相変わらずのタイトル詐さ欺ぎだな！　純情な愛情を持ってる奴やつが、彼女を冷蔵庫に閉じ込めてたまるか!!　よい子のみんなは絶対真似まねすんなよ、死んじゃうからな！

　主人公は主人公で、「私を食べたいってこと……？」とか、発想がおかしいだろ！　とっとと警察呼べ!!

　こんなマンガがあるから、ティナの奴が勘違いして変なアプローチばっかしてくんだよ。実際、昨日あいつがやらかした行動、全部これを参考にしてるじゃねぇか。

　禁書にしろ、禁書に。

　どうせこんな破は綻たんしたマンガ、読んでる奴なんて他ほかに……。

「奏汰。『健太くんの純情な愛情』を、乱暴に扱あつかわないで」

　床ゆかに落ちたクソマンガを取り上げて、舞華がつり目気味の瞳で睨にらんでくる。

「舞華の大好きなマンガを投げるなんて、許せない」

「え……舞華、ひょっとしてそれのファンなの？」

「最新の八十七巻まで、全部持ってるくらいには」

　八十七巻!?

　そんなロングセラーマンガなの!?　どの層の心に突つき刺ささってんの、これ。

「健太くんがときおり見せる純情さが、すごく好き。普ふ段だんは主人公の亜あ里り奈なちゃんに、ひどいことばっかりしてるけど……十巻に一回くらい、健太くんがデレる話が挿そう入にゆうされるの。そのギャップが、たまらない」

　少ねぇなデレる話！

　大半はふせんにあるような、狂くるった行動を取り続けてるのか健太くん……おれは絶対に読まないからな。

「おや？　二人で何を盛り上がっているのですか？」

　そうこうしているうちに、ティナがキッチンから皿を運んできた。

　おいしそうな匂においが、おれの鼻び腔こうをくすぐる。

「今日の夕飯は、麻マー婆ボー豆どう腐ふか」

「いえす。ピリ辛からにしてますけど、奏汰さまも舞華さんも、辛いのは大だい丈じよう夫ぶでした？」

「ああ」

「嬉うれしい……舞華にご飯を作ってくれるなんて……っ！　舞華は『影狩りシユレイド』なのに！　普ふ通つうの人間じゃないのに!!」

　麻婆豆腐を見ると同時に、滂ぼう沱だの涙なみだを流しはじめる舞華。

　こいつ、ティナが本気でご馳ち走そうを作ったりなんかしたら、昇しよう天てんしそうな勢いだな。

　そんなことを思いつつ、おれは食しよく卓たくの椅い子すに手を掛ける。




「きゃああああああああ!?」




　──まさにその瞬しゆん間かんだった。

　隣となりの家から、美織の絶ぜつ叫きようが聞こえてきたのは。

「──行ってくる」

　美織の叫さけび声に対して、真っ先に反応したのは舞華だった。

「お、おい！　行くってどこに……」

　おれの言葉も聞かず、舞華は走り出す。

　いつの間に着き替がえたのか、洋服から巫女みこ装しよう束ぞくに装よそおいを変えて、舞華は階段を駆かけ上がっていく。

　巫女装束？

　……ってことは、ひょっとして。

「舞華！　まさか、『影の使徒ハルデア』なのか!?」

「……おそらく」

　おれの部屋の扉とびらを蹴け破やぶり、舞華は窓の前に立つと、カーテンを開け放った。

　そして、ベランダの先にある美織の部屋を見み据すえて、右みぎ腕うでを天高くかざす。

　刹せつ那な。深しん紅くの炎ほのおが蛇へびのように、右腕を取り囲んでいき──。

　やがて手の中に、一本の炎の大たい剣けんが現れた。

「──『炎華の剣ヴアルレイド』」

　異能の剣の名を呼んで、舞華は迷うことなくそれを振ふり下ろした。

　炎の一いつ閃せんが、おれと美織の部屋の窓を叩たたき壊こわす。

　──ねぇ。おれの部屋の窓、割る必要あった？　普通に開ければよくね？

「わぁ！　すごいです、さすがは日本文化の真骨頂『異能力』！」

　釈しやく然ぜんとしない思いを抱いだくおれの隣で、遅おくれてやってきたティナが歓かん喜きの声を上げる。

　だから、異能力は別に日本文化関係ないって。

　ったく……相変わらずティナは、のんきだな。

　これからおれたちは──非日常に足を踏ふみ入れて。

　常識外れな怪かい物ぶつと、対たい峙じしなきゃいけないっていうのに。
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　ぶち破った窓から、美織の部屋に飛び込むと。

　そこにはやはりというか──異形の怪物が鎮ちん座ざしていた。

「そ……そうくん！　ティナ、舞華！」

　正直、その光景におれは目を疑ったね。

　今回の『影の使徒ハルデア』は、巨きよ大だいなタコのような怪物。

　タコとくれば、ぬるぬるとした無数の触しよく手しゆ。

　触手とくれば当然、美織を縛しばり上げる。

　そんなテンプレに従って……。

　美織は現在、絶賛タコ怪物の触手に捕つかまって、天高く持ち上げられていた。

　なんつーテンプレぶっ込んで来てんだよ、『テンプレートデイズ』！

【うっひょおおおおおおおお！　奏汰っち、触手プレイですよ触手プレイ!!　たまらんですなぁ～[image: ]】

　おっさんか、お前は！

　こいつは役に立たない。

　そう判断したおれは、無言でスマホをポケットにしまう。

　そして──タコ怪物に持ち上げられている美織へと、視線を戻もどした。

「うぅ……そうくん、気持ち悪いよぉ。助けてぇ……」

　ぬめぬめとした触手で頰ほおを撫なでられ、顔を赤くして嬌きよう声せいを上げる美織。

　……あれ、なんだろうこの気持ち？

　美織の大ピンチだっていうのに、胸のキュンキュン、止まらないよ？

「奏汰さま、奏汰さま」

　そんな不ふ謹きん慎しんなことを考えていると、ティナにポンポンと肩を叩かれた。

「なんだよ、ティ──うぉ!?」

　振り向くとそこには──身体からだ中じゆうを包帯でぐるぐる巻きにした、ティナの姿があった。

　目も口も包帯で包み込んでるもんだから、表情すら窺うかがい知ることができない。

「どうも奏汰さまは縛られているのがお好きなようでしたので、実じつ践せんしてみました。どうですか、かわいいですか？」

「怖こえぇよ、ミイラかお前は！」

「むぅ……美織さんには反応してたくせに、わたしにはつれない態度ですね。やはり包帯じゃなく、ぬめっとしたものの方がよかったですかね。わかめとか」

「生なま臭ぐさいわ！　昨日のアイスクリームの件といい、食べ物で遊ぼうという発想をまずやめろ!!」

「遊びじゃないです！　わたしは真しん剣けんに、奏汰さまに喜んでいただきたいと思ってですね──」

「ちょっと、あんたたち！　なんであたしそっちのけでケンカしてんのよ!!」

　あ、やべっ。

　ティナのペースに吞のまれて、完全に気が逸それてた。

　おれはもう一度、美織の方へと顔を向け直す。

　そこには、タコ怪物の触手で頰やら頭やらをぺたぺた触さわられ、変な粘ねん液えきにまみれている美織の姿が。
















　……うん。ぬめぬめしてても、美織はかわいいな。

　かわいい女の子は、ぬめっててもかわいい。

　これってトリビアになりませんか？

「奏汰。ティナ。真ま面じ目めにやらないなら、下がってて」

　そんな、相変わらずなやり取りをしているおれたちを押しのけて、舞華が怪物の前に立ちはだかった。

　両手に握にぎり締しめたるは、炎の大剣『炎華の剣ヴアルレイド』。

「貴様、『影狩りシユレイド』か？」

　タコの怪物が、やたらと流りゆう暢ちような日本語で話す。

　ドラゴンは片言だったのに。

　見た目に反して、こっちの方が高位な怪物なのかもしれない。

「いかにも。『戦場に咲さく絶ぜつ炎えんの華はな』と言えば、名は通っているだろう？」

「『戦場に咲く絶炎の華』……だと!?　貴様があの、高名な『影狩りシユレイド』だと言うのか！」

　うわっ、何その恥はずかしい二つ名。

　間ま違ちがってもクラスでは、その名前出すなよ？

　ただでさえ少ない友達が、ますますいなくなっちまうからな。

「くくく……面おも白しろい。我らが宿敵、『戦場に咲く絶炎の華』と戦えるとは、光栄だよ。それで？　その後ろにいる男は、何者だ？」

「は？　おれ？」

　突とつ然ぜんのご指名に、おれはぽかんと口を開ける。

「貴様からも感じるぞ……『影狩りシユレイド』の波動を。さぁ、名を名乗れ。ちなみに我が名は『イカキング』だ」

「だっせぇ！　っていうかお前、どう見てもイカじゃなくてタコだろ!!」

「我が名を侮ぶ辱じよくするとは、いい度胸だな。その気き概がいだけは褒ほめてやろう。それで？　貴様の名はなんだ？」

「む……結野奏汰、だけど？」

「結野……奏汰だと!?　ま、まさか貴様が──!!」

　えっ。

　なんか『戦場に咲く絶炎の華』より食いつきがいいんですけど。

「状じよう況きようが変わった……『戦場に咲く絶炎の華』、貴様は後回しだ。まずは結野奏汰。貴様から血祭りに上げてくれる!!」

「だからなんでだよ!?」

　この間のドラゴンといい、このタコといい、なんでおれの命を優先的に狙ねらってくるの？

　テンプレはおれに、死ねって言ってるの？

「奏汰を、やらせはしない」

　絶望感に浸ひたるおれの前に、舞華が一歩踏み出した。

　そして、灼しやく熱ねつの炎のような瞳ひとみで、怪物をまっすぐに見据えて。

「すべての『影の使徒ハルデア』を狩かる……その使命を背負って、舞華はこの町に来た。例外はない。この『炎華の剣ヴアルレイド』で、塵ちりひとつ残さず燃やし尽つくす!!」

　おおっ！

　普ふ段だんはチョロくて豆とう腐ふメンタルでどうしようもない舞華だけど、やっぱり戦せん闘とうになると頼たよりになるな！　見直したぜ!!

　頼たのんだぞ、舞華。

　その圧あつ倒とう的な力でタコ野や郎ろうを倒たおして、美織を助け出してく──。




「すとーっぷっ!!」




　そのときだった。

　包帯をほどき終えた我が家の破は天てん荒こうプリンセスが、唐とう突とつに声を上げたのは。

「……ティナ？　どうしたの？」

　舞華が剣を携たずさえたまま、怪け訝げんな顔でティナを見る。

　なんでこんな微び妙みようなタイミングで、こいつは横やり入れてきてんだ。

　割と嫌いやな予感しかしないんだけど……。

「さっきから奏汰さまと舞華さん、仲良さそうです。なんだか同じ異能力者同士、分かり合ってる感が出ていて、羨うらやましいです！　嫉しつ妬とです!!」

「あほか、お前は！　んなこと言ってる場合か!?　見ろ、美織を！　触手でぬるぬるになってんだぞ!?」

「うぇぇ……気持ち悪いよぉ……」

　全身を触手で撫で回されて、寸分の隙すきもないほどべとべとになっている美織。

　くそっ、なんてひどいことしやがる！

　あまりにひどすぎて、ついガン見しちまうぜ!!

「と、とにかく！　美織を一刻も早く、助けなきゃいけねぇんだよ!!　異能のないティナは、取りあえず下がってろって！」

「……ふっふふー」

「な、なんだよ？」

「異能があれば、よいのですよね？」

　は？

　何を言ってやがるんだ、このおバカ皇女は。

　呆ぼう然ぜんとするおれのそばで、ティナは天高く右手をかかげた。




　────すると。

　その右手の先から……唐突に黒い炎ほのおが出現した！




「何それ!?　お前、なんでそんなことができんの!?」

「ふっふふー。お二人ばかり異能を持っているのは、なんだかずるいと思いまして。アルゼクラン皇国の財力を駆く使しして、わたしも異能の武器を作っていただいたのです」

「また無む駄だなことに財力を駆使したな、お前！」

「無駄かどうかは……わたしの『力』を見てから判断してください!!」

　ティナの右みぎ腕うでを這はい回る黒こく炎えんが、右手の中に集まっていく。

　そして現れたるは──一本の黒い剣けん。

「これこそが、わたしの異能力『皇姫の剣アルゼレイド』ですっ！　昨晩、舞華さんにせがんで見せていただいた『炎華の剣ヴアルレイド』を模して、アルゼクラン皇国の皆みなさんに作ってもらいました。どうですか、すごいですか？」

　いや、確かにすごいけどさ。アルゼクラン皇国の技術力が。

　驚おどろくやら呆あきれるやらな気持ちで、おれは『皇姫の剣アルゼレイド』とやらをじっと見る。

　その剣は、舞華の持つ『炎華の剣ヴアルレイド』と色こそ異なるが、形状は酷こく似じしている。

　ってことは、ひょっとして……舞華並の力を発揮することができるのか!?

「うっ……意外と重いですね、これ。よいしょっと」

　ぐさっ。

　美織の部屋の床ゆかに剣を突つき立てて、ティナはふぅと息をつく。

「お前、ぜんっぜん扱あつかいきれてないじゃねーか！　もういいよ、舞華に任せて下がってろよマジで!!」

「まぁまぁ。確かに舞華さんのように剣を振ふるうことはできませんでしたが、この状態でも異能を発現することはできますので。ご安心を」

　ドヤ顔でそう言うと、ティナは『皇姫の剣アルゼレイド』の柄つかをギュッと握った。

　そして「はあああ……」と気合を籠こめていく。

　すると──黒炎が『皇姫の剣アルゼレイド』の周囲を、ぐるぐると這い回っていく。

「おおっ！　その纏まとった炎を放出して、あのタコを攻こう撃げきするんだな!!　すげぇじゃん、『皇姫の剣アルゼレイド』！」

「奏汰さま。残念ながら、それは無理です」

「は？」

「ご覧の『皇姫の剣アルゼレイド』は、現在開発中の試作品なんです。完成さえすれば、邪じや王おうのごとき黒こく龍りゆうを放って、敵を炎殺することができるのですが……」

「何その、どっかで聞いたような能力……で？　試作品だと、どこまで力を発揮できるんだ？」

「ここまでです」

「はい？」

「ですから、これ以上は無理なんですって。剣の周りに黒炎を纏まとわせて、なんかすごそうに見えるというのが、現状の『皇姫の剣アルゼレイド』の限界です」

「それ、なんか意味ある？」

「見た感じ、格好いいです」

「今すぐ後ろに下がれえええええええええ!!」

　絶ぜつ叫きようして、足元に落ちてたスリッパでティナの頭をはたく。

　貴重な時間を無駄にしやがって！

　見ろよ、美織がピンチなんだぞ!?

「ティナぁ……後で覚えてなさいよぉ……あぅ」

　美織の太ももや二の腕あたりを、ぷにぷにと触っている触しよく手しゆ。

　それがくすぐったいのか、美織はぷるぷると身を震ふるわせながら、吐と息いきを漏もらしている。

　ちくしょう、なんてひどいことしやがる！

　美織、もしよかったら写メ撮とってもいいかな!?

「……ティナ。そろそろ、動いてもいい？」

　律りち儀ぎにティナの指示に従って待機していた舞華が、ぽつりと呟つぶやいた。

　生き真ま面じ目めすぎるだろ！　いいよ、あのおバカさんの妄もう言げんなんて無視して!!

「ティナの言うことはいいから、今すぐ美織を助けてくれ！　舞華!!」

「任せて。美織は……舞華が、必ず助ける！」

　その瞬しゆん間かん。

　一いち陣じんの風が、おれの横を吹ふき抜ぬけた。

　そして──タコの脚あしが一本、ドサッと降ってくる。

「ぐっ……!?　いつの間に、我の脚を……!!」

「舞華を誰だれだと思っている？　『戦場に咲く絶炎の華』の名は、伊達だてじゃない」

　普段の舞華からは想像もできないほど、冷れい徹てつな瞳で怪かい物ぶつを見つめて。

　舞華は『炎華の剣ヴアルレイド』を、正面に構えた。

　その瞬間、剣を取り囲んで渦うずを巻く紅ぐ蓮れんの炎。

　これは──昨日、ドラゴンを倒した舞華の必殺技わざ！

　一いち撃げきで決めるつもりだな、舞華!!

「くくく……そんな大技を使っても、いいのか？」

「なんだと？」

　嘲ちよう笑しようするようにそう言うと、タコの怪物は触手で縛しばり上げた美織を、舞華の目の前へと運んでくる。

「確かに、その技を使えば我を倒すことはできるだろう。だが、この少女も巻き添ぞえだ」

「……くっ。汚きたないぞ！」

「誰か……助け、て……」

　絞しぼり出すような美織の声。

　そんな美織を見やって、舞華は唇くちびるを嚙かみ締しめ──瞳を潤うるませる。

「……やはり、舞華は誰とも関かかわってはいけなかったんだ。美織たちの優やさしさに、いつの間にか甘えてしまっていた……愛されたいと、願ってしまっていた！　犬巻さんの真似まねをして、部屋で『まいぺろっ☆』とかやってごめんなさい！　奏汰やティナや美織のイラストを描かいて、壁かべに貼はってうっとり眺ながめてごめんなさい!!」

「いいよ言わなくて！　聞いてるおれらの方が恥はずかしいわ!!」

　カタンッ。

　あ、『炎華の剣ヴアルレイド』落としやがった。

「そうだよね、恥ずかしいよね。舞華は、舞華は恥ずかしい女なんだよね……」

　そのまま地面に突っ伏ぷすと、舞華はさめざめと泣きはじめる。

　マジかよ、こいつ……。

　豆腐どころか、小麦粉みたいなメンタルしてんな。吹いたら飛び散りそう。

「奏汰さま。やはりここは、わたしの『皇姫の剣アルゼレイド』で」

「なんで自信満々にそういうこと言えるかなぁ!?　お前はこのバトル展開にはついてこれないんだから、おとなしくしてろ！」

「えへへ……なんだかナイトな奏汰さまに護まもられるお姫ひめ様みたいで、照れちゃいますね」

「好意的に解かい釈しやくしすぎだろ！　役立たずは邪じや魔ますんなって言ってんだよ、おれは!!」

　この強きよう[image: 靭]じんなメンタリティの何割かでいいから、舞華に分けてあげてほしい。ほんとに。

　と、いうわけで。

　美織はまだ捕つかまったままだというのに、肝かん心じんの舞華は戦せん闘とう不能に陥おちいり。

　ティナは戦闘上、一いつ切さい役に立たない。

　……あれ？　これ、詰つんでない？

「では、わたしの愛いとしのナイト様？　どうか、この窮きゆう地ちを脱だつする活かつ躍やくをお見せください」

「お前、まだそのネタ引っ張るのかよ……っていうか、おれに何を期待してんだよ」

「ふっふふー。それはもちろん、奏汰さまの『異能力』ですっ！」

　そのとき……奏汰に、電流走る……っ！

「そうか。おれも舞華と同じ、異能力者なんだっけか……」

　言われるまで完全に忘れてたわ、そんなクソ設定。

　そうだよ。

　不本意ながら、この間のドラゴンとの戦いを通じて、おれは異能力に目覚めてるんだ。

　その力の全容は未いまだ不明……っていうか、唐突に舞華を召しよう喚かんしてラッキースケベイベントを引き起こした、どうしようもない能力という認にん識しきしかないんだが。

「さぁ、結野奏汰。まずは貴様から、死んでもらおうか」

　タコの怪物が美織を捕とらえたまま、当たり前のようにおれに向かってくる。

　くそっ。こんな信しん頼らい性せいに欠ける能力、使いたくなんかさらさらないけど。

　美織を助けるために。

　ティナや舞華を護るために。

　おれは──この右手に、すべてを賭かける！

「死ねぇぇ！　結野奏汰ぁぁぁぁぁぁ!!」

「そうは……させるかよぉぉぉぉぉぉ!!」

　鞭むちのようにしなる触手が、おれを目め掛がけて振り下ろされる。

　その触手に向かって、おれは右手をまっすぐに突き出した！




　────瞬間。

　右手を中心として、太陽が落ちてきたかのような光が、辺り一帯を包みこんだ。




　その眩まぶしさに、おれは思わず目を瞑つぶる。

　右手に何かが触ふれる。あの化けダコの触手か？

　意外と威い力りよくがねぇな。どうした？　おれの迫はく力りよくに、びびったのか？

「へっ。思ってた以上に、大したことねぇな」

　拍ひよう子し抜ぬけするような敵の攻撃に、おれは少し強気な言動に出る。

「弾だん力りよくもねぇじゃん、これ。そんなんじゃ、いくら振りかざしたところで迫力も何もないぜ？　お飾かざりか、お前のそれはよぉ!!」

「…………」

「なんだよ、言い返せないのか？　それじゃあ今度は、こっちの番だぜ！」

　すべては美織を。ティナと舞華を、護るために。

　おれはゆっくりと目を開けて、正面に佇たたずむ怪物へと立ち向か──。

「……あれ？」

「…………」

　そこにはなぜだか、タコの怪物は影かげも形もなかった。

　すると当然、右手に触れているのは、タコの触手なんかじゃない。

　……賢けん明めいなる皆さまには、お分かりいただけただろうか？

　このパターンでおれの身に降り注ぐ、ろくでもないテンプレといえば。

「み、美織……」

　そう。

　これはまさに昨日、舞華にやらかしてしまったパターンの繰くり返し。

　マンガやラノベのお約束──『天てん丼どん』と呼ばれるやつだ。

　つまり今、おれの手の中には美織の胸がだね……。

「離はなしてよ」

　どす黒いオーラを背負った美織が、おれの右手をバシンとはたいた。

　ゴゴゴ……と地鳴りのような音が、その背景から聞こえてくる。

「大したことないって、言ったよね」

「ノーカウント！　目を閉じてたから、ノーカウント!!」

「弾力がないとか。振ふりかざしても迫力ないとか。好き放題、言ってくれたよね……？」

「美織さん。『お飾りか、お前のそれは』が抜けてます」

「何を冷静に指し摘てきしてんだ！　黙だまってろ、ティナ!!」

「黙るのは、そうくん……あんたの方でしょうがああああああああ!!」

　首の骨が折れそうな勢いで、叩たたき込まれるビンタ。

　意識が遠のきそうになる、その破は壊かい力を味わいながら。

　おれは心底、こう思ったね。

　こんな百害あって一利もない異能力なんざ、二度と使うもんか……ってな！




　　　　◆　　◆　　◆




　そうして、一方的におれが不利益を被こうむった戦闘が終わり。

　ぐちゃぐちゃになった美織の部屋では、おれ・ティナ・美織・舞華の四人が、カーペットに腰こしをおろして沈ちん黙もくしていた。

　美織は唇を尖とがらせたまま、おれをちらりと見ては、ぷいとそっぽを向く行動を繰り返している。不ふ謹きん慎しんだけど、かわいい。

　ティナの奴やつはご機き嫌げんな笑え顔がおで、その両りよう腕うでに抱だいた『皇姫の剣アルゼレイド』を撫なでている。それ、さっさと処分しとけよ。役に立たないんだから。

「……面目ない」

　そんな沈黙を破ったのは、舞華だった。

　巫女みこ装しよう束ぞくから再び、ノースリーブ＆黒タイツにホットパンツな格好になっている舞華は、膝ひざをついて深々と頭を下げる。

「舞華は『影狩りシユレイド』なのに。戦闘中に心が折れて、『炎華の剣ヴアルレイド』を落とすなんて……言語道断。失態もいいところだった。本当に……ごめんなさい」

　いや、ほんとそうだよ？

　何が『戦場に咲さく絶ぜつ炎えんの華はな』だよ。

　ぺんぺん草の方が、お前よりよっぽど強[image: 靭]だわ。

　まぁ、言わないけどね。また落ち込まれたら、たまったもんじゃないし。

「……ねぇ、ティナ。美織」

　ゆっくりと頭を上げると、舞華はこわごわといった調子で二人の顔を見やる。

　そして、声を震ふるわせながら。

「驚おどろいたよね？　舞華の、戦う姿を……本当の姿を見て……」

　確かにびっくりするだろうな。

　ティナの奴は、『炎華の剣ヴアルレイド』を出すところだけは見せてもらってたけど、実際に戦っているところを見たのは初だし。

　美織に至っては、舞華を『中二病患かん者じや』だと思い込んでいたから、何がなんだか分かんないだろう。

　そんな二人に対して、舞華はゆっくりと語り出した。

　おれたちの住む『光ひかり次じ元げん』の対極に、『影かげ次じ元げん』が存在すること。

　舞華が『影狩りシユレイド』として、『影次元』の怪物『影の使徒ハルデア』と戦っていること。

　そして舞華と遠とお縁えんの親しん戚せきである、おれにも異能の力が眠ねむっていること。

　美織はそんな舞華の常識外れな話を、神しん妙みような顔で聞いている。

　一方のティナは、「すごいです、これぞ日本です！」と騒さわがしく聞いている。お前には昨日、一回説明しただろ。あと、これは日本のスタンダードじゃねぇからな。

　そうして一通りの解説を終えると──。

　舞華はグッと目を瞑り、その場で立ち上がった。

「お世話になったね、奏汰」

「は？　お前、何を言って……」

「今日の戦いで、はっきり分かったんだ。舞華は『影狩りシユレイド』。『影の使徒ハルデア』たちと戦う使命を背負った、孤こ独どくな戦士。こんな舞華が、みんなと幸せになりたいだなんて……おこがましい願い事だったんだって」

　そしてゴシゴシと、目元を拭ぬぐって。

「これ以上、みんなを舞華の戦いには巻き込めない。迷めい惑わくを掛かけてしまう。だから──さよなら。大だい丈じよう夫ぶ。こう見えても、舞華は強いから。孤独には……慣れているから」

　シャボン玉より割れやすいメンタルの奴が、なんか言ってる。

　どうしてこいつはこう、極きよく端たんから極端に走るかなぁ。

　ぽりぽりと頭を搔かきながら、おれが口を開こうとすると。

「迷惑だなんて、思ってませんよ？」

　脳天気な笑顔を浮うかべて、ティナが言った。

「そりゃあ、奏汰さまが舞華さんに目移りしちゃわないかは、心配ですけど。だからって舞華さんに出て行ってほしいだなんて、わたしは思ってません」

「……だけど。舞華がいると、ティナたちの命も危険に晒さらされてしまう」

「わたしはアルゼクラン皇国の第五皇女、ティナリア＝アルゼクランです。皇国転てん覆ぷくを企たくらむテロリスト、財産狙ねらいの盗とう賊ぞく……何度も何度も、危険な目には遭あってきました。最近だって奏汰さまともども、暗殺者に襲おそわれたりしましたし。だから……わたしも奏汰さまも、命を狙われるなんて慣れっこなんですよ？」

　いやいや、おれは慣れっこじゃないぞ!?　勝手に決めつけてんじゃねぇ!!

　そんなおれの心の叫さけびはスルーして、ティナは手のひらを口元で合わせた。

　そして、少し照れたように頰ほおを赤らめて。

「……わたしも暗殺者が日本に押しかけてきたとき、同じことを思いました。奏汰さまも美織さんも、巻き込みたくない。だったら自分だけが犠ぎ牲せいになればいいや……って。だけど奏汰さまは、命がけでわたしを助けてくれた。あのときは、嬉うれしかったなぁ」

「そんなことが……」

「だから、大丈夫ですっ！　わたしも奏汰さまも、舞華さんを迷惑だとか危ない人だとか、絶対に思わないですから。ね、奏汰さま？」

　そこまで言われて、ノーって言える奴はいねぇよ。

　まぁ、別に──最初から、答えは決まってたけどさ。

　嘆たん息そくして、おれは舞華に微笑ほほえみ掛ける。

「うちを出て行ったとして、行くあてなんてないんだろ？　だったら、気にせずうちにいろよ。そりゃあ命を狙われるのは勘かん弁べんだけど……いざってときは、お前が護まもってくれるんだろ？　『影狩りシユレイド』としてさ」

「ティナ……奏汰……」

「──はぁ。なんか、あまりに現実離ばなれしてて、まだ飲み込めてないけどさ」

　そして最後に、美織が。

　毛先をくるくると指でいじりながら、微笑みを湛たたえて舞華を見た。

「とにかく、さっきみたいな怪かい物ぶつが、この町にはいっぱいいるんでしょ？　だったらますます、舞華にはいてもらわないと。そうくんはえっちな能力しかないんだし、ティナとあたしはなんの力もないんだから」

　大変不本意な評価だが、ぐうの音も出ないのでノーコメント。

「それにさ……ちょっと普ふ通つうじゃない力があるからって、別に嫌きらいにならないよ？　普通じゃないレベルで言えば、ティナの方がよっぽどひどいくらいだし」

「美織さんこそ、普通の大きさではありませんよ？」

「うっさい！　ちっちゃいって言うなぁ!!」

「美織……っ！」

　ガクリと膝をつき、舞華は激しく嗚お咽えつを漏もらしはじめる。

「嬉しい……舞華の本当の姿を見ても、嫌いにならないなんて……っ！」

　そして、カーペットに滲にじむほどの涙なみだを流しながら。

「どうしよう……舞華、好きが止まらないっ!!　三人とも愛してしまう……一人なんて、選べないっ!!」

　相変わらずのチョロさを発揮すると、舞華はおもむろに立ち上がった。

　そして、涙でぐしゃぐしゃになった顔のまま……おれたち三人を、ギュッと抱だき寄せた。

「あったかい……これが、人の温ぬくもり。舞華が忘れていた、優やさしい温度……」

「大げさですねぇ、舞華さんは」

　舞華の頭を、優しく撫でるティナ。

　それをくすぐったそうに受け入れている舞華。

　そんな二人を見て、「あはは」と声を出して笑っている美織。

　──目の前に広がる優しい世界に、おれの頰も思わず緩ゆるんでしまう。

「あ、そうです。いいこと思いつきました！」

　舞華の頭から手を離すと、ティナがポンッと手を打ち鳴らした。

「明日は学校お休みですし、一いつ緒しよにどこかお出で掛かけしませんか？」

「み、みんなとお出掛けなんて……っ！　舞華は……舞華は……っ!!」

　ティナの提案を受けて、今にも気を失いそうになる舞華。

　精神の振り幅はばが大きすぎて、疲つかれそうだよなこいつ。

「で？　一体どこへ行くんだよ？」

「ふっふふー。日本文化において、みんなでお出掛けといえば……ここしかないですよ」

　そうやって、勿もつ体たいつけながら。

　ティナはえへんと胸を張って──言った。




「そう、お出掛け先は──海です！」




　…………海？

　うそ？　まだ四月だよ？




　　　　◆　　◆　　◆




　そして翌日。

　おれ・ティナ・美織・舞華の四人は。

　……マジで海に来ていた。

「お送りいただき、ありがとうございます」

　黒くろ塗ぬりのリムジンから降りると、ティナはアルゼクラン皇国の護衛たる黒服たちに、うやうやしくおじぎをした。

　そして、眼前に広がる海を見やると。

「わぁ、見てください皆みなさん。他ほかに誰だれもいませんよ？　まるで貸し切りみたいで、わくわくしますね！」

　いや、まぁそりゃ人なんていないだろうよ。

　なんたって、今はまだ春真っ盛りだからな。

　少し暖かくなってきたとはいえ、海に入るなんて自殺行こう為い。よっぽどの物好きでもなけりゃ、こんな時期に海へ遊びに来たりはしない。

　まだまだ冷たい潮風が、四人の身体からだを吹ふき抜ぬけていく。

「ティナ。なんで海なんて来たのよ？」

「あら？　わたしは別に、奏汰さまと舞華さんと三人だけでもよかったのですよ？　美織さんがどうしても来たいと言ったのに、なんという物言いですか！」

「そ……それは、あたしだけ除のけ者は嫌いやだったから……」

「じゃあ文句を言わないでください！　見てください、舞華さんを。あんなに喜んでるじゃないですか!!」

「嬉しい……舞華は『影狩りシユレイド』なのに……っ！　みんなで海に遊びに来ることができるなんて……っ!!」

　また泣いてる。そのうち泣き死ぬぞ、こいつ。

「とは言っても、ティナ。美織の言うとおり、こんな季節に海なんて入れないだろ。来たはいいけど、どうすんだよ？」

「ふっふふー。そこはご安心を！」

　得意げにそう言うと、ティナはパンッと手を打ち鳴らした。

　すると、リムジンから数人の黒服が降りてきて、なんかプラネタリウムの投とう影えい機きみたいな形状の機械を設置しはじめた。

「何これ？」

「まぁ見ててください、奏汰さま。それでは、起動をお願いします」

「了りよう解かいいたしました。ティナリア様」

　ティナの指示に従って。

　黒服がリモコンのボタンを、ポチッと押した。

　ブン──という起動音とともに、機械の先せん端たんについた丸いボール状の部分が、赤く染まっていく。

　……ん？

　なんか暑くなってきたような……。

「って、暑っ!?　何これ、急に汗あせが止まらなくなってきたんだけど!?」

「なんか突とつ然ぜん、夏になったみたいだね……」

　おれと美織が汗を滲にじませながら、顔を見合わせる。

「ふっふふー。どうです？」

　そんなおれたちを見回して、ティナはえっへんと胸を張って言った。

「これぞアルゼクラン皇国の財力を駆く使しして開発した、人工太陽『プラズマストライク』ですっ！　『プラズマストライク』が起動している限り、この周囲一帯の気候は八月並になります。ですので当然、海にだって入ることができますよ」

「なんだそのオーバーテクノロジーは!?　普通に世界でも征せい服ふくできそうな発明品だな!!」

　世界各国は、アルゼクラン皇国を徹てつ底ていマークしといた方がいい。

　ティナの一声で、世界滅めつ亡ぼうの危機すら起こしかねない勢いだぞ。

「というわけで、気候問題は万事解決です。これでも海に入らないとおっしゃるのですか？　美織さん」

「え……いや、寒くないんなら。せっかく来たんだし、泳ぎたいけど」

「ま、舞華も入りたい！　入らせてください!!」

　砂すな浜はまに膝ひざをついて、土下座までして懇こん願がんする舞華。

　そんなに海に入りたいか。まぁこいつのことだし、これまで友達とどこかに遊びに行くなんて経験、なかったんだろうけどさ。

「それでは奏汰さま。わたしたち、着き替がえてきますね。奏汰さまも向こうの更こう衣い室をご利用ください」

「ん？　ああ」

　ティナに促うながされるまま、おれは男子更衣室に入った。

　そして服を脱ぬぎ、トランクスタイプの水着へと着替える。

　────ピコンッ♪

　更衣室の棚たなに置いたスマホが、ＲＩＮＥレインの着信を知らせてきた。

【美少女たちと海に出掛ける……うんうん。これもテンプレだね♪】

【これが夏だったらな。春なのに海辺に来るのは、テンプレでもなんでもねぇ】

【でもさぁ、これってすっごい良テンプレだと思わない？　水着姿の美少女三人を、誰もいないビーチで独ひとり占じめできるんだよ？　ハーレムの極きわみじゃん】

【べ、別にそんなこと、期待して──】

　はい噓うそです。大変期待しております。

　同級生の水着姿を見るってだけでもドキドキするのに、今はまだ四月末だからね。

　夏でもないのに水着のクラスメートを眺ながめられるとか、背徳感がやばいよね！

　いい仕事するじゃん、『テンプレートデイズ』。今ならお前とも、熱く握あく手しゆを交かわせるような気がするわ。

　それに海といえば、テンプレの宝庫。

　あんなテンプレ、こんなテンプレ。

　海でのどっきりハプニングなんて、数え出したらキリがない！

　一体どんなテンプレが、おれのことを待っているんだろう？

【……奏汰っち。鼻の下、伸のびきってるけど？】

【な!?　べ、別におれは何もやましいことは考えてないぞ！　背中にオイル塗ぬったりとか、波に水着が流されたりとか、そんなことは全然考えちゃいねぇ!!　名めい誉よ毀き損そんだぞ!!】

【そこまで妄もう想そうしてたんだ、引くわー。マジ引くわー】

【う、うるせぇ！　お前がハーレムだとか言い出すから悪いんだろ!!】

【ま。そんな軽い感じで、素す直なおにこの良テンプレを楽しんじゃいなよ？　もしかしたら、美織っちとのフラグも立つかもしれないんだしさ】

　確かに。

　テンプレ的に考えて、男女が揃そろって海に出掛けるなんて、フラグを立ててくださいと言っているようなもんだ。

　最近はティナのはちゃめちゃ騒そう動どうだけに留とどまらず、舞華による異能バトル展開にまで巻き込まれてるからな。こういうチャンスこそ、絶対ものにしないと。

　そう心の中で固く誓ちかって。

　おれはスマホを手て提さげの荷物にしまうと、颯さつ爽そうと更衣室を後にした。




　　　　◆　　◆　　◆




　キラキラと輝かがやく砂浜。

　ザザッと音を立てながら、寄せては返す白い波。

　濁にごりひとつない、澄すみ渡わたった真っ青な海。

　そして、砂浜の中心でおれたちを照らす、人工太陽『プラズマストライク』。

　……うん。一個だけ違い和わ感かんがあるね。

　まぁ、細けぇことはいいんだよ！

　なんてったって、おれはこれから海でのテンプレイベントを満まん喫きつするんだからな!!

　人工太陽が照りつける砂浜に仁に王おう立ちをし、おれは巌がん流りゆう島じまの佐さ々さ木き小こ次じ郎ろうのように、三人の到とう着ちやくを待つ。

　ふぅ。人工太陽が目に染しみるぜ。

　そうして──数分が経たった頃ころ。

「お待たせしました、奏汰さま」

　うおおおおおおお、来たああああああああああああ!!

「おお。遅おそかったな」

　心の中はテンションＭＡＸだけど、おれはあくまでも平静を装よそおいつつ返事をする。

　バクバクと心臓が高鳴るのを感じる。

　……一応、言っときますけどね。『テンプレートデイズ』さん？

　ここでがっかりイベントとか、マジで勘かん弁べんだからな？

　そんなことになったら、おれはこのマンガだかラノベだかに似た人生を、ブック○フに売り払はらってやる。最安値で。

　なんてことを考えつつ、ごくりと生なま唾つばを飲み込むと。

　おれはゆっくりと、三人の方へと向き直った。

　───そこには、奇き跡せきの光景が広がっていた。

　真っ青に広がる海を背景に立ち尽つくしているのは、水着姿の三人の美少女たち。

　水着から覗のぞく地じ肌はだは人工太陽に照らされて、健康的に輝いて見える。

　すげぇ！　『テンプレートデイズ』が普ふ通つうに嬉うれしいイベントを起こしてきたぞ!!

【うっひょおおおおおお！　水着姿の美少女たち!!　いいですな。ですな、ですなー☆】

　有う無むを言わさず、おれはスマホの電源を切った。

　今はこの、能なし神様と話してる場合じゃない。

「奏汰さま、水着姿のティナですよ？　どうですか、どうですか？　似合いますか？」

　いや、もう似合ってるなんてレベルじゃねぇよ。

　大きなリボンをあしらったピンク色のビキニ。少し腕うでを曲げただけで、胸の谷間が強調されるもんだから、目のやり場に困って仕方ない。

　下はミニスカート状になっていて、ティナのかわいらしさをよく表している。

「……ちょっと、そうくん。ティナのこと、ジロジロ見すぎじゃない？」

「え。いや、そんなことは……」

　不ふ愉ゆ快かいそうな声に反応して顔を向けると──そこには美織という名前の妖よう精せいが、もじもじしながら佇たたずんでいた。

　ふんだんなフリルで飾かざられた水色のビキニに、デニム地のショートパンツ。

　オレンジ色のパーカーを羽織ったその格好は、活発な美織によく似合っている。

「……今度はあたしのこと、見すぎだし」

　美織はパーカーのポケットに手を突つっ込んで、ぷいと視線を逸そらす。

「……どう？　あたしの水着」

「あ。う、うん。か、かわいいと思う……けど」

「そ、そう……」

　頰ほおを赤らめて俯うつむく美織。

　おれもなんとなくむず痒がゆくなって、頰をぽりぽりと搔かいた。

「……奏汰が、舞華だけ見てくれない。舞華は『影狩りシユレイド』……やはり水着を着て、浮うかれた気持ちになってはいけなかったんだ!!」

　そんな空気を切り裂さくように、舞華が悲痛な叫さけび声を上げた。

　いちいち繊せん細さいな奴やつだな、まったく。

　おれはため息をつきながら、舞華の方に顔を向ける。

　ティナや美織に比べて装そう飾しよくの少ない、黒地のビキニ。

　一見すると地味なようだが、背が高くてスタイル抜ばつ群ぐんな舞華が着ると、妙みような艶あでやかさがある。

　こちらもティナと同じく、胸むな元もとが強調されているので、目のやりどころがない。

「奏汰……そんなに見ないで。舞華の好きが、止まらなくなっちゃう……」

「お前が見ろって言ったんだろ！　どうすればいいんだよ!!」

「むぅ。奏汰さま、ぐいー」

「ぎゃああああ!?」

　唐とう突とつに頭を摑つかまれたかと思うと、九十度近く首を曲げさせられた。

　いってぇ、折れる折れる！

「ティナ！　お前はおれを殺す気か!!」

「奏汰さまが、美織さんと舞華さんばかり見てるからです。ちゃんとわたしを見てください！　は、恥はずかしいですけど、ティナの全部を見せちゃいますから!!」

　そう言ってティナは、おれの顔を覗き込むようにかがんでくる。

　いやね、そういう姿勢を取るとだね。

　腕で胸が圧あつ迫ぱくされて、谷間がぐいーっとね……。

「……どこ見てんのよ」

　冷ややかな声とともに、美織がぐいっとおれの水着を引っ張ってくる。

　そして頰を膨ふくらませて、上うわ目め遣づかいになると。

「そうくんのえっち。ティナの胸ばっかり見てるでしょ」

「み、見てねーよ！」

「ふっふふー。文句があるのでしたら、美織さんも胸元を強調できる水着を着ればいいじゃないですか。そんなフリルだらけのではなく」

「こ、これはこれでかわいいから、別にいいでしょ！　あたしはただ、自分好みの水着を選んだだけなんだから!!」

「そんなこと言ってぇー。胸が目立たないようなデザインを、チョイスしただけなんじゃないですかぁ？」

「は!?」

　美織の目つきが、一気に険しくなる。

　ああ。これ、図星なやつだな。

「あんた、ちょっと邪じや推すいしすぎなんじゃないの？　あたしはただ！　かわいいから！　この水着にしたの!!」

「ほーう。ほほーう」

「何よ、ケンカ売ってんの!?」

「……ティナと美織は、仲がいいのね」

　バチバチと火花を散らし合う二人のそばで、急に舞華がトーンダウンする。

「分かってる。舞華はただの、おまけだってことくらい。ティナと美織の間になんて……入れないってことくらい」

「めんどくせぇな、お前は！　普通に会話に参加しろよ!!」

「ありがとう、奏汰。声を掛かけてくれて。やっぱり奏汰は、優やさしいね」

　潤うるんだ瞳ひとみでそんなことを言って。

　舞華がギュッと──おれに抱だきついてきた。

　黒い水着越ごしに、ご立派な胸の柔やわらかさが伝わってくる。

「あー！　舞華さん、抜ぬけ駆がけです！　ずるいです!!」

「ちょっと舞華！　そうくんから離はなれなさいよ!!」

　舞華の行動を見て、先ほどまでいがみ合っていた二人が一いつ斉せいに声を上げる。

　なんなの、この人たち。

　あーあ。結局、海に来たっていつもどおりの展開じゃんか。

　ったく、やってらんねぇよ。

「お？　そこにいるのは、ひょっとすると結野くんじゃないのん？」

　そうして物思いに耽ふけりそうになっていたおれの耳に、変な語尾の発言が響ひびき渡った。

　この声、どっかで聞いたような……。

「どうもなのっ。自分のこと、覚えてくれてるのん？」

　唇くちびると唇が触ふれそうな距きよ離りまで、顔を近づけて。

　その声の主はニッと、満面の笑えみを浮かべた。

「い、犬巻さん!?」

「なのなのー。犬巻狩留魔なのっ。覚えてくれてて、ありがとなのん！」

　おれのおでこをツンッと突つついて、彼女は紫むらさき色いろの髪かみを搔き上げる。

　それは、かつておれとティナの命を狙ねらってきた犬巻殺代の、色いろ違ちがい。

　我がクラス三人目の転校生──犬巻狩留魔。

「あれ？　犬巻さんじゃないですか？」

「どうしたの、こんなところで」

　犬巻さんの存在に気付いたティナと美織が、きょとんとした顔で尋たずねる。

　休日なのにセーラー服姿の犬巻さんは、「にへへ……」と照れ笑いを浮かべた。

「どうもなのん、アルゼクランさんに天里さん。こっちに引っ越こしてきたばっかりなので、ちょっと観光がてら、ぶらっと遊びに来てるのっ。春だし海に入れないのは分かってたけど……あれ？　みんなはどうして水着なのん？」

「人工太陽『プラズマストライク』の力によって、この辺りの気候を夏に変化させているからです」

「なるほどなのっ！　どうも暑いと思ってたのっ!!」

　えっ、そんな雑な雑明で納なつ得とくしちゃうの!?

　もうちょっと色々疑問に思おうぜ？　このお姫ひめ様の、財力に物を言わせためちゃくちゃな行動をさぁ。

「じゃあ、もしかして……海に入って遊べたりするのん？」

「いえす。海で遊ぶ男女のグループ。そしていつしか、わたしと奏汰さまは二人っきりでみんなの輪から外れて……訪おとずれたるは、一夏のアバンチュール！」

　まだ春だよ。

　っていうかお前、そんなこと考えてたの？

　それを聞いた以上、おれは絶対にお前と二人っきりにならないからな！

「わぁ！　いいのん、いいのん!!　青春なの、ブルースプリングなのっ!!　それを邪じや魔まする天里さんっていうのも、なかなか刺し激げき的な展開なのん!!」

「えっ。あたしは別に、そんなこと……」

「またまたぁ～。隠かくしたってダメなのん！　天里さんの気持ちなんて、とっくのとってんころりん、お見通しなのっ☆」

　なんの話をしてるんだ、こいつらは。

　まぁ、いいけどね。

　おれのことは放ほうっておいて、四人で盛り上がってくれ。

　……四人？

「…………」

　舞華が仲間になりたそうに、犬巻さんを見ている。

　仲間にしますか？

「あ。夜霧さん、どうもなのー」

「……あ」

　舞華が悲しげに、犬巻さんへと手を伸のばす。

　しかし犬巻さんは、さらっと舞華をスルー。

　ティナ・美織・犬巻さんで盛り上がる中、砂すな浜はまに一人、ぽつねんと立ち尽つくす舞華。

　やべぇ。体育の授業で二人組になれなかったときみたいな空気を出してやがる。

「舞華が『影狩りシユレイド』だから……全部、ぜーんぶ、『影狩りシユレイド』のせいだから……」

　ぶつぶつと独り言を発し続ける舞華。

　いや、使命のせいじゃなくって、日ひ頃ごろの振ふる舞まいの問題だと思うぞ。多分。

　しかし──犬巻さんも、もう少し舞華に絡からんでやってもいいのにな。

　そう思いつつ、おれは犬巻さんをじっと見る。

　目元を覆おおうほどの長さをした、ボサボサのヘアスタイル。

　ひょろっとした体格で、ぺったんこな胸とお腹。

　髪の色が青か紫かという違いを除けば、見た目は完全に初代犬巻さんと酷こく似じしている。

　確かに性格は全然違うけど。

　やっぱりこんなにそっくりなのが、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちだとは思えな──。

「そういえば、知ってるのん？」

　二代目犬巻さんがポンッと手を叩たたき、小首をかしげた。

　何そのセリフ。モブ子かよ。

「向こうの岩場の方にね、『願い石』って呼ばれてる、大きな石があるらしいのん」

「『願い石』……ですか？」

　ティナが前まえ屈かがみに、犬巻さんの話に食いついた。

　美織も興味深そうに、犬巻さんを凝ぎよう視ししている。

「なのなのっ。その『願い石』に願い事を伝えると、どんな願い事でも叶かなうらしいのん。この辺りでは知る人ぞ知る、隠れスポットらしいのっ！」

「どんな願いでも」

「叶う」

「ですって？」

　ティナ・舞華・美織が、口々に呟つぶやいた。

　どんな願いでも叶う？

　それじゃあひょっとして、その石に願い事を捧ささげれば。

　美織と付き合うことができるんじゃあ──。

「……いや」

　待て待て。冷静になれ、おれ。

　そういう触れ込みの詐さ欺ぎ事件に、つい最近引っ掛かったばかりだろ？

　神様とか名乗る詐欺師に騙だまされて、好きなあの子と急接近どころか、フラグがバッキバキになっただろ？

　何かに願えば望みが叶うなんて、そんな甘い話には必ず罠わながある。

　そうだよな？　ティナ、美織、舞華！

「わたし、急用を思い出したので、ちょっと向こうに行ってきます」

　青みがかった銀ぎん髪ぱつをひるがえし、ティナがそそくさと岩場の方へ向かって歩き出した。

　その肩かたを、美織がガシッと摑つかむ。

「ちょっと待ちなさいよ。どこに行くつもりなの、あんた」

「離はなしてください！　わたしは急病で、病院に向かわないといけないんです!!」

「噓うそつきなさいよ、全然元気じゃない!!　なんの病気だってのよ！」

「急に胸が縮みました」

「縮んでないじゃん！　あたしくらいのサイズになってから言いなさいよ!!」

「そんなに無くなったら、もう手て遅おくれじゃないですか！」

「ぶっ飛ばすわよ!!」

　肩をギリギリと摑み合ったまま、火花を散らし合う二人。

「……そんなこと言って、抜け駆けするつもりなんでしょ？　ティナ」

「ふっふふー。はて、なんのことやら。そうやって人を疑うということは、美織さんの方こそやましい気持ちがあるのではないですか？　具体的には、『願い石』に真っ先に行こうと思ってるとか!!」

「べ……別にあたしは、願い事とかないし……」

「だったら、この手を離してください！　わたしには叶えたい願いがあるのです!!　奏汰さまの前で言うのもなんですが、奏汰さまを虜とりこにして、身も心もわたしだけのものにしたいんです!!」

「ほんとにおれの前で言うことじゃねぇな！　心の中に秘めとけ、そういうのは!!」

「舞華も……願い事、したい！」

　ティナと美織が言い合いをする中、舞華が唐とう突とつに声を上げた。

　そして、無意味に瞳を潤ませながら。

「舞華は『影狩りシユレイド』だから。これまで友達なんていなかった。だけど、奏汰たちは舞華の友達になってくれた……嬉うれしい。大好き。だけど、怖こわいの……この幸せが、友情が、一体いつまで続くんだろうって」

　舞華……。

　そうか、そうだよな。

　使命に明け暮れる中で、辛つらい思いをいっぱいしてきたんだもんな。

　それじゃあ舞華は、おれたちとの友情が続くようにって願うん──。

「だから、舞華は願い事をしたい。どうか奏汰とティナと美織と……重じゆう婚こんできますようにって」

　はい、台無しでーす。

「おい、重婚ってなんだよ!?　友情はどうした!!」

「友情はいつまで続くか分からない……だけど、婚こん儀ぎを執とり行ってしまえば？　そう簡単に離れることはできなくなる。それが、舞華の望む永遠」

「発想がクレイジーすぎるんだよ、お前は！　友情を長続きさせることをまず考えろ!!」

「そうですよ。一夫多妻となると、妻同士でギスギスしてしまうと思います。だから、ここはわたしが代表して、奏汰さまと結けつ婚こんするべきかと」

「なんであんた、勝手に代表になってんのよ！」

「じゃあ、美織さんがやりたいですか？」

「ぐっ……い、いや。あたしは……」

「わぁお！　アルゼクランさんも天里さんも、『願い石』に興味津しん々しんなのっ!!」

　壮そう絶ぜつな願い事合戦をはじめた三人の間に、犬巻さんがキラキラと瞳ひとみを輝かがやかせながら、乱入してくる。

「女の子だもん、お願い事とか興味あるのん！　よしよしヨッシー、それじゃあこれから、三人で『願い石』探たん索さくツアーに出発進行なのんっ!!」

「さ……三人……？」

　舞華が目を見開いて、指を折って人数を数えはじめる。

　そんな舞華を、犬巻さんはちらっと見やって。

「そう。自分と、アルゼクランさんと、天里さん。夜霧さんのお願いは、なんかちょっと真に迫せまって怖すぎるのん」

「あ……あ……あ……」

　舞華がおそるおそる、犬巻さんに向かって手を伸ばす。

　どっかの顔のない奴やつみたいだな。神かみ隠かくしに遭あいそう。

　しかし犬巻さん、なーんか舞華にだけ冷たいような気がするなぁ……。

「じゃあお言葉に甘えまして……」

「べ、別に特別なお願いとかないけど。行ってみてもいいわよ？」

「あ……あ……あ……」

　犬巻さんの言葉に、三者三様な反応を示すティナ・美織・舞華。

　つーか、マジでこれから『願い石』なんてうさんくさいところ、行っちゃうの？

　背中にオイル塗ぬったりとか、波に水着が流されたりとか、そういうのしようよ？　そっちの方が楽しいよ？




　────ブオンッ。




　人工太陽『プラズマストライク』が、なんか唐突に異音を鳴らした。

　ん……？　なんか寒くなってきたような……。

「って、寒っ!?　突とつ然ぜんなんだこれ!?」

「あらら。人工太陽『プラズマストライク』の充じゆう電でんが、切れてしまったようですね。だから気候が春に戻もどってしまったと……」

「言ってる場合じゃないでしょ！　寒っ……このままじゃ風邪かぜ引いちゃうわよ。さっさと着き替がえに行かないと」

「えっ」

　着替える……だと……？

　まだ海イベント、何ひとつ回収してないのに？

　ダメダメダメ！　諦あきらめたら!!

　あともうちょっとのところなんだから!!

「むぅ……せっかくわたしの水着姿を、奏汰さまに堪たん能のうしていただきたいと思っていたのに。なんだか不完全燃焼な感じです」

　そうだ、そのとおりだ！

　だからもう少し頑がん張ばろう!!

　せめてオイルだけでも塗ろう、な？

「そうは言うけど、せっかく四人で泊とまりに来たのに、風邪なんか引いちゃったら元も子もないでしょ。ねぇ、舞華？」

「舞華に話し掛かけてくれた……嬉しい。美織、好き」

　犬巻さんにメンタルぼろぼろにされてた舞華が、一いつ瞬しゆんのうちに瞳に光を取り戻す。

「ティナ、美織の言うとおりだと思う。海はダメでも、これからいっぱい思い出は作れるはず。それを風邪で台無しにしちゃう方が、もったいないよ」

「ふむ……なるほど」

　美織と舞華の説得を受けて、ティナは頰ほおに手を当て、しばし思案する。

　そして、ふぅとため息をつくと。

「それもそうですね。まだまだイベントは盛りだくさんですし、海はこれくらいで我が慢まんしておきましょうか」

　いやあああああああああああ！

　おれはまだ満足してねぇよおおおおおおおお!?

　心の中で血けつ涙るいを流すおれ。

　しかし無情にも、ティナ・美織・舞華は、いそいそと更こう衣い室に戻る準備をはじめる。

「それでは犬巻さん、わたしたちはこれで」

「犬巻さんも、どこか泊まっていくの？」

「まぁそんなとこなのっ。ところでみんな、『願い石』はどうするのん？」

　ティナと美織が、一瞬視線を交差させて。

「うーん。これから着替えて、宿にチェックインしてとなると遅おそくなりますしねぇ」

「明日あたりにでも、行こうかな」

「……明日ですよね、美織さん？」

「……明日に決まってるでしょ？　ティナ」

　ふふふ……と不敵に笑い合う二人。

　こいつら、出し抜ぬき合うつもり満々だな。

「じゃあ、明日はぜひ、『願い石』に行ってなのっ。約束なのん！　いぬぺろっ☆」

　意味もなく舌を出す犬巻さんに手を振ふって、ティナ・美織は更衣室へと歩き出す。

　舞華もまた、その後ろをすごすごとついていく。

　ああ、終わった……おれのめくるめく、楽しい海イベント。

　がっくりとうな垂れながら、おれもまた三人の後を追う。




「……約束なの」




　────ぞくっと。

　背筋が凍こおるような呟つぶやきが聞こえた気がして、おれは背後を振り返った。

　しかし、そこには笑え顔がおで手を振っている犬巻さんの姿があるのみ。

　……気のせいか？

　いや、でも今、確かに……。

「奏汰さまー。何をされてるんですかぁー？」

　遠くの方から、ティナがおれを呼ぶ声が聞こえる。

「どうしたのん？　結野くん」

「……いや。なんでもないよ」

　首をかしげて微笑ほほえむ犬巻さんに、おれは小さな声でそう告げた。

　そして、おれはいそいそと、ティナたちの方へと向かっていく。




「……約束、だからね？」




　遠くからもう一度、そんな声が聞こえたような気がしたけど。

　振り返ることなく、おれは人気のない砂すな浜はまを後にした。








テンプレその３　夜の海辺には、波乱と危険が満ちている









　水着から着替え終えると、おれたちは今晩泊まる予定の宿へと向かった。

　結局、海らしいイベントは何も消化できなかったな……はぁ。

　みんなの水着姿を拝むことができただけでも、御おんの字じなのかもしれないけど。

「奏そう汰たさま。着きましたよー」

　そんなことを考えているうちに、いかにもな民宿にたどり着いた。

　民宿を見上げたティナは、「これが日本の名物、海の宿……！」と瞳を煌きらめかせる。

　確かに、アルゼクラン皇国にはこういうところ、なさそうだもんな。財政が潤うるおってる感じだし、高級ホテルしかなさそう。

「いらっしゃいま──」

　宿に入ると、女将おかみさんらしき人から、なんか怪け訝げんな顔をされた。

　まぁ確かに、パラソルだの水着入れだのを持った、明らかに「海から帰ってきました！」な集団が来りゃあそれはね。まだ四月だもん。

　そんな女将さんに荷物を預けて、おれたちはひとまず温泉へと向かう。

　砂浜を歩いたから足は砂だらけだし、潮風で肌はだはべたついてるし。女性陣じんとしては、一刻も早く身体からだを洗ってさっぱりしたいのだとか。

「それじゃあ、奏汰さま。温泉から出たら、そこのベンチで待っていてくださいね」

　ティナたちと待ち合わせ場所を決めて、おれは男湯の更衣室に入る。

【奏汰っち、温泉だよ！　このスマホを使って、女湯を覗のぞき込むんだよ!!　●ＲＥＣ！　●ＲＥＣ!!】

「…………」

　おっさんみたいなテンションで犯罪教きよう唆さしてくる神様は無視して、おれは脱ぬいだ服と一いつ緒しよにスマホをカゴの中に放ほうり込んだ。

　テンプレ展開のせいでラッキースケベとか起こしまくってるおれだけど、さすがに故意に女湯を覗いたりするほど落ちぶれてねーぞ。

　いや、おれも健全な男子だし？　気にならないって言ったら、噓うそになるけどさ。

　ガチな犯罪を起こして、美み織おりの好感度を下げるほど愚おろかじゃない。

　てなわけで、おれはシャワーで身体を洗い流し、どっぷりと湯船につかる。

　他ほかの客がいないので、男湯は完全に貸し切り状態。

　ふぅ。こうして一人、静かに過ごすってのは落ち着くなぁ。

　テンプレの神様に取り憑つかれて以来、毎日が騒さわがしくて仕方なかったから、なおさらそう感じるわ。

　さぁ、ここはゆっくりと、心穏おだやかに温泉を堪能し──。




「──わぁ。舞まい華かさん、胸が大きいですねぇ」




　唐とう突とつに聞こえてきたティナの声に、おれの身体がピクッと反応する。

「そ……そんなことない。ティナの方が、ずっと大きい」

「むぅ。それはそうかもですが……舞華さん、背も高いしウエストも細いから、なんだかスタイル抜ばつ群ぐんで羨うらやましいです！　嫉しつ妬とです!!」

「あ……あんまりジロジロ見ないで。舞華、そんなにじっと見つめられたら……あぁ」

　──これは、あれか。

　温泉に入ると、女湯のかしましいやり取りが聞こえてきちゃうっていう、ありがちなテンプレ展開か。

　やれやれ。おれは静かに温泉を堪能したかったのにな。

　そんなことを夢想しつつ、おれはちょっとだけ、ほんのちょっとだけ、男湯と女湯を隔へだてる壁かべに近づいた。

「ティナは、肌がすべすべで素す敵てき。ついつい、触さわりたくなっちゃう」

「きゃっ!?　ちょっ、ちょっと舞華さん！　触ってから言わないでくださいよぉ。っていうか、どこ触ってんですか!?」

「ティナに触ってると、なんだか落ち着く……もっとしてもいい？」

「これ以上はダメです！　あっ、ちょっと、ダメですってばぁ!!」

　やれやれ。おれは静かに温泉を堪能したかったのにな。

　そんなことを夢想しつつ、おれはピタッと、男湯と女湯を隔てる壁に耳を当てた。

「…………」

「ひゃう!?　み、美織さん!?　なんですか、舞華さんに続いて美織さんまで……って、あなた、どこ触ってるんですか!?」

「……胸よ。この、ふしだらなくらい大きな、あんたのこの胸を触ってんのよ！」

「だ、誰だれの胸がふしだらで……んっ。ちょっ、本当にダメ……」

「神様はどうしてこんな不平等な仕打ちをあたしに課すのかしらっていうか何よこれ柔やわらかすぎるでしょふにふにしててマシュマロみたいであたしのとは全然違ちがうし……」
















「やだぁ……美織さん、これ以上はダメです、ダメですってば……っ！　舞華さん、見てないで助けてください……っ!!」

「美織、ずるいよ。舞華も一緒に触りたい。もっとティナにいっぱい触って、仲良しになりたい」

「何言ってんですか、あなたは!?」

「ずるいのはどっちなのよ……舞華！　あんただって、十分立派な胸を持ってるじゃないのよ!!」

「なっ……!?　『戦場に咲さく絶ぜつ炎えんの華はな』と謳うたわれた舞華が、後ろを取られた!?　美織、君は一体何者なの……あっ」

「ほらやっぱり大きいじゃないティナほどじゃないけど手のひらから零こぼれるくらいあるしスタイルがいいからなおさら目立つしなんなのこれ胸ってレベルじゃないわよ……」

「あぁ……舞華は『影狩りシユレイド』なのに……こんな辱はずかしめを受けるなんて……あぁ。だけど、これで美織ともっと仲良くなれるのなら……好きなだけ、舞華に触ふれて！　美織!!」

「何よ、自じ慢まん？　自慢なの？　触られても恥はずかしくない身体ですって、このぺったんこなあたしに主張してるの!?　それなら思う存分触ってあげるわよ。壊こわれるくらいにね！」

「嬉うれしい……美織、もっと舞華をめちゃくちゃにして!!」

　……なんだこいつら。

　女の子同士で何やってんだ。ちょっとは自重しろってんだよ。やれやれ。

　おれは壁にへばりついた姿勢で、嘆たん息そくする。

　べ、別に興味なんてないんだぜ？

　おれはただ、温泉の壁でセミごっこやってるだけだからな？




　────と。




　その瞬しゆん間かんだった。

　バキッという嫌いやな音が鳴り響ひびいたかと思うと……温泉の壁が傾かたむきはじめた。

　そうすると当然──壁にへばりついていたおれも、一緒に向こう側へと倒たおれていく。

「うおおっ!?」

　バタンッ！

　壁が完全に、女湯側に倒れ込む。

　いってぇ……腹を思いっきり打ったぞ？

　おれは痛む腹部を押さえながら、何も考えずにゆっくりと立ち上がった。

「そ……奏汰さま!?」

　まず瞳ひとみに飛び込んできたのは、湯船につかったまま胸むな元もとを隠かくしているティナの姿だった。

　その頰ほおや肩かたは、温泉のせいか美織のせいか、やたら真っ赤に上気している。

「そうくん……？」

「奏汰？」

　そしてそのそばには、立ったままで何やらわきゃわきゃやってる、美織と舞華がいた。

　向かい合った姿勢のまま、美織に胸を摑つかまれて、恍こう惚こつとした表情を浮うかべている舞華。

　そして──舞華の胸に両手を伸のばしてるもんだから、完全に無防備な格好になっている美織。

　唯ゆい一いつ、立ちのぼる湯気だけが、二人の姿をぼんやりと隠している。

　これはあれか。

　主人公の意思に反して、不ふ可か抗こう力りよくで温泉を覗いちゃうテンプレってやつだな。

　そしてご丁てい寧ねいに、湯気による自主規制まで発生してやがる。

　まぁ、こういう事態になったら……もうオチは見えてるよね？

　だってこれ、テンプレだもの。

「「「き……きゃあああああああああああああああ!?」」」

　声を揃そろえて叫さけんだかと思うと、三人は超ちよう高こう速そくの右ストレートをぶち込んできた！

　ノーガードのボディに叩たたき込まれた攻こう撃げきにより、おれの身体は宙を舞まう。

　弧こを描えがきながら吹ふっ飛ばされていくさなか、おれは心の底からこう思ったね。




　……どうせなら湯気機能はＯＦＦの方がよかったなぁ、って。




　　　　◆　　◆　　◆




　湯上がり。

　浴衣ゆかたを羽織ったおれはベンチに腰こし掛かけて、ズキズキと痛む腹部を押さえていた。

【いいなぁ。神ちゃんも、そのサービスシーン見たかったよ。防水機能付きなんだし、持って入ってくれればよかったのにぃ】

　うるせぇ。他人ひと事ごとだと思いやがって、このバカ神は。

　面めん倒どうなので、既き読どくスルーを決め込んでいると。

「お……お待たせしました、奏汰さま」

　上うわ擦ずったティナの声が、向こうから聞こえてきた。

　さっきの温泉事件から、なんとなく気まずい思いを抱いだきつつも、おれはおそるおそる顔を上げる。

　────そこには、浴衣姿の三人娘むすめが立ち尽つくしていた。

　青みがかった銀ぎん髪ぱつを腰こし元もとまで伸ばしたティナ。豊満な胸元は浴衣では隠しきれておらず、ちらりちらりと、身体を揺ゆらすたびに谷間が覗き見える。

　続いて、真っ赤な髪かみをポニーテールに結ゆった舞華。すらりと背が高いためか、浴衣をばっちり着込んだその佇たたずまいは、どちらかといえば格好いいという印象を与あたえてくる。

　そして最後に、茶色いセミロングヘアの美織。ちっちゃい身体に対して浴衣は大変フィットしており、胸元から膝ひざ下したまですとんと、まっすぐに生き地じが伸びている。

「……じろじろ見ないでよ」

　浴衣の胸元を両手で隠しながら、美織がジト目で睨にらんでくる。

「どうせさっきのことを思い出して、変な妄もう想そうしてるんでしょ。そうくんの、えっち」

「してねぇよ！　言いがかりも甚はなはだしいな!!」

「そ、奏汰さまのことです……ノーマルな妄想をするとは思えません。アブノーマルを通り越こして、犯罪まっしぐらなことを想像しているに違いありません！　具体的には、睡すい眠みん薬やくで三人を眠ねむらせて──」

「お前はお前で失礼極きわまりねぇな！　ロビーで人聞きの悪いことを言うんじゃねぇ!!　警察沙ざ汰たになるだろうが」

「奏汰。二度も裸はだかを見た以上、今度こそ結けつ婚こんして。しないと言うなら……」

「なんで『炎華の剣ヴアルレイド』を構えてんだよ!?　『影狩りシユレイド』の力をバーゲンセールしてんじゃねぇぞ!!」

　ああ……ほんと、テンプレなやり取りだな。このドタバタな感じ。

『テンプレートデイズ』さんは、今日も相変わらず絶好調ですね。殴なぐりたい。

「……こほん。とはいえ、奏汰さまも健全な男性ですしね。魔まが差すこともあるでしょう。ここはひとつ、手打ちといきませんか？　皆みなさん」

「……まぁ、そうくんのえっちは、今にはじまったことじゃないしね。今回だけは、許してあげるわよ。こ、今回だけだからね!?」

「こんな舞華に、魔が差してくれるなんて……嬉しい。奏汰、好き」

　うん。好き勝手言ってくれるね、君たち。

　おれは別に、故意に温泉の壁をぶっ壊したわけじゃないんだぜ？

「そんなことより、部屋に戻もどってゆっくりしましょう。海を堪たん能のうしたあとは、温泉宿の夜を楽しまなくては！」

「そうね。あたしも、そろそろ部屋に戻って休きゆう憩けいしたいわ」

「四人でひとつの部屋……なんて素敵なの。舞華、幸せすぎて怖こわい……っ！」

「舞華さん。期待しているところ申し訳ありませんが、さすがに四人一部屋ではないのですよ？」

　まぁ、そりゃあそうだ。

　男一人・女三人で旅行に来たら、必然的に部屋割りは決まってくる。

　一人部屋ってのも寂さびしくはあるが、たまには一人でゆったりと過ご──。

「さて。それでは皆さん、これを」

　ドンッ、と。

　ティナは細い紙が四本入った箱を、ベンチに置いた。

　何これ。なんだか、くじ引きっぽいんだけど。

「ティナ。このくじ引きらしきものはなんだ？」

「らしきもの、というか、どう見てもくじ引きかと」

「で？　そのくじ引きで、一体何をするんだ？」

「部屋割りを決めます」

　どやっ、という顔で言い放つティナ。

「……ティナ。この旅行、お前が張り切って全部計画したんだったよな？」

「いえす。一日のスケジュールから宿の予約まで、全すべてわたしがやりました。ああ、有能すぎる自分が怖いです！」

「それで？　有能すぎるティナさんは当然、男部屋と女部屋を借りたんだよな？」

「いいえ。二人部屋を二つ予約しましたが？」

「なんでだよ、おかしいだろ！」

　それならいっそ、四人部屋借りてくれた方が、まだ納なつ得とくいくわ。

　なんの意味があって男女混合で二人ずつに分かれなきゃならんねん。

「ふぅ……分かってませんね、奏汰さまは」

　両手を広げて、ティナはやれやれと首を横に振ふる。

「ドキドキ☆部屋決めバトルがあってこその、旅行ではありませんか。こんな鉄板イベントを逃のがすほど、わたしは愚おろかじゃありませんよ？」

「愚かじゃなかったためしがねぇな、お前は！　そんなイベント、普ふ通つうの神経で企き画かくしたら起こらねぇんだよ!!」

「舞華は、別にかまわないけど」

　口元に手を当てて、舞華が呟つぶやく。

「……夜の民宿で、二人っきり。薄うす明あかりの下、並んだ二つの布ふ団とん……相手は奏汰？　ティナ？　美織？　誰だれだったとしても、舞華は……舞華は……っ！」

　取りあえず、こいつと同室だけは嫌だわ絶対。

　頭のネジの吹っ飛んだ舞華はさておいて、おれはすがるように美織へと声を掛かける。

「美織。お前も変だと思うよな？　ここは宿の人に交こう渉しようして、今からでも部屋を交こう換かんしてもらった方が……」

「……ううん」

　ちらっとおれを一いち瞥べつしたかと思うと、美織は頰をちょっとだけ赤らめる。

　そして、じっとくじの入った箱を見つめながら。

「あたしも、別にくじ引きでいいわよ。今さら部屋を替かえるのも難しいだろうし。せっかくの旅行なんだから……ちょっとくらい、こういうイベントがあってもいいかなって」

「ふっふふー。よく言いました、美織さん！　さすがはわたしのライバルです!!　さぁ奏汰さまと同室の権利をめぐって、わたしと勝負です！」

「絶対負けないわよ」

「それはこっちのセリフです」

　なんかティナと美織が、二人で盛り上がりはじめた。

　なんだよ、美織まで。こいつ、そんなにまで……。

「舞華と一いつ緒しよの部屋が、嫌いやなのか……？」

　冷静に考えて、舞華と二人っきりで夜を過ごすとか、貞てい操そうの危機が訪おとずれそうだもんな。

　そりゃあ嫌がるのも、無理はな──。

　────ピコンッ♪

【アホか君は[image: ]】

【お前、最近意味もなく罵ば倒とうしてくること多いよね？　やめてくんない、マジで？】

【いや、意味なくないっていうか……ちょっと冷静に考えてみてよ。ティナっちはなんで、奏汰っちと一緒の部屋になりたいんだと思う？】

【そりゃ、ティナのことだ。おれと同じ部屋になって、いつもみたいにベタベタしたいんだろ】

【そう。ティナっちは奏汰っちに気があるから、同室になりたいんだよね？　そのままの発想で、ストレートに考えてみようよ。美織っちはなんで、奏汰っちと一緒の部屋になりたいんだと思う？】

【……まさか】

【うんうん】

【分かったぞ。美織の奴やつ……民宿でお化けが出たら怖いから、男手が欲ほしいんだな!?】

【死ねよ】

【は？】

【死ねよ】

　黒くろ髪かみツインテールの美少女が、中指を突つき立ててるスタンプが押される。

　そこにはいつもの『きゅんぴょこ』すら書いちゃいねぇ。

【何これ。ガチっぽいテンションだけど、怒おこってんの？】

　…………。

　…………………。

　ああ、はいはい。いつもの既読スルーっすね。

　何に腹を立ててるんだか知らないけど、こういうときはいったん放ほうっておくに限るな。

「そうくん！　なんでスマホいじってんの!?」

「そうです！　この大事なときに、のんきな人ですね!!」

「うぉ!?」

　スマホから顔を上げると、すごい剣けん幕まくのティナと美織が、くじの入った箱を突き出してきた。

「まずは舞華さんが一枚引きました。舞華さんは『赤』です」

「赤……嬉うれしい。このくじ引きこそが、舞華と誰かの、赤い糸になるんだ……」

　うん。赤だけは絶対引きたくねぇな。

　心の底からそう思いつつ、おれはおそるおそる、くじを引いた。

　その先せん端たんの色は……よかった、『白』だ。

「おーい。おれは白を引い──」

「さぁ、美織さん。ここからが、本気の勝負ですよ」

「ええ。絶対に負けられない戦いが、ここにある！」

　くじ入りの箱をひったくったかと思うと、ティナと美織はバチバチと火花が散る勢いで睨み合う。

　なんだ、こいつらのテンション。

「それでは、わたしから先に引かせてもらいますね。残り物には福があるといいますが、その権利は美織さんに譲ゆずります」

「ちょっと待ちなさいよ」

　いそいそと箱の中に手を入れたティナの右手を、美織が摑つかんだ。

「……なんですか、美織さん？」

「あんたのことだもの。そんなこと言って、どうせ『絶対にくじ引きで勝つマシーン』とか仕込んでるんじゃないの？」

「な、ななな何を言っているのですか!?　この胸を見てください！　これが噓うそをついている胸に見えますか!?」

「シリコンが入っている可能性も、否定できないわね」

「失礼な！　入れてませんよ、そんなもの!!」

「その大きさじゃあ、確証が持てないわ。残念だけど。百パーセント噓をついてない胸ってのはねぇ……あたしみたいなのを言うのよ！」

　ド　ン　ッ　！

　変な効果音が聞こえそうなテンションで、美織がない胸を張った。

「……言ってて、むなしくないんですか？　美織さん」

「ええ、むなしいわよ？　だけど、あたしは慎つつましやかな胸と、無む駄だに大きい胸だったら……この慎ましやかな方を信じるわ。巨きよ乳にゆうはみんな、噓つきよ！」

　全国の誠実な巨乳の人に謝れ、お前は。

「さぁ。言い訳はいいから、とっととその箱から手を抜ぬきなさいよ。やましいことがないんなら、それくらいできるはずでしょ？」

「ぐぎぎ……」

　ティナは唇くちびるを嚙かみ締しめながら、勢いよく手を引き抜く。

　そしてそのまま──ガチャンと。

　窓ガラスをぶち破って、手の中に持ってた何かをぶん投げた！

　それから「ふっふふー」と、不敵な笑えみを浮うかべて。

「見てください、わたしの手を。中に何もいませんよ？」

「噓つきなさいよ！　今、明らかになんか投げ捨てたじゃない!!」

「不正はありませんでした」

　きっぱりとそう言い放つと。

　ティナは、今度こそ何も持っていないその手を、箱に突っ込む。

「……箱に入っているくじは二本。確率は五分五分。実力で当ててみせますよ。わたしがこれまで積み上げてきた、徳を使い果たしたとしても!!」

「上等じゃない……やってみなさいよ、見届けてあげるから!!」

「舞華との部屋を決めるために、こんなに盛り上がってる……嬉しい。舞華も、ドキドキが止まらないよ……っ！」

　舞華がなんか勘かん違ちがいしてるけど、これは放っておこう。

　そして、ティナはすぅっと深く息を吸い込んで──。

「いっけぇぇぇぇぇ！　わたしの、神の右手ぇぇぇぇぇ!!」

　気合の声を上げて、一本のくじを引き抜いた。




　三者三様。

　様々な思おも惑わくが渦うず巻まく、部屋決めくじ引きに。

　今、決着がつく……っ！




　　　　◆　　◆　　◆




　妙みような熱気で行われたくじ引き大会のあと。

　おれたちは四人揃そろって、大広間にて夕食を済ませた。

　海の幸さちが自じ慢まんの一品だとか、女将おかみさんが言ってたような気がするけど……申し訳ないけど、うろ覚えだ。

　なんなら何を食べたのかさえ、いまいち思い出せない。

　それくらい、おれは──こいつと部屋へ戻もどることに、緊きん張ちようを隠かくせずにいた。

「…………」

「…………」

　静せい寂じやくが支配する、二人っきりの部屋。

　おれはただひたすらに、荷物整理を繰くり返している。

　かれこれ十回は、中身の出し入れをしているレベルだ。

「……ねぇ？」

「はいっ!?」

　そうして、無心にカバンの中を覗のぞき込んでいると──ふいに背後から声を掛けられた。

　……さすがにこれ以上、やり過ごすのは無理があるか。

　おれはおそるおそる、後ろへと向き直った。




　そこに佇たたずんでいるのは────天あま里さと美織。




　幼よう稚ち園えんの頃ころからの幼なじみにして、おれが片かた想おもいをしている相手だ。

「そうくんってば、いつまで荷物整理してるの？　もう一時間以上経たつよ？」

「あ、ああ。ごめん。もう終わったから」

　窓まど際ぎわに体育座りをして、ジト目でこちらを睨にらんでいる美織に、おれはしどろもどろに返事をする。

　カードゲームアニメの主人公ばりのテンションでくじを引いたティナは、舞華と同じ『赤』のくじを、見事に引き当てた。

　まぁ一度は不正を働こうとした奴だからな。勝利の女め神がみもさすがに、ご立腹だったんだろう。

　そんなわけで、おれと美織が同室ってことになったわけなんだが。

「……ねぇ。なんで黙だまってるの？」

「え……いや。別に……」

　見つめ合ったまま、一言も発しないおれに対して、美織はぽつりと呟つぶやく。

　いや、そんなこと言われたってさ。

　好きな相手と二人っきりで、夜の宿屋の一室にいるんだぜ？

　意識するなって方が無理だろ。

【なーにやってんの、奏汰っち？　これは美織っちとフラグを立てる、絶好のチャンスなんだよ？】

　片手に持ったスマホに、神様からのメッセージが届く。

　うるさいな。分かってるよ、そんなことくらい。

　分かってるんだけどさ……どうしても、うまく話せねぇんだよ。

　我ながら情けないとは思う。

　小さい頃は、一いつ緒しよの布ふ団とんで寝ねたりもしてたんだけどな。

　だけどおれたちも、今や高校生。

　二人同室で寝るなんてシチュエーションに置かれたら……さすがに悶もん々もんとしてしまうわ。

　美織と結ばれたくて、テンプレの神様に祈いのりを捧ささげて。

『幼なじみは嚙ませ犬』という、どうしようもないテンプレのせいで、美織との間に距きよ離りができて。

　これまで以上に美織を意識してるから──なおさらだ。

「……取りあえず、布団でも敷しこっか。そうくん」

「お、おう……」

　そうして気にすればするほど、頭の中が真っ白になってしまってどうしようもないので、おれは美織に促うながされるまま布団を敷いていく。

　距離を離はなして二組の布団をセットし、その間にカバンやら荷物やらで仕切りを作る。

「……明日もあるし、そろそろ寝よっか」

「あ……ああ。そうだな」

　電気を消して、おれと美織はそれぞれの布団に潜もぐり込む。

　そして互たがいに背中を向け合い、横になった。

　きっとＲＩＮＥレインには神様から、「情けない」だのなんだのと、大量のメッセージが届いてるんだろうな。

　まぁ腹が立つだけだから、いちいち見ないけどさ。

「……そうくん。起きてる？」

　そのとき、ふいに。

　背中越ごしに美織が、小声で話し掛かけてきた。

　ドキンと、胸が高鳴るのを感じる。

「……もう寝ちゃった？」

「いや……起きてるけど。どうした？」

　平静を装よそおいつつ、おれは顔も向けずに返事をする。

「なんか寝付けなくってさ……まだ結構、早い時間だし」

「だな。おれもなんか、目が冴さえちゃってるよ」

　目が冴えてる原因は、主に美織が隣となりにいるからなんだけど。

「えへへ……こうして、同じ部屋で寝るのなんて、久しぶりだね？」

「うーん。小学生くらいが最後だったっけか？」

「もぉ。忘れちゃってるんでしょ、そうくん？　あたしはちゃんと覚えてるからね。そうくんと最後に、一緒に寝たとき」

　──ねぇ、こっち向いてよ。

　美織が小声で囁ささやくので、おれはゆっくりと身体からだの向きを変える。

　目の前に置かれた美織の旅行カバンが、ずるずると動かされた。

　そうして──おれと美織は、寝転がった姿勢のまま、暗がりの中で見つめ合った。

「こんな感じで。二人で顔を合わせてお喋しやべりしながら寝たの、覚えてない？　小学六年生のとき」

「……あ」

　美織に言われて、おれはふっとそのときのことを思い出した。

　美織のお父さんとお母さんの帰りが遅おそかった日。

　ちょうど大型台風が関東地方を直ちよく撃げきしたもんだから、急きゆう遽きようちで美織の面めん倒どうを見ることになったんだっけ。

　そうして、おれの部屋で一緒に寝ることになった美織。

　ガタガタと風に揺ゆれる窓ガラスの音を聞きながら、おれと美織は隣となり合った布団で、寝付くまでずっとしゃべり続けていた。

　学校の話、共通の友達の話、当時流行はやってたゲームの話……。

　今考えると、ほんとに他愛もない、なんてことない雑談。

　だけどなんだか、ずっとドキドキしていたような気がする。

　それはきっと、台風のせいなんかじゃなく……。

「……あのときさ。あたし、なんだか緊張しちゃって、そうくんが寝ちゃったあともしばらく起きてたんだよね」

「え。そうだったのか？」

「うん」

　それだけ言うと、美織は布団で口元を覆おおい隠す。

　そして、上うわ目め遣づかいにこちらを見て。

「……今もそう。すっごく、緊張してる」

　それはこっちのセリフだよ。

　何その、かわいい仕草。心臓が止まりそうになったんだけど。

　なんなの？　さっきから美織は、おれを殺そうとしてるの？
















　──ああ。

　この数センチの距離すら、なんだかもどかしい。

　美織に触ふれたい。

　美織の腕うでの中で猫ねこみたいに丸まって、安らかな眠ねむりにつきたい。

　……なんてな。

　そんなこと、このチキンなおれが言い出せるわけもな──。

「ねぇ、そうくん？　……もっとそばに、来てくれない？」

　………………はい？

「あ！　ご、ごめん!!　嫌いやに決まってるよね。な、なんでもないから！　忘れて!!」

　おたおたと手を振ふって、美織はそのまま頭から布団をかぶった。

　おれは状じよう況きようが飲み込めず、無言で硬こう直ちよくしている。

「……忘れた？」

「いや。そんな、一・二のポカンじゃ、忘れられないだろ」

「うう……恥はずかしい」

　布団の中でもぞもぞと蠢うごめく、ちっちゃな女の子。

　おれの大好きな、幼なじみ。

「……嫌なわけ、ねーだろ」

　思いがけず、おれの口からそんな言葉が溢あふれ出す。

「おれだって、もっと美織の近くに行きたい。あの頃みたいに……いや、あの頃以上に。お前のそばに、近づきたいよ」

「……本当？」

「ああ」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、美織がひょこっと、目元まで顔を覗かせる。

　そして、布団をめくった美織は。

　水色のかわいいパジャマ姿のまま、顔を真っ赤にして……おれに向かって両腕を広げた。

「じゃあ……こっちに来て？　あたしも、もっと……そうくんと、近づきたい」

　──なんだなんだ、このおいしい展開は!?

　テンプレどおりに進むと、幼なじみルートは最難関。そうそう簡単にフラグが立つはずがないのに。

　ひょっとして、これってあれじゃない？

　超ちよう低確率で発生するって神様が言ってた、『幼なじみといい感じになるテンプレ』が起きてるんじゃないのか？

　おれの人生、ただいま絶賛フィーバー中なんじゃないのか!?

　だったら、おれの取るべき行動は、ただひとつ──。

「な、なら……行くぞ、美織？」

「う、うん……そうくん、来て？」

　そんな、短い言葉を交かわして。

　おれはゆっくりと、美織の布団の中へと──。




「そこまでです！　お二人とも!!」




　そんな、絶ぜつ妙みようのタイミングだった。

　バルバルバル……と、けたたましくヘリコプターの音が、窓の外から鳴り響ひびき。

　ガシャン！　と、窓ガラスをぶち破って。

　おれの足元に──グサッと枕まくらが突つき刺ささった。

　……枕が突き刺さるの意味がよく分かんないと思うけど、文字通り畳たたみに対して刺さっているのだから仕方ない。

「ふっふふー!!」

　そしてさらに──ガシャンッと。

　隣の窓ガラスをぶち破って……二人の少女が、部屋に飛び込んできた。

「アルゼクラン皇国の第五皇女、ティナリア＝アルゼクラン──呼ばれて飛び出てじゃじゃじゃじゃーん、ですっ！」

「同じく参上。『戦場に咲さく絶ぜつ炎えんの華はな』夜や霧ぎり舞華だ」

「お呼びじゃねーよ！　宿の窓を軽々しく割ってんじゃねぇぞ!!」

　ああ、もう。突とつ発ぱつ性せいの頭痛がしてきたわ。

　深く深く嘆たん息そくしながら、おれは布団から起き上がる。

「何しに来やがった、お前ら」

「せっかくのお泊とまり旅行なのですよ？　お泊まり旅行の夜といえば、枕投げ！　というわけで、開幕の合図に窓から枕をぶち込んでみました」

「舞華は『影狩りシユレイド』なのに、枕投げができるなんて……っ！　剣けんを枕に持ち替かえる日が来るだなんて……っ!!」

　ドヤ顔のティナと、涙なみだを拭ぬぐっている舞華。

「というわけで、奏汰さま。美織さん。枕投げ大会をはじめましょう。具体的には、そこに突き刺さっているアルゼクラン皇国特製の枕で！」

「やっぱり普ふ通つうの枕じゃねぇのか、これ！　下手な刃は物ものより綺き麗れいに刺さってるからおかしいと思ってたけどよ!!」

「はい。アルゼクラン皇国の財力を駆く使しして開発した、『ドグラ・枕』です」

「何その、精神に異常をきたしそうな名前。絶対ろくなもんじゃねぇだろ!!」

「普通の枕と同じ重さなのに、あら不思議。投げると鉄板すら粉ふん砕さいするほどの威い力りよくを発揮する、スーパーパワーの枕ですよ」

「そんなもん、当たったら死んじまうだろうが！　せめて普通の枕にしろ!!」

「舞華、知らなかった。命のやり取りから生まれる友情。そういうのもあるんだ……」

「ねぇよ、この世間知らずが！」

　思わずツッコむが、なにやら得心したらしい舞華は聞く耳も持たず、畳から『ドグラ・枕』を抜ぬき取った。

　そして、大きく振りかぶって……。

「って、待て待て！　舞華。それは枕じゃねぇ、ただの凶きよう器きだ!!　投げんなよ、絶対投げんなよ!?」

「ふむ……舞華さん、ご存じですか？　日本文化において、『絶対するなよ』という前まえ振ふりは、『絶対やれ』という意味なのだそうですよ」

「把は握あくした。『影狩りシユレイド』の誇ほこりに掛かけて……確実に、奏汰の顔面に当ててみせる」

「くだらねぇことに『影狩りシユレイド』の名前を出してんじゃねぇぞ！　っていうかマジでダメだからそれ!?　美織、お前もなんか言ってやってくれよ！」

「……知らない」

　足元では頰ほおを膨ふくらませて、そっぽを向いて座っている美織の姿が。

「せっかく頑がん張ばったのに……そうくんの、ばか」

　なんでやねん。

　どう考えても、唐とう突とつに殺人枕を持ってきた二人組が悪いでしょ。文句言うなら、このテロリストグループに言えよ！

「さぁ、奏汰……覚かく悟ごはいい？」

「よくねぇっつってんだろ！　どいつもこいつも……人の話を聞けええええええええ!!」




　おれの絶ぜつ叫きようが、静かな海辺の宿屋に響き渡わたる。

　あーあ、もう。

　せっかく美織といい雰ふん囲い気きだったのに、結局最後はいつもどおりの流れになっちまうんだから、やってらんねぇよな。

　テンプレの呪のろいは、そんなに甘くないってことか……はぁ。




　　　　◆　　◆　　◆




「……うん？」

　まぶたをくすぐる眩まぶしさに目を開けると、そこには見慣れない天てん井じようがあった。

　あれ……ここどこだっけ？

　ボーッとする頭のまま上体を起こし、辺りを見み渡わたす。

　割れた窓ガラス。なんか壁かべに突き刺さってる枕。

　敷しいてある布ふ団とんもぐちゃぐちゃになってて、目も当てられない惨さん状じようと化している一室。

　ああ、そうだ。

　おれたちは四人で、海まで旅行に来てたんだっけ。

　そして、ティナのおっぱじめた殺人枕投げ大会の結果、こんな地じ獄ごく絵え図ずみたいな状況になったんだった。

　そばを見ると、そこには掛け布団の上で力ちから尽つきたように眠っている、美織と舞華の姿があった。

　はだけた浴衣ゆかたから覗のぞく細い手足や胸むな元もとが、あまりにも目に毒なので……おれは即そく座ざに顔をそむける。

　ったく。せっかく部屋割りまでしたくせに、結局みんな同じ部屋で寝ねてんじゃねーか。

　それもこれも、毎度のことながら、ティナの奴やつがわけの分からん騒そう動どうを起こすから……。

「ん？」

　そういえば、ティナの姿がないな。

　確かおれが寝落ちする寸前まで、一いつ緒しよにいたはずなんだけど。

　自分の部屋にでも帰ったのか？

　それだったらそれで、別にいいんだけど……。

「……まぁ散歩がてら、ちょっと外に出てみるか」

　そう独り言ごちると、おれは浴衣から私服に着き替がえて、夜の海辺へと出た。

　特に確信があるわけじゃない。

　ないんだけど……なんとなく、ティナは部屋に戻もどってないような気がするんだよな。

　誰だれもいない夜の海で、寄せては返す波の音だけが響き渡る。

　そうしてしばらくの間、砂すな浜はまを歩いていると。

「……あら？　結むすび野のくんじゃない」

　ちょうど目の前から、見知った女子が近づいてくるのが見えた。

　首元で二つ結びにした黒くろ髪かみ。少し太めの眉まゆ。

　暗くら闇やみのせいでなおさら、分厚いレンズの眼鏡の奥は窺うかがい知れない。

「モブ子？」

　おれはその特とく徴ちようの薄うすい、ゲームでいうところの村人ポジションな奴のあだ名を呼んだ。

　茂も部ぶ花はな子こ。通つう称しようモブ子。

　夜の海辺だというのに、なんでセーラー服を着てるんだ。こいつは。

「偶ぐう然ぜんね。こんなところで会うなんて」

「まったくだ。なんでお前、こんなとこにいるんだよ？」

「家族旅行に来てたの」

「四月だってのに、海にか？」

「それはお互たがい様でしょ？」

　そう言われると、返す言葉もないけど。なんか『テンプレートデイズ』が無理やり偶然を引き起こしたような気が、しないでもない。

「それで目が覚めちゃったから、ちょっと夜風に当たりに来たの。結野くんこそ、こんな時間に何してるの？」

「まぁ似たようなもんだ。散歩がてら出てきたのと……なんか部屋にティナがいなかったから、ひょっとしてこの辺にいたりしないかな、と思ってな」

「アルゼクランさん？　アルゼクランさんなら、ついさっきあっちの方に歩いて行くのを見み掛かけたけど」

　そう言ってモブ子が、岩場の方を指差す。

　あそこって確か、犬いぬ巻まきさんが言ってた……『願い石』がある場所じゃなかったか？

「そうか、ティナの奴……おれたちに隠かくれて、一人で『願い石』のところに行ったのか」

　ったく、こんな夜中に何考えてんだか。

　一人で出歩いて、何かあったらどうするんだよ。

　半ば呆あきれつつ、おれはモブ子にお礼を言って、『願い石』の方へと歩き出した。




「『願い石』？　あそこにあるのは、『呪のろい石』よ？」




　…………は？

　後ろから告げられた思いがけないフレーズに、おれは足を止めて、モブ子の方へと振ふり返った。

「ねぇ、知ってる？」

　本家情報通は、眼鏡をくいっと直しながら、淡たん々たんと語りはじめる。

「『呪い石』にはね、かつてこの世を支配しようとした、『影かげの魔ま物もの』と呼ばれる一族の頭領の力が封ふう印いんされてると言われているの。『影の魔物』たちの大半は東北地方に封ふうじられたのだけど、どうやら頭領だけがそこから逃のがれたみたい。そしてこの場所で──ようやくその力を、石の中に封じることに成功した」

『影の魔物』？　東北地方？

　おいおい。それってひょっとして、『影の使徒ハルデア』のことじゃねぇのか？

　犬巻さんの言う「どんな願いでも叶かなう」とかいう触ふれ込みとは、随ずい分ぶんと話が違ちがうじゃねぇか。どうなってんだ？

「……結野くん。この世を支配しようとする怪かい物ぶつなんて、空そら恐おそろしい話だと思わない？」

　モブ子は眉まゆ尻じりを下げて、小さく肩かたを震ふるわせた。

　そして、おもむろに星の瞬またたく夜空を見上げて。

「ねぇ。世界がずっと、平和だといいわよね？　この綺麗な空の下、みんながいつまでも幸せでいられるような……そんな世界だと」

　はい、変なフラグ入りましたー!!

「封印が解けるはずがないって信じてる。信じてるけど……なんだか不意に怖こわくなるの。もしもまた、そんな恐おそろしい力が蘇よみがえったとしたら……この当たり前の平和が、なくなっちゃうんじゃないかって」

　お願いだから、これ以上余計なこと言わないでくんない？

　唐突にお前がぶち込んだ一連のくだりのせいで、完全に世界の危機が訪おとずれるテンプレ展開に入ったんだけど。どうすんだよ、これ。

　ああ、もう……。

　おれはぐしゃぐしゃと頭を搔かくと、岩場の方へと駆かけ出した。

　取りあえずティナの奴を、早いところ見つけないと。




　あいつが変なテンプレ展開に巻き込まれる──その前に。




　　　　◆　　◆　　◆




　息を切らしながら岩場の近くまでたどり着くと。

　いつもどおりなピンクのワンピース型ドレス姿をした、ティナの後ろ姿を見つけた。

「ティナ！」

「ふぇ？　奏汰さま？」

　おれの登場が思いがけなかったのだろう。

　ティナはきょとんとした顔をしながら、こちらを振り返る。

「どうしたんです、奏汰さま？　こんな夜中に、こんなところで……はっ!?　まさかわたしを夜の海辺に誘さそい込んで、あんなことやこんなことを……っ！」

「しねぇよ！　お前が勝手にいなくなるから、心配して探しに来たんだろうが」

「あ……えへへ。心配してくださったんですね。ありがとうございます、奏汰さま」

　気き恥はずかしそうに頰を搔いて、ティナははにかむように笑う。

　ったく、相変わらずのんきな奴だな。

「まぁ無事だったからよかったけどよ……こんな暗い時間に、一人で出歩くなよな」

「はーい。えへへ」

「ほら。それじゃあ帰るぞ、ティナ」

「……あ。奏汰さま。ちょっとだけ、ここで待っててもらえます？」

　そう言ってティナは、岩場の中を指差した。

　そこには他ほかのゴツゴツした岩とは異なる──丸みを帯びた黄金色の石が鎮ちん座ざしていた。

「きっとあれが、犬巻さんの言ってた『願い石』ですよっ！　せっかくここまで来たんです。せめてお願い事だけでもしていかないと」

　胸元で手を合わせて、恋こいする乙女おとめみたいなポーズを取るティナ。

　どこまでもマイペースだな、こいつは。

「あのなぁ。そんなの、夜が明けてからみんなで来ればよかっただろ」

　モブ子の話によると、あれが『願い石』だっていうこと自体、そもそも誤情報の可能性があるしな。

　触さわらぬ神に祟たたりなし。

　ポケットに入っているスマホを思い浮うかべながら、つくづくそう思う。

「……嫌いやです」

　けれど。

　ティナは首を横に振って、岩場の方へと進みはじめる。

「だから、やめとけって！」

　おれは慌あわてて、ティナの二の腕うであたりを摑つかんだ。

　だけどティナは、それを勢いよく振り払はらう。

「やめません！」

　睨にらむようにおれを見つめるティナの瞳ひとみは、どことなく潤うるんでいる。

「みんなでなんて、ダメなんです……美織さんと一緒じゃ、ダメなんです」

「なんでだよ。願い事なんて、誰と一緒に来たって変わらな──」

「変わるんです！」

　静まり返った海辺に、ティナの声が反はん響きようする。

　そしてティナは、ギュッと唇くちびるを嚙かみ締しめて。

「……奏汰さま、美織さんと一緒の部屋になりましたよね」

「お……おう？」

「奏汰さまは、美織さんと同じ部屋になって、ドキドキしました？」

「そ……そりゃあ、女子と一緒に寝ることになったら、誰だって……」




「もし相手がわたしだったとしても、同じくらいドキドキしてくれました？」




　────瞬しゆん間かん。

　一ひと際きわ大きな波が、岩場へと打ち付ける音が聞こえた。

　そして、波が引くとともに……静せい寂じやく。

「沈ちん黙もくが答え、ということでよろしいですか？」

　ぐるぐると、思考が巡めぐる。

　だけど、適切な言葉が見つからない。

　何も──言えない。

　そうこうするうちに、ティナがすっと、寂さびしげに視線を逸そらした。

「……お願いです。行かせてください」

　そして再び、ティナは岩場の方へと歩き出す。

　──彼女を止める権利は、多分おれにはない。

　だけど──モブ子の話によると、あれは『願い石』なんかじゃない。

　むしろもっと禍まが々まがしい……『呪い石』と呼ばれるものだという。

　そんな危険なものに、ティナを近づけさせるわけにはいかない。

　たとえ、恨うらまれることになったとしても。

　おれはティナを止めないと、いけないんだ。

「ティ──」

　────!?

　声が……出ない!?

　喉のどに手を当てて、必死に叫さけぼうとする。

　しかし一向に、おれの声が空気を震わせることはない。

　なんだ？　何が起きてやがる!?

「……『氷魔咆哮ブリザコール』」

　耳元でぽそりと、誰だれかが呟つぶやいた。

　その凍いてつく氷のような声に、ぞくりと背筋が寒くなる。

「邪じや魔ましないでよ……もう少しなんだからさぁ」

　声の主はポンと、おれの肩に手を置くと。

　ゆっくりと──目の前へと歩み出た。

「こんばんは。結野奏汰くん？」




　目元を覆おおう長さの紫むらさき髪がみ。

　ひょろっとした体格。

　黒いローブを羽織り、フードをかぶったその少女は。

　やっぱりというかなんというか……テンプレどおりに。




　──犬巻狩か留る魔ま、その人だった。




　　　　◆　　◆　　◆




「ティナリア＝アルゼクランも行ったことだし……いったん『氷魔咆哮ブリザコール』を解除してあげるよ。そうしないと、話しづらくて仕方ないからねぇ？」

　そう独り言ごちて、犬巻さんはパチンと指を鳴らした。

　瞬間、喉の奥につっかえていたものが、すっと氷解したような感覚を受ける。

「……お前、やっぱり犬巻さんだったのか。あの暗殺者の」

　ようやく声が出せるようになったおれは、犬巻さんを睨みつけて言い放った。

　しかし犬巻さんは、おどけたように肩をすくめて。

「違うよ。自分は、二人目だから」

「はぁ？」

「君の言ってる暗殺者──犬巻殺ころす代よは、確かに自分と同じ組織の人間だよ。ティナリア＝アルゼクランと、その婚こん約やく者である結野奏汰……貴様たちを殺すために雇やとわれた、アサシン集団。自分はその、二人目の刺し客かくというわけさ」

　某ぼう国こくに雇われたという、ティナの命を狙ねらう組織。

　犬巻殺代は確かに、そうした組織に属する殺し屋だと言っていた。

　そうか──犬巻狩留魔も、その一味というわけか。

「……で？　なんでお前ら、同じ顔してんだよ？　すげぇそっくりなんだけど……ひょっとして、姉し妹まいかなんかか？」

「いいや。殺代と自分に、血の繫つながりはないね。ただ、我々の組織の構成員は、みな同じ顔をしている……それだけのことさ」

「いやいやいや。ただそれだけのこと、で流すような話じゃないよね？　なんでみんな同じ顔なのかとか、結構重要だろ!?」

「説明すると長くなるんでね。悪いけど、省略させてもらうよ」

　そこ省略するなよ！　普ふ通つうに気になるわ!!

　なんなの。ショ○カーの戦せん闘とう員みたいなもんなの？

　同じ覆ふく面めんかぶってるのと、同じ顔してるのじゃあ、レベルが違ちがう気もするけど。

「ともかく──自分たちの組織には、色んな連中が属していてね？　殺代のような、ただの人間もいれば……自分のような、人外の存在もいる」

「人外……だと？」

「そう。自分はね……人間と『影の使徒ハルデア』の、ハーフなんだよ」

　人間と他種族のハーフ。

　マンガやアニメだとよく見み掛かけるキャラ付けだけど、まさかこんなところでその設定が出てくるとは。

　もう完全に、シリアスなテンプレ展開に突とつ入にゆうしちまってるな。これ。

　いつかの初代犬巻さんとのくだりなんて、もはや別作品だろ。『テンプレートデイズ』には整合性という言葉を、ぜひ辞書で引いてほしい。

「殺代は組織の命令どおり、貴様らを殺すことを目的にしていた。もちろん自分も、育ててもらった恩があるからね。その基本は変わらないんだけど……もっと大きな、目的も持っているんだぁ」

「なんだよ、その目的ってのは？」

「『影の使徒ハルデア』による、世界征せい服ふく」

　二代目犬巻さんが、さらっと恐おそろしいことを言い放つ。

　────ピコンッ♪

　そんな切せつ迫ぱくした空気を切り裂さくように、ＲＩＮＥの通知音が鳴った。

　さすがは神様！　ナイスタイミングだ!!

　きっとこのカオスな展開に対して、何かアドバイスをくれるに違いねぇ。

【寝ね起おきなう。何やってるの、今？】

　前言超ちよう撤てつ回かい。

【何やってんのはお前だ！　なんで普通に寝てんだよ、この状じよう況きよう下かで!!】

【えぇ……枕まくら投げのあと、みんな寝てたじゃんー。課金の底も尽つきたことだし、たまには早寝しようと思ってさぁ】

【お前、そんなレベルで課金してんの？　っていうか神様って、日本円持ってんだ？】

【あるわけないでしょ。お金の出所はぁ……奏汰っちのよ・き・ん☆】

　きゅんぴょこ＄

　降り注ぐお札に目を煌きらめかせている、黒くろ髪かみツインテール少女のスタンプが押される。

【……当然だけど、あとで返すつもりなんだよな？】

【いつからお金を返すと錯さつ覚かくしていた？】

【いいから耳を揃そろえて返しやがれ！　美織との関係どころか、おれのお財さい布ふ事情までぶち壊こわしやがって!!　このバカ神が！】

「……さっきからスマホをいじってるけど。随ずい分ぶんと余よ裕ゆうだねぇ？」

　二代目犬巻さんの冷静なツッコミに、おれはスマホから顔を上げる。

　おれの預金残高も気き掛がかりだけど──確かに、世界の命運の方が重要だもんな。

「世界征服とは、随分大きく出たな。なんでそこまでするんだよ？」

「父上の宿願を叶かなえるため……とでも言っておこうかな？　自分の父上──『影の使徒ハルデア』の長おさはね、世界を滅ほろぼす直前で『影狩りシユレイド』に敗れ去り……その力を『呪のろい石』に封ふうじられたんだよ。自分はそんな父の、復ふく讐しゆうを遂とげてみせるんだぁ」

　両手を高らかにかかげ、犬巻さんは不敵に笑う。

「『呪い石』の封ふう印いんを解くためには、『影狩りシユレイド』の力が必要……だから最初、自分は夜霧舞華を精神的に追い詰つめようとしたんだ。独りぼっちになった彼女が願い事を叶えようと、『呪い石』のもとへと赴おもむくように」

　なるほど。だから海で会ったとき、やたら舞華にだけ冷たくしてたのか。

　小麦粉メンタルな舞華だし、その作戦もあながち的外れじゃなかったとは思うけど……。

「……まぁ、残念だったな。結局のところ、ここに来たのは舞華じゃなくてティナの方だった。ティナには『影狩りシユレイド』の力なんてない。つまりお前の作戦は、失敗に終わったってわけだ！」

「ふふ……果たしてそれは、どうかなぁ？」

　ぞっとするほど冷たい瞳ひとみで、犬巻さんは笑う。

　なんだ？　こいつ、何を狙っていやがる？

「むむ？　ここに何か書いてありますね」

　岩場の方へ視線を向けると、ティナはいつの間にか『呪い石』の前に立っていた。

「『炎華の剣ヴアルレイド』を刺さしてね☆　……ですって？　願いを叶えるためには、舞華さんみたいな異能の力が必要ということなんですか……むぅ」

　口元に手を当てて、眉まゆをしかめるティナ。

　そうだ、ティナ。

『影狩りシユレイド』の力がない以上、お前がその石に働き掛かけることはできない。

　だから諦あきらめて、さっさとこっちに戻もどって──。

「それならこれですっ！　じゃじゃーん!!　そして……えいっ！」

　グサッと。

　ティナは『呪い石』に、それを突つき刺した。

　────『皇姫の剣アルゼレイド』。

　アルゼクラン皇国の財力を駆く使しして開発した、舞華の『炎華の剣ヴアルレイド』を模した剣けん。

　黒こく炎えんを纏まとうだけしか能のない、見かけ倒だおしな武器。




　……だけど。

『皇姫の剣アルゼレイド』が差し込まれた瞬しゆん間かん、『呪い石』はプリズムのように、光を放ちはじめた。




「あははははは！　やっぱり思ったとおりだ!!　ティナリア＝アルゼクランの持つあの剣は、『影狩りシユレイド』の力を再現している！　つまり……これで、『呪い石』の封印は解き放たれたってわけだ!!」

　うっそだろ!?　あのくだらないギャグシーンに出てきたアレが、まさかこんな重要シーンの伏ふく線せんになってんのかよ!?

　なんか釈しやく然ぜんとしないけど……実際に『呪い石』の封印が解かれた以上、四の五の言っていられない。

　ティナ！　今すぐそこから離はなれろ!!

「…………!?」

「無む駄だだよぉ？　『氷魔咆哮ブリザコール』を使って、再び君の声を奪うばった。その叫さけびは、ティナリア＝アルゼクランには届かない」

　喉のどが凍てつくように痛い。

　ならばティナのところへ向かおうと、駆かけ出そうとするけれど……足も動かない。

　見ると、おれの脚あしは──完全に凍こおり付いていた。

「自分の力は、『氷』を操あやつること。君の声も、動きも……全すべて封じたんだぁ。もう終わりだよ？　終わりが今、はじまるんだ」

　……ふざけんな！

　ティナ、逃にげろ。逃げるんだ!!

　海で言ってたみたいな……おれを虜とりこにして、身も心も自分だけのものにしたいとか。

　そんなくだらない願いをしてる場合じゃねぇぞ!!

「……『願い石』さん、どうかお願いします」

　そんなおれの心の叫びなど、露つゆ知しらず。

　ティナはそっと瞳を閉じて、胸の前で手を合わせた。

　そして、ふっと優やさしく微笑ほほえんで。

　祈いのるように。

　ゆっくりと願い事を──口にした。




「どうか、いつまでも……奏汰さまと一いつ緒しよに、笑っていられますように」




　瞬間。

『呪い石』から漆しつ黒こくのオーラが、湧わき上がった。




　　　　◆　　◆　　◆




「あははははははは!!　父上！　漆黒の力、お借りします!!　そしてこの犬巻狩留魔が……必ずやその宿願を、叶えてみせましょう!!」

　高笑いする犬巻さんの身体からだへと……『呪い石』から湧き出たオーラが、降り注いだ。

　そして漆黒の闇やみに包まれた犬巻さんは、少しずつその姿を変化させていく。

　その体たい軀くは、人間を超こえた大きさになり。

　破け散った服の下から覗のぞく皮ひ膚ふは、黒い体毛に覆おおわれて。

　三頭に分かれた顔は、獰どう猛もうな獣けもののそれへと切り替かわり。

「グオオオオオオオオオオオオッ!!」

　最後に天地を穿うがつような咆ほう哮こうを上げたかと思うと──かつて犬巻さんだったものは、四つ足で地面を蹴けり上げ、ティナのそばに舞まい降りた。

　それは三つの頭を持つ、醜しゆう悪あくな犬のごとき怪かい物ぶつ。

「えっ？　な、なんですか!?　い、いやああああああああああ!?」

　目の前に突とつ然ぜん現れた怪物に、ティナは悲鳴を上げる。

「世界征服の前に、まずは貴様からだよ──ティナリア＝アルゼクラン？　自分を育ててくれた組織の命により……抹まつ殺さつするからねぇ!!」

　怪物と化した犬巻さんが、獰猛な牙きばを剝むき出して──ティナに飛び掛かった！

　助けないと。ティナを、護まもらないと！

　焦あせる気持ちとは裏腹に、凍り付いた脚はまったく動いてくれない。

　そうこうしているうちに、怪物の牙はティナの喉元へと……。

「『炎華の剣ヴアルレイド』剣技──『煉獄斬波デツドブレイズ』!!」

　瞬間──炎ほのおの竜たつ巻まきが、犬巻さんの変化した怪物の腹部を捉とらえた。

　そしてそのまま怪物を包み込んだ炎は……かまいたちのごとく、その全身を切り刻んでいく。

「ティナ！　怪け我がはない!?」

　炎のように真っ赤なポニーテール。

　巫女みこ装しよう束ぞくから覗くほっそりとした手足。

　そして、その細い体軀には不ふ釣つり合いな──巨きよ大だいな赤き剣。

「ま、舞華さん！」

　ティナがその名を呼ぶと、舞華はホッとしたように笑みを浮うかべた。

「よかった……無事だったか」

「くっ……夜霧舞華！　『戦場に咲さく絶ぜつ炎えんの華はな』!!　貴様、なぜここに？」

　炎を振ふり払はらい立ち上がった怪物が、吼ほえるように叫ぶ。

「美織に起こされた。奏汰とティナが、いないって。それで外を探してたら……茂部さんから、二人がここに向かったって教えてもらった」

　さすがです、モブ子さま！

「そうして来てみたら……まさか、こんな大物に出会うとは思わなかった。文ぶん献けんでしか見たことはないけれど──『影の使徒ハルデア』の長、『ベルベロス』だな？」

「そうだよ？　『影の使徒ハルデア』を統すべる者・ベルベロス──その力を受け継ついだ娘むすめ。それこそが、この──犬巻狩留魔なんだよぉ!!」

　ティナを背後に隠かくれさせ、かつて犬巻さんだった者を睨にらみつける舞華。

　そんな舞華を、悠ゆう然ぜんと見下ろすベルベロス。

「そうくーん！」

　そんな緊きん迫ぱくした状況を見守っていたおれのもとへ。

　舞華と一緒に来たのであろう美織が、足早に駆け寄ってきた。

「何これ!?　脚が凍っちゃってるじゃない！　大だい丈じよう夫ぶなの、そうくん!?」

　応答しようとするけれど、声を封じられているせいで、何も伝えることができない。

「ひょっとして、喋しやべれないの？　あの怪物に、何かされたの!?　──舞華!!」

「任せて──『炎華の剣ヴアルレイド』！」

　ベルベロスを見み据すえたまま、舞華はその巨大な剣を一振りした。

　すると、小さな炎の球がおれのもとへと飛んできて──瞬間的に、全身を包み込んだ。

　熱さは感じない。

　だけど確実に、舞華の炎はおれの脚の氷を消しよう滅めつさせた。

「……治ったのか？」

　おそるおそる声を出してみると、喉の痛みは完全に引いていた。

　すげぇ。さすがは恥はずかしい二つ名を持つ『影狩りシユレイド』だぜ、舞華。

　そうして安あん堵どのため息を漏もらすおれに向かって──美織はギュッと、思い切りよく抱だきついてきた。

「み、美織!?」

「よかった……そうくんが、無事で」

「あー！　美織さん、ずるいです!!　わたしだって、奏汰さまに抱きつきたいです!!」

　おれたちの存在に気付いたらしいティナが、岩場から大きな声を上げた。

　お前、緊きん迫ぱく感かんなさすぎだろ！　状じよう況きようを見ろ、状況を!!

「さすが、能力だけは圧あつ倒とう的だねぇ、夜霧舞華？　これまでも『影の使徒ハルデア』を遣つかわせて様子を見てきたけど……弱点らしい弱点は、メンタル以外に見当たらなかったもの」

　それはそれで、結構致ち命めい的てきな気もするけど。

「本当は貴様を追い詰つめて、封ふう印いんを解こうと思っていたのだけど……その愚おろかなお姫ひめ様のおかげで、手間が省けたよ？」

「ティナは、愚かなんかじゃない」

　舞華はベルベロスを睨み、きっぱりと言い放つ。

「ティナがやらなければ──多分、舞華が『願い石』と勘かん違ちがいして、封印を解いていたと思う。舞華は……この使命から解き放たれて、みんなとずっと一緒にいたいって願っていたから。可能であれば、重じゆう婚こんしたいと思っていたから！」

　後半で台無しだな、この超ちようチョロインは！　なんでもかんでも結けつ婚こんで解決しようとするんじゃねぇ!!

　けれど、舞華はあくまで真しん剣けんな顔で、ベルベロスに語りかけ続ける。

「誰だれもが心に、絶対に叶かなえたい願いを持っている。人はそれがあるから、もっと輝かがやける……そんな気がする。その純じゆん粋すいな思いを弄もてあそんだ、卑ひ劣れつな策略を……舞華は、許さない！」

「許さないなら、どうするって言うのかなぁ？」

「倒たおす。舞華にできるのは……戦うことだけだから!!」

　叫ぶとともに、高らかに跳ちよう躍やく。

　そして舞華はベルベロスの一頭目め掛がけて──『炎華の剣ヴアルレイド』を振り下ろす！

「『氷魔咆哮ブリザコール』」

　しかし、その行動は読まれていたらしい。

　ベルベロスが大きな口を開けて、声を発した。

　瞬間──『炎華の剣ヴアルレイド』の剣先が凍り付く。

「なっ──!?」

「くたばりなよ？」

　ベルベロスが、太く長い尻尾しつぽを振るった。

　かろうじて『炎華の剣ヴアルレイド』で受け止める舞華だが──その威い力りよくを殺すことはできない。

　剣もろとも弾はじき飛ばされた舞華は、地面に激げき突とつし、砂まみれになって倒れ伏ふした。

「舞華！」

「バカな……『炎華の剣ヴアルレイド』の力が、封ふうじられた？」

「『氷魔咆哮ブリザコール』は、ただ物体を凍らせるだけじゃない。異能の力そのものを、抑おさえつけることが可能なんだよ？」

　ベルベロスは淡たん々たんとそう告げて。

　一人岩場に立ち尽つくすティナのことを、睨ねめ付けた。

「あ……」

「ティナリア＝アルゼクラン……覚かく悟ごしてね？　冷たい氷の牢ろう獄ごくの中で、静かな眠ねむりにつくといいよ!!」

　ベルベロスの三頭が、揃そろって大きく口を開いた。

　ぞくっと、肩かたが震ふるえる。

　周囲の気温が、一気に低下していくのを感じる。

　あいつ──これまで以上に強きよう烈れつな、冷気の一いち撃げきを放つつもりか!?

　そんなもん、ティナが喰くらったらひとたまりも……。

「そうくん!?」

　気が付いたらおれは、美織から身を離はなし、駆かけ出していた。

　────ピコンッ♪

【奏汰っち、ダメだよ！　ティナっちは今、死亡フラグに巻き込まれてる!!　近づいたら奏汰っちまで巻き添ぞえに──】

　読みかけたところで、おれはスマホをポケットに放ほうり込んだ。

　見りゃ分かるってんだよ、そんなことは。

　ティナが危ないってことも。

　非力な自分じゃあ、なんもできないってことも。

　下手したら──一いつ緒しよに死んじまうかもしれないってことも。

　だけど……だけど。




『どうか、いつまでも……奏汰さまと一緒に、笑っていられますように』




　ティナがそっと呟つぶやいた願い事が、ふいに頭の中でリフレインした。

　──そして。

「さよならだ……ティナリア＝アルゼクラン!!」

　三つの口から同時に、ベルベロスが『氷魔咆哮ブリザコール』を放った。

　ティナは足がすくんだのか、呆ぼう然ぜんとした顔でその場に立ち尽くしている。




「ティナああああああああああああああああああ!!」




　そんなティナのもとに──おれは全速力で駆け寄って。

　その細い身体からだを、ギュッと抱だきしめて。

　迫せまり来る強烈な冷気に向かって、まっすぐに右手を突つき出して。




「うおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」




　目の前で、白い光が爆はぜた。

　音が消える。

　景色が揺ゆらいで見えなくなる。







　そして世界は────暗転する。








テンプレ圏けん外がい　この恋こいは、テンプレなんかじゃない









　目を覚ますと、おれは洞どう窟くつのような薄うす暗ぐらい空間で寝ね転ころんでいた。

「……どこだ、ここは？」

　上下左右を覆おおっているのは、キラキラと輝く奇き妙みような壁へき面めん。

　ゆっくりと起き上がり、近づいて触ふれてみる。

「──っ!?」

　皮ひ膚ふがただれそうなほどの強烈な冷たさに、おれは思わず手を離した。

　これは──氷？

　ああ……そうか。

　そういえばおれ、ベルベロスの攻こう撃げきからティナをかばって、気を失ったんだっけな。

　ってことは、ここってベルベロスが作った氷の中なのか？

「──そうだ。ティナ。ティナはどこだ？」

　慌あわてて周囲を見み渡わたすと、少し離れたところでうつぶせに倒れているティナがいた。

「ティナ！」

「んっ……」

　抱き寄せて上体を起こすと、ティナは小さな吐と息いきを漏らし、ゆっくりと目を開ける。

「奏そう汰たさま？」

「よかった……無事だったんだな」

　ティナを座らせてから、おれは背後に落ちていたスマホを手に取った。

　右上のアンテナマークには、赤い×が表示されている。

　試ためしに美み織おりに電話をかけてみるが、うまく繫つながらない。

　神様にＲＩＮＥレインで話し掛けようとするが、エラーメッセージが出るばかりで、うまく送信できない。

　くそっ……完全に圏外か。

「奏汰さま」

　後ろからぽつりと、ティナの呟く声が聞こえてきた。

　焦あせる気持ちを悟さとらせちゃいけない。平静を保って見せないと。ティナが不安にならないように。

　自分にそう言い聞かせながら、おれはティナの方へと振ふり向いた。

「どうした、ティ──」

「奏汰さまの、バカ！」

　予想外の言葉に、おれは思わず目を丸くする。

　そんなおれを睨にらみつけて、ティナは唇くちびるをギュッと嚙かみ締しめた。

　そして──目元に涙なみだを蓄たくわえて、頰ほおを朱しゆ色いろに染めて。

「どうしてあんな無茶、したんですか」

「無茶って、ベルベロスの攻撃からお前を助けたことか？　別に理由なんてねぇよ。ただ、放っておけなかったから──」

「放っておいてください！」

　いつになく声を張り上げて、ティナが怒いかりを露あらわにする。

「……死んだら、どうするんですか」

「放っといたら、お前が死んでたかもしれないだろうが」

「わたしはいいんですよ……以前、犬いぬ巻まきさんに命を狙ねらわれたのも。今日、怪かい物ぶつに襲おそわれたのも。全部、わたしのせいなんですから」

「お前のせいじゃねぇだろ」

　ティナの言い分にいささかムッとして、おれは言い返す。

「お前がわざとやってんならともかく、皇女って立場のせいで、こんな目に遭あってんだろ？　それなら、お前の方がよっぽど可哀かわい想そうじゃねーか。そんなんでお前が死ぬなんて、おれが納なつ得とくいかねぇよ」

「奏汰さまは……そんなにも、わたしのことを思ってくださっているのですか？」

「ったり前だろ。そんなことより、早くここから脱だつ出しゆつする方法を考えようぜ」

　心なしか、寒さが増してきたような気がする。

　このまま行くと、おれもティナも凍とう死ししてしまいかねない。

　とはいえ、どうしたもんだかな……。

「奏汰さま」

　そうして思案していると。

　ふいにティナが、服の裾すそをギュッと握にぎり締めてきた。

「どうした、ティナ？」

「……奏汰さまはわたしの願い事、聞いていましたか」

「あ、ああ……？」

　────どうか、いつまでも……奏汰さまと一緒に、笑っていられますように。

　祈いのるように呟いたティナの声が、頭の中で再生される。

「なんか海で言ってたのと、ちょっと違ちがったよな。おれを虜とりこにして、身も心も自分だけのものにしたいとか、そんなこと言ってなかったっけ？」

「……そんなの、冗じよう談だんに決まってるじゃないですか。奏汰さまを虜にしたいのなら、自分で頑がん張ばりますよ。苦しいときの神かみ頼だのみという日本のことわざもありますが、わたしはそうは思いません。苦しいときこそ、神様じゃなく……自分の力を信じないと」

　何気ないティナのその一言が──胸にグサリと突き刺ささる。

　だっておれは、美織に告白する勇気がなくて……テンプレの神様に頼たよってしまったから。

　テンプレの力で、美織から迫られてみたいなんて。自分の手を汚よごさずに済まそうなんて。

　そんな甘い考えを──抱いだいてしまったから。

「なーんて……偉えらそうなこと、言えないんですけどね。わたしも」

　くるりと身を翻ひるがえし、ティナはおれの正面に躍おどり出ると。

　ぺろっと舌を出して、笑った。

「だって結局、願い事しちゃいましたし」

「願うくらい、いいんじゃねぇか？　神頼みだけして努力しないのは、確かにダメかもしれないけどさ……誰だれにだって神様に祈りたくなるくらい、辛つらかったり重かったりする気持ちも、あるだろ」

「そうですねぇ」

　ティナは困ったように微笑ほほえんで、ふっと……天を仰あおぐように顔を上げた。

「辛かったのかな。重かったのかな。わたし、そんなに……」

　そして、目を瞑つぶって。

「美織さんに……負けたくなかったのかな」

　消え入りそうなほど小さな声だったのに。

　その言葉はなんだか、妙みように鮮せん明めいに聞こえたような気がした。

「……ティナ。なんかさっきから変だぞ？」

「ですね。わたしらしくないですよね、こういうの。神頼みだけして落ち込んで、なんにも言わないなんて、変ですよね。やっぱり、わたしは……勝ち負けなんて関係なく、ぶつかっていくのが性しように合ってるみたいです」

　そう言って、ティナはまた、にっこりと笑みを浮うかべた。

　ころころと変わっていく表情が、まるで万まん華げ鏡きようみたいだな、なんて。

　ティナらしいな、なんて……そんなことを思った。

「奏汰さま。わたしはアルゼクラン皇国の第五皇女、ティナリア＝アルゼクランです。お気軽にティナと呼んでいただいて、ありがとうございます」

　そんないつもみたいな自己紹しよう介かいをして。

　スカートの裾を持って、うやうやしくおじぎをすると。

　ティナは、ゆっくりと顔を上げて──。




「奏汰さま。わたしは、あなたが好きです。ずっと前から」




　……ティナに「好き」だなんて言われるのは、いつものことだ。

　だけど──いつもの「好き」と、今の「好き」の重さの違いくらい。

　バカなおれでも、分かった。

　分かったからこそ、おれは──。




「おれにもいるんだ。ずっと前から……好きな奴やつが」




　自分でも驚おどろくほど、はっきりと答えた。

「あはは……ひょっとして、わたしですか？」

「……いいや」
















　逸そらしたくなる目を、決して逸らさず。

　まっすぐにティナを見つめて──おれは言った。




「おれが好きなのは……昔から今までずっと、美織だけだ」




　　　　◆　　◆　　◆




　──テンプレって、なんなんだろう？

　おれはふっと、そんなことを考える。

　空から美少女が降ってくるのが、テンプレ？

　それとも曲がり角で美少女とぶつかるのが、テンプレ？

　マンガやラノベ的な『お約束』だけど、まぁそういう出来事が起きれば「テンプレ乙おつ」と言われても仕方ないだろう。

　だけど、裏を返せば……『お約束』じゃないことってなんだ？

　考えてみれば、おれは『テンプレートデイズ』に出会う前から、ずっとずっとテンプレどおりに生きてきたんじゃないか？




　母親に生んでもらって。

　いつしか歩くようになり。言葉を話すようになり。

　幼よう稚ち園えんに行って。学校に行って。

　誰かと友達になったり、誰かとケンカしたりして。

　毎日少しずつ、大きくなる。少しずつ、年を取る。

　そしていつかは──一人の大人になっていく。




　とても平へい凡ぼんで、ありがちな人生。

　この日本において、大多数の人間に当てはまる生き方。

　それは、まさしくテンプレートデイズ。

　だけど……おれの人生が、他ほかの誰かと完全に一いつ致ちすることなんて、ありえない。

　当たり前の日々の中で、おれが選んできた選せん択たく肢しのひとつひとつが。

　おれだけの毎日を、形作っているのだから。

　──だから。

　この人生は、テンプレなんかじゃない。

　この恋こいは──テンプレなんかじゃない。




　　　　◆　　◆　　◆




「……知ってました」

　美織が好きだ。

　そう告げたおれに対して、ティナは俯うつむきながら、それでも言葉を絞しぼり出した。

「奏汰さまは正直な方ですからね……言われなくても、分かってましたよ」

「……ごめん」

「美織さんにも、そう正直にお伝えすればいいのに」

「できねぇよ。美織とおれが、釣つり合うわけないんだから……フラれるって分かってて、そんなこと言えるわけが──」

「わたしはフラれると分かっていても、あなたに気持ちを伝えましたよ」

　そう言って、ティナはおれの手を握った。

「たとえ負けると分かっていても。逃にげたりだけは、したくなかったから」

「ティナ……」

「あなたはいつまで、自分の想おもいと向き合うことから逃げるんですか？　勝ち目がないなら諦あきらめてしまえるほど、大したことのない想いなんですか？」

「…………」

「逃げないでください。自分の気持ちに、まっすぐ向き合ってください。そして、いつまでも……笑っていてください。わたしは、たとえそばにいるのがわたしじゃなくても……笑っている奏汰さまが、一番好きなんですから」

　それだけ一気に言うと、ティナはふぅとため息をついて、唇くちびるを尖とがらせた。

「それにしても？　こんなにいい女をフるなんて、奏汰さま……後こう悔かいしても知りませんからね」

「ああ……そうかもな。確かにティナは、かわいくって優やさしい……いい女だと思うよ」

「……そういうの、ずるいです。フったくせに、優しくしないでください。泣いちゃいそうです。っていうか、多分泣くので目を瞑ってください！」

「お、おう？」

　そう言われては、目を瞑らざるをえない。

　おれは慌あわてて、瞳ひとみを閉じる。




　瞬しゆん間かん────頰ほおに触ふれる、温かくて柔やわらかい感かん触しよく。




「……え？」

　思わず目を開けると、すっとおれから距きよ離りを取るティナ。

　そして、真っ赤なリンゴみたいな顔のまま、「べーっ」と舌を出すと。

「奏汰さまの、ばーか」

　そして口元に手を当てて、ティナはおれから視線を逸らす。

「さて……それでは行きましょう。奏汰さまには、まだやることがありますし。わたしだって、こんなところで死んでなんてやりません。皆みなさんのところに、帰らなければ」

「そりゃそうだけどよ。どうやって、この氷の中から抜ぬけ出すんだよ？」

「ふっふふー」

　するとティナは、いつもみたいなドヤ顔を浮かべた。

　どんな無理でも通して、道理なんて引っこ抜いてしまう勢いの……ティナらしい笑顔。

　──それに呼応したかのように。

　薄うす暗ぐらかった氷の壁かべが、カッと白く輝かがやきはじめた。

「な、なんだ!?」

　驚くおれを尻しり目めに、氷ひよう壁へきは見る見るうちに溶とけていく。

　そして、しばらくすると──人が通れるサイズの穴が、ぽっかりと空いた。

　その向こうには。

　数人の黒服男たちに囲まれた、プラネタリウムの投とう影えい機きみたいな形状の巨きよ大だい装置が、鎮ちん座ざしていた。

「アルゼクラン皇国の財力を駆く使しして開発した、人工太陽『プラズマストライク』。いざというときのために、護衛の皆さんに出力アップの改造をお願いしていたのです。そのおかげで、ややわたしのガードが甘くなってしまいましたが……」

　なんだよ、いざというときって。

　偶ぐう然ぜんにもほどがあるだろ。都合がよすぎるんだよ。ほんっと、テンプレな展開だな。

　だけど、まぁ……。

「どうです？　お役に立ちましたでしょうか、奏汰さま」

「ああ。これ以上ないくらい、最っ高にな！」




　こういう無茶も、ティナらしくって──悪くないよな。








テンプレその４　正義は必ず、勝つ









　ベルベロスの作った氷の牢ろう獄ごくから抜け出すと、そこには左右二列に整列した、黒服たちの姿があった。

「ティナリア様、ご無事で何よりです！」

「遅おそくなってしまい、大変申し訳ございませんでした！」

「……ちっ、ティナリア様だけでよかったのに」

　おい、最後！　最後!!

　相変わらず、ぜんっぜん歓かん迎げいされてねぇな。おれの存在。

「そうくん！」

　そんな黒服たちの山を搔かき分けて……ちっちゃな少女が、ひょこっと顔を覗のぞかせた。

　離はなれていた時間は僅わずかだったはずなのに、なんだか懐なつかしさすら覚えてしまう。

　それは──おれの世界一大切な幼なじみ。

「美み織おり！」

「そうくん……そうくん、よかった……無事で」

　肩かたを震ふるわせながら。涙なみだで目を真っ赤にしながら。

　美織はおれの胸に……勢いよく飛び込んできた。

　そのまましゃくり上げる美織を見て──おれはたまらず、強く抱だき締しめ返す。

「ごめんな、心配掛かけて」

「……うん」

　そうして美織としばし抱き合ったあと。

　おれは、ふいに顔を上げた。

　黒服たちに囲まれたティナが、なんだか寂さびしそうに──おれたちを見て微笑ほほえんでいた。

　────ピコンッ♪

【おかえり、奏そう汰たっち。圏けん外がいになったときは、どうしようかと思ったよ[image: ]】

【神様なのに、電波状じよう況きように左右されるのはどうかと思うんだが】

【それだけ憎にくまれ口を叩たたけるんなら、大だい丈じよう夫ぶそうかな？　身体からだの方も、気持ちの方も】

【気持ち？】

【ティナっちに、気持ちを伝えたんでしょ？　……フラグが折れたのを、感じたから】

【……ああ】

【『テンプレートデイズ』に流されるままだったら、ティナっちとのルート成立の可能性が、一番高かった。だけど奏汰っちは、あくまでも美織っちを選んだ……奏汰っちはどうしてそこまでして、『テンプレートデイズ』にそむくことができたの？】

【運命だとかお約束だとかだけじゃ、人の心は決められねぇんだよ……多分な】

　そんなメッセージを送ったところで。

　砂すな埃ぼこりを巻き上げて──おれと美織の足元に、舞まい華かが転がり込んできた。

「舞華!?」

「奏汰。ティナ。よかった……無事で」

「まったく……夜や霧ぎり舞華！　よくも邪じや魔まをしてくれたねぇ!!」

　空気を震わせる怒ど号ごう。

　それと同時に、三頭の怪かい物ぶつ・ベルベロスが、空中から舞華へと飛び掛かる。

「舞華！」

「大丈夫……舞華は、『影狩りシユレイド』だから……っ!!」

　ベルベロスの獰どう猛もうな爪つめを『炎華の剣ヴアルレイド』で受け止める舞華。

　その巫女みこ装しよう束ぞくは切り傷だらけで、至るところから血が滲にじみ出している。

　おれたちが閉じ込められている間、どれだけの激戦が繰くり広げられていたのだろう。

「夜霧舞華！　このベルベロス様と貴様とでは、力の差は歴然としているのに！　なのにどうして、貴様は倒たおれない!?　貴様がここまで粘ねばらなければ、あのわけの分からない人工太陽なんて、使わせなかったのに!!」

「……力だけなら確かに、舞華は君には敵かなわない。だけど、舞華には……友達が、できたから」

　全身傷だらけで、ベルベロスの攻こう撃げきを受け止めながら。

　それでも舞華は──戦場に咲さく絶世の華はなのごとく、微笑んだ。

「友達が、舞華を強くしてくれた。護まもるべきものがあるからこそ──人はさらに、強くなれるんだ!!」

「くっ……!?」

　舞華が気合一いつ閃せん、ベルベロスを弾はじき飛ばす！

　メンタルの振ふり幅はばが激しいのが弱点な舞華だけど、どうやら今はそれが功を奏しているらしい。それだけおれたちの存在が──舞華の中で大きなものになっているんだろう。

　とはいえ、もはや舞華は満まん身しん創そう痍い。

　一方のベルベロスは、まだ余力を残しているように見える。

　このままでは、いずれ押し負けてしまう。

　どうすればいい？

『テンプレートデイズ』は、完全に異能力バトルのクライマックステンプレに、持ち込んでいやがる。

　この間みたいに、これをコメディ路線に切り替かえるか？

　──いや。殺し屋と、世界を滅ほろぼそうとしている怪物とじゃあ、わけが違ちがう。

　こしょうをぶっ掛けにかかったところで、『氷魔咆哮ブリザコール』で凍とう死しさせられるのがオチだろう。いくらなんでも無む謀ぼうすぎる。

「……気力だけで耐たえ切るには、さすがに傷を負いすぎたんじゃないかな？　夜霧舞華」

「はぁ、はぁ……。それでも舞華は……倒れるわけには、いかないから……っ!!」

『炎華の剣ヴアルレイド』を地面に突つき立てて、かろうじて立っている舞華。

　その様子を鼻で笑い、ベルベロスは地面を踏ふみしめる。

　まずい、飛び掛かる気だ！

「舞華、このままじゃやられちまうぞ!?」

「そうよ。早く逃にげて!!」

「……ここで舞華が下がったら、奏汰と美織が、危ないから」

　おれと美織の言葉を無視して、舞華は息も絶え絶えに『炎華の剣ヴアルレイド』を構えた。

「舞華は戦い続ける……友達のために！」




「…………友達、か」




　そのときだった。

　なんだか聞き覚えのある声が聞こえたかと思うと……。

　ベルベロスの眼前に、何かが放ほうり投げられた。

「な────っ!?」

　瞬間。

　ベルベロスを中心として、すさまじい爆ばく発はつが巻き起こった！

　爆ばく風ふうが顔を打ち付ける。強きよう烈れつな火薬の匂においが、辺り一帯に立ち籠こめる。

　なんだ？　何が起こったんだ!?

「……グレネード弾だんで、爆死。とはいかないか……狩か留る魔まは、丈じよう夫ぶだから」

　淡たん々たんとした口調で、そう呟つぶやくと。

　彼女はおれたちの前に、一歩踏み出した。

　ボサボサの青い髪かみ。前髪が長すぎて目元を覆おおい気味なもんだから、表情は窺うかがいづらい。

　体格はひょろっとしていて、胸もお腹もぺったんこ状態。食事をきちんと摂とっているのか心配になるほどだ。

　────なんて、どこかで聞いたような紹しよう介かいをしてしまうほど。

　おれたちは彼女のことを、よく知っている。

「……久しぶり。結むすび野の奏汰」

「犬いぬ巻まきさん!?」

　もちろん、ベルベロスに変身した二代目犬巻さんではない。

　それはかつて、おれとティナの命を狙ねらってきた殺し屋。

　初代犬巻さんこと──犬巻殺ころす代よ、その人だった。

「殺代……だと？　貴様、なんのつもりだ！　血迷ったのかい!?」

　犬巻狩留魔ことベルベロスが、よろよろと立ち上がりながら叫さけぶ。

　しかし、初代犬巻さんは、どこ吹ふく風で。

「……さて？　別に血迷ってなど、いない。自分はただ……自分の獲え物ものを、他人に獲とられたくないだけ」

　そして、ちらっとおれのことを一いち瞥べつして。

「こいつらは、いつか……この犬巻殺代が、必ず殺す」

　物ぶつ騒そうだな、おい。

　だけど──助かったぜ、初代犬巻さん！

【いやっほおおおおおおおお！　かつての敵が、ピンチに駆かけつけるテンプレ展開だあああああああ!!　奏汰っち、これは逆転のチャンスだよ！】

　きゅんぴょこＭＡＸ！

　無数の黒髪ツインテール美少女が、こちらに走ってくるスタンプ。

　みんなが次し第だいに結集していく今の状況にぴったりな──最高の「きゅんぴょこ」だ。

「……さぁ考えろ、結野奏汰。前に自分を倒したときみたいな……解決策を」

「分かってるよ」

　さぁ、頭をフル回転させろ──結野奏汰。

　この異能バトルテンプレにおける、世界を滅ぼしかねない最強の敵を倒す方法を。

　この絶望的なクライマックスを希望へと転てん換かんする、最高の一手を。

「そうくん！」

「奏汰」

　そばに立つ美織と舞華が、おれのことを見つめる。

　そこには不安そうな表情など、欠片かけらも混じってはいない。

　美織も。舞華も。初代犬巻さんも。

　おれのことを信じてくれているんだ。

「奏汰さま」

　そして──ポンッと。

　最後の一人もまた、おれの肩を叩いて……満面の笑みを浮うかべた。

「……ティナ」

「わたしはいつだって、奏汰さまを信じています。どんなピンチだって、奏汰さまと一いつ緒しよなら乗り越こえられるって。だって奏汰さまは、世界で一番優やさしくて、世界で一番頼たのもしくって、世界で一番素す敵てきで……じゃなくって！　えーとえーと……」

　なんだか勝手にわたわたとしながら、ティナは「そうだ！」と手を叩いた。

「そう、異能力！　奏汰さまには、『影狩りシユレイド』の力もあるんですもの!!」

　──『影狩りシユレイド』の力？

　ああ。あのラッキースケベを起こすだけの、役立たずな能力か。

　あまりに使いもんにならないから、すっかり存在を忘れてたわ。

「……いや、待てよ？」




　そのとき。

　おれの脳内を電流のように──あるひとつの仮説が、駆け抜ぬけた。




　　　　◆　　◆　　◆




「そうか……『覚かく醒せい』だ」

　おれはぽつりと、一つの可能性を口にした。

　確かにこの考えが正しければ──あの化け物を倒すことが、できるかもしれない。

「何を企たくらんでいるんだい？　……結野奏汰ぁ!!」

　そんな気配を察知したのか、ベルベロスが一目散に、おれを目め掛がけて突とつ進しんしてくる。

　迫せまり来る、黒い体毛に覆われた巨きよ軀く。

　その眼前に──一人の剣けん士しと一人の殺し屋が、立ちふさがった。

「『炎華の剣ヴアルレイド』剣技──『煉獄斬波デツドブレイズ』!!」

「……その醜みにくい顔を、吹っ飛ばしてやる」

　土つち煙けむりを吹き上げる、炎ほのおの竜たつ巻まき。

　爆ばく炎えんを巻き起こす、グレネード弾。

「くっ……!?」

　舞華と初代犬巻さんの同時攻撃の前に、ベルベロスは後ずさる。

「……結野奏汰。何か、考えでも？」

「──ああ。試ためしてみたいことがあるんだ。その仮説が正しければ……勝機はあるかもしれない」

「時間稼かせぎなら、舞華たちに任せて。最後の力を振り絞しぼって……奏汰を援えん護ごしてみせるから!!」

　ありがとうな。舞華。初代犬巻さん。

　二人がベルベロスを押さえてくれている隙すきに……必ずや勝利のフラグを、摑つかんでみせるから。

「だけど、そうくん。一体どんな方法で、あの怪かい物ぶつを倒たおすっていうの？」

「やっぱりあれですよね！　奏汰さまの秘めたる異能力が目覚めて、この世界を光に包み込んで──」

「それだよ、ティナ」

「へ？」

　思いつきで言っただけらしいティナが、きょとんと首をかしげた。

　美織も理解できないといった様子で、眉まゆをひそめる。

　そんな二人を尻しり目めに──おれはおもむろに、右手を正面へとかざした。

　そしてその手に、神経を集中させる。

　────刹せつ那な。

　おれの手のひらの中には、カニやヤドカリといった砂すな浜はまの生物らが出現した。

「……やっぱりな」

「やっぱりって。そんなの集めて、一体どうするの？」

「ふっふふー。分かりましたよ！　おいしい海かい鮮せん料理を作って、満足して帰ってもらおう作戦を実行するのですね!!」

「ちげーよ。大切なのはカニやヤドカリじゃねぇ」

　手の中から海の生き物たちを逃がしつつ、おれは自分の立てた仮説について、話しはじめる。

「おれがこの能力を使ったとき、起こったことを考えてみてほしい」

「お風ふ呂ろ場ばから舞華さんを連れてきて、胸を触さわりました」

「あたしの胸を触って、暴言を吐はいたわ」

　そういうまとめ方されると、胸を触る能力みたいだよね。やめて。

「最初にドラゴンとの戦いでこの力を使ったとき、おれはドラゴンを消しよう滅めつさせた。美織のときもそうだ。美織を襲おそっていたタコの怪物を消し去ったから……結果的に、美織の胸に触ることになっただけで」

「物質を消し去る能力ってこと？」

「それだけじゃない。風呂場から舞華を召しよう喚かんしたり、今みたいに離はなれたところからカニやヤドカリを連れてきたり、そういう力も発揮してる」

「物を消したり、逆に離れたところから持ってきたりできる──ということですか？」

「そうだ。つまり、端たん的てきに表すと──『空間を支配する能力』ってことになる」

　空間をねじ曲げ、物体を瞬しゆん間かん移動させる。

　空間を削けずり取り、物体を消滅させる。

　それこそが、おれの異能力の正体。

　──これまでおれは、その力を制せい御ぎよできていなかった。

　そのおかげで、ラッキースケベを引き起こす能力だと勘かん違ちがいしてしまってたわけだが。

　いくらテンプレ展開とはいえ……ラブコメ寄りだったストーリーがバリバリの異能バトルに変わってしまうのを、おれは完全には受け入れられていなかった。

　自分が異能に目覚めてしまうとなれば、なおさらだ。

　だけど──それを認めてしまえば？

　この中二病じみた恥はずかしい能力を、受け入れてしまえば？

　異能バトル展開に身を委ゆだね、本来の自分の力を『覚醒』させてしまえば……どうだ？

　正義は必ず、勝つ。

　クライマックスで『力』に目覚めた主人公は、最後は絶対に逆転勝利する。

　テンプレをくつがえすんじゃなく──今回は敢あえて、そんな王道テンプレに乗っかって。

　このくだらないバッドエンド一直線な未来を、変えてやる。

　それこそが、おれの選せん択たく。

　テンプレだけどテンプレじゃない、唯ゆい一いつ無む二にの──おれだけのルートだ。

【奏汰っち、耳を澄すませて！　奏汰っちだけの『力』の名前を、聞くんだ!!】

　オーケー、神様。

　異能力の発現には、技わざ名めいを叫ぶのが基本だもんな。

　すっと目を瞑つぶり、おれは全神経を集中させる。

　真っ暗な世界。

　遠くで響ひびく、ベルベロスと舞華＆初代犬巻さんが戦っている音。

　そんな中──ふいに聞こえてきた。

　おれだけの、能力名。

「硝子ガラス細ざい工くの鳥とり籠かご世せ界かい……イノセント・エンペラー……」

　カッと目を見開き、おれは右手をまっすぐ正面にかざした。

　そして、地面を強く踏ふみしめて。

　意を決し──その名を叫さけぶ。




「発動しろ、おれの能力よ！　────『硝子細工の鳥籠世界イノセント・エンペラー』!!」




【硝子細工のｗｗｗｗ　鳥籠世界ｗｗｗｗｗｗ　イノセントｗｗｗｗｗｗｗ　エンペラーｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ】

　このクソ神、ぜってぇ許さない。

　左手からスマホを放ほうり投げると、おれはそのままギュッと右手を握にぎり締しめた。

　そして、恥はじも外聞も捨て去り──『硝子細工の鳥籠世界イノセント・エンペラー』を発現させる。

　────瞬間。

　遠くで戦っていたはずのベルベロスのそばへと、おれは瞬間的に移動した。

「な……？　貴様、一体どこから!?」

　突とつ然ぜんおれが距きよ離りを詰つめたことに、ベルベロスは動どう揺ようを隠かくせない。

　そのまま慌あわてたように、『氷魔咆哮ブリザコール』を放ってくるベルベロス。

　だけど、そんなもの──恐るるに足りない。

「無む駄だだ。おれの『硝子細工の鳥籠世界イノセント・エンペラー』の前には、何物も通用しねぇ!!」

　右手で、その冷気の塊かたまりに触ふれる。

　すると一瞬の光とともに……『氷魔咆哮ブリザコール』の一いち撃げきは消滅した。

「なん……だと……!?」

　鉄板の驚おどろき方をしているベルベロスの腹部に、おれは右手を押し当てる。

　そして──空間に干かん渉しよう。

　ぐわん、という奇き妙みような音とともに、ベルベロスの巨きよ体たいが宙を舞まう。

　そしてそのまま、ベルベロスは岩がん盤ばんを削り取りながら吹ふき飛んでいき──『呪のろい石』へと叩たたきつけられた！

「確かにお前も強かったんだけどな。運が……いや、テンプレが悪かったな!!」

　おれは小さく嘆たん息そくして、ゆっくりと『呪い石』に近づいていく。

　そんなおれの左ひだり腕うでを、ぐいと摑んで。

「奏汰……舞華にも、手伝わせてほしい」

　そうだよな。

　お前は誰だれよりも、『影狩りシユレイド』としての使命に忠実に生きてきたんだもんな。普ふ通つうの女子高生らしい生活も捨てて。

　最後はやっぱり──自分の手で、終わりにしたいよな。

「ああ。一いつ緒しよに終わらせようぜ。このくだらない戦いを！」

　そんな気合の声を上げて。

　おれは『硝子細工の鳥籠世界イノセント・エンペラー』の力を、全力で発揮した。

　空間が湾わん曲きよくする。

『呪い石』の上空に、渦うず巻まく雲が現れる。

　そしてそこから──無数の『影の使徒ハルデア』たちが、豪ごう雨うのごとく降り注ぎはじめた。

「犬巻狩留魔が封ふう印いんを解いた連中は、全すべてこの場に召しよう還かんした！　あとは……こいつらを、消滅させさえすれば!!」

「分かった！　行こう、奏汰!!」

　おれと舞華は顔を見合わせて、『影の使徒ハルデア』で溢あふれかえった岩場へと駆かけ出した。

　そして──おれは右手を。

　舞華は『炎華の剣ヴアルレイド』を。

　それぞれ構えて。




「『硝子細工の鳥籠世界イノセント・エンペラー』!!」

「『炎華の剣ヴアルレイド』剣技──『煉獄斬波デツドブレイズ』!!」




　全開の異能力を、叩き込む。

　すさまじい旋せん風ぷうが、おれたちの身体からだを打ち付ける。

　太陽が落ちてきたのではというほどの光が、溢れ出す。

「ぐっ……まさかこんな……っ！　最強の『影の使徒ハルデア』たる父上の力を得た、このベルベロス様が……負けるっていうの……!?」

　そんな、断だん末まつ魔まの叫びにも似た声を上げながら。

　三頭の醜みにくい獣けものはゆっくりと、紫むらさき色いろのボサボサ髪がみをした少女──犬巻狩留魔へと、戻もどっていく。

「くくく……だけどね？　ここで自分が倒れても……第三・第四の犬巻が現れて……必ずや貴様らを始末するはずだよ……？」

　ほんとに出てきそうだから困る。第三・第四の犬巻さん。

「せいぜいそれまで……つかの間の幸せでも謳おう歌かしててよね……結野……奏、汰……」

　そんな、まさにテンプレどおりな捨てゼリフを残して。

　他ほかにいた無数の『影の使徒ハルデア』らとともに。




　ベルベロスこと犬巻狩留魔は────消失した。




　　　　◆　　◆　　◆




「奏汰さまぁ！　舞華さぁん!!」

「そうくん！　舞華!!」

　気が抜ぬけたように岩場に寝ね転ころがっていたおれと舞華のもとへ、ティナと美織が足早に近づいてくる。

　心配そうな顔をする二人に向かって……おれはぐっと親指を立てて見せた。

「終わったんですね」

「まぁな……あれ、そういえば初代犬巻さんは？」

「そうくん宛あてに、手紙を預かってるよ」

　手紙っていうか、ふせんだよねこれ。

　薄うすっぺらい一枚のふせんを受け取ると、おれは寝そべったまま、初代犬巻さんからのメッセージを見る。




『次こそは……自分が貴様を、殺す』




　こえぇよ。ただの脅きよう迫はく状じようじゃねぇか。

　また近いうちに、ガチで会うことになるんだろうなぁ。

　それもまた、テンプレって感じだし。

「……ん？」

　そうしてふせんを眺ながめていると──おれは自分の右手が、キラキラと虹にじ色いろに輝かがやきはじめていることに気が付いた。

　おれは上体を起こし、右手をそっと、天にかかげる。

「どうやら役目を終えた、奏汰の能力が……眠ねむりにつこうとしているみたいだね」

　同じく上体を起こした舞華が、ぽつりと呟つぶやく。

　そうか──長いような短いような付き合いだったけど、この異能力ともお別れか。

「残念ですね、奏汰さま。せっかく最強の異能力を手に入れたのに」

　いや正直、普通に生きていくには邪じや魔ま以外の何物でもないし。

　できればとっとと、消えてほしい。

　そしてもう二度と、こんな異能バトルテンプレに巻き込んでくれんなよ。

「とはいえ、まぁ……ありがとな。『硝子細工の鳥籠世界イノセント・エンペラー』」

　虹色の光は収縮していき──やがて、完全に消え去った。

　これでおれの右手は、ただの右手。

　普通の男子高生のものに戻ったってわけだ。

「そういえば舞華の剣は、消えたりしないの？」

　美織が舞華の『炎華の剣ヴアルレイド』を指差して、尋たずねる。

「分家の奏汰とは違ちがって、舞華は本家の『影狩りシユレイド』。小さな頃ころから訓練を積み重ね、この力を身につけてきた。今さら簡単に、消えるものじゃない」

　──だけど、と。

　舞華は晴れ晴れとした顔で、くしゃっと笑った。

「全ての『影の使徒ハルデア』を倒たおし……舞華は、きちんと使命を果たした。これで舞華は、普通の女の子に戻れる。みんなと、結けつ婚こんできる！」

　普通の女の子は、重じゆう婚こんしません。

「とはいえ……すぐに結婚はできない。関東に溢れた『影の使徒ハルデア』を倒した以上、舞華は一度、東北の本家に帰らなければいけないから」

「そっか。お前、もともと『影の使徒ハルデア』を倒すために、転校してきたんだもんな」

　おれの言葉に、表情を少し曇くもらせる舞華。

　そんな舞華の手を、美織がくいと摑つかむ。

「み、美織……？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、舞華。だって舞華とあたしたちは、もう友達なんだもん。離はなれてたって絶対、忘れないから。また会えるのを──楽しみに待ってるから」

「どうしよう……舞華、みんなへの好きが止まらない……っ！」

　感極きわまった舞華は、滂ぼう沱だの涙なみだを流しながら、美織を強く抱だきしめた。

　そんな超ちようチョロインの頭をよしよしと、美織は優やさしく撫なでている。

　百合ゆり百合ゆりしい感じは否いなめないけど、なんとも素す晴ばらしい友情の形だ。

「まぁひとまず、宿に戻んねぇか？　東北に帰るにしても、一回荷物は取りに帰んなきゃだろうし。今後のことは、一ひと眠ねむりしてから考えようぜ」

「確かに……まだ早朝も早朝だしね」

　水平線の向こうを見ると、いつの間にやら白みはじめている。

　疲ひ労ろうのせいか、なんかあくびが止まんなくなってきたわ。

　さぁさっさと宿に帰ろうぜ、三人とも。

　砂すな浜はまを踏ふみつけると、おれは大きく伸のびをして歩きはじめた。

　美織と舞華も、おれの隣となりに続いてくる。

　──ん？

「ティナ？」

　一向に追いついてこないティナに気付き、おれはふっと振ふり返る。

　そこには──困ったように微笑ほほえんで、立ち尽つくしているティナの姿があった。

「何やってんだよ？　さっさと帰ろ──」

「わたしは……宿には、戻りません」

　…………え？

　思いがけない返事に、おれは思わず口をぽかんと開けてしまう。

「何言ってんだ、ティナ？」

　さっきから妙みようにおとなしいなと思ってたら、何を言い出してんだ、この破は天てん荒こうプリンセス様は。

　だけどティナは、にへっと笑って……小さく首を振った。

「言葉どおりの意味ですよ、奏汰さま。わたしは宿には戻りません。このまま──アルゼクラン皇国に、帰ります」

　帰る？

　アルゼクラン皇国に？

　なんだその、笑えない冗じよう談だんは。

「ティナ、あんた真ま面じ目めに言ってんの？」

「ええ。わたしが真面目じゃなかったことが、今までありましたか？」

　行動の八割が奇き行こう種の奴やつが、なんか言ってる。

　とはいえ──今のティナの表情は、真しん剣けんそのもの。

　いつもみたいなくだらない前まえ振ふりとは、どうもわけが違うみたいだ。

「なんで突とつ然ぜん、そんなこと言い出すんだよ？　いきなり窓ガラス突つき破って住み着いたくせに、今度はいきなり帰るとか。わけ分かんねぇぞ」

「……わたしがアルゼクラン皇国の皇女である以上、また第三・第四の犬巻さんが現れないとも限りません。そのせいで皆みなさんの命を危険に晒さらすのは、わたしの本意ではないのですよ。だから」

　ティナはそこで、ぐっと言葉を詰つまらせる。

　そして深く息を吐はき出して──震ふるえる声で、告げた。

「だから……さよならなんです」

　ふざけんなよ。

　そんな言葉が、喉のどの奥まで出で掛かかるが──口にすることはできなかった。

　だってティナが、一筋の涙を流していたから。

　悲ひ壮そうな決意のもとで『さよなら』を告げたのだと、分かってしまったから。

　舞華もおれと同様に、何も言うことができずにいる。

「──っけんじゃないわよ」

　だけど──ただ一人。

　美織だけは、違った。

「前にあんた、あたしのことを『ライバル』って言ったわよね？　あたしがいないと張り合いがないって、そう言ったわよね？　そっくりそのまま、その言葉を返してやるわ」

「美織さん……」

「こんな突然、逃にげ出すつもり？　そんなの全然、あんたらしくないじゃん！」

「……逃げてなんか、いませんよ」

　ティナは目元の涙を、ぐいっと拭ぬぐって。

　挑ちよう戦せん的な目を、美織に向けた。

「逃げてるのは、美織さんの方じゃないですか？　はっきりと自分の気持ち、伝えたことがあるんですか？　そんなので……ライバルだなんて、片腹痛いですね」

「な……そ、それは……」

「わたしはちゃんと、頑がん張ばりましたよ。本当に……頑張ったんですから」

　バルバルバル……と。

　暁あかつきの空を切り裂さいて、一台のヘリコプターがおれたちの上空へと旋せん回かいしてきた。

　そしてティナの目の前に、縄なわばしごが下ろされる。

「それでは皆さん、ごきげんよう」

　ぺこりと、うやうやしくおじぎをして。

　ティナは縄ばしごに、ギュッと摑まった。

「美織さんもどうか、頑張ってくださいね？　もし美織さんがいつまでもうじうじ悩なやんでいるようでしたら……そのときは」

　そのときは──どうするんだろう？

　最後まで語ることはなく、ティナはゆっくりとヘリコプターへと回収されていく。

「ティナ！」

　おれは思わず、届くはずのないティナに向かって、手を伸ばした。

　そんなおれの顔を、ティナはまっすぐに指差して。

「ほーら、奏汰さま。そんな顔しちゃ、ダメですよ？」

　おどけた調子で、そう言って。

「言ったじゃないですか。ずーっと笑っていてくださいって。わたしは、やっぱり……」

　満開の花みたいな笑顔を、いつもみたいに浮うかべて。




「笑っている奏汰さまが──一番好きなんですから」







　────そうして。

　お騒さわがせプリンセスこと、ティナリア＝アルゼクランは。




　おれたちの前から、姿を消した。








ありふれたエピローグ









　鳴り響ひびく目覚まし時計を止めて、おれはゆっくりと上体を起こした。

　そして、勢いよく布ふ団とんをめくる。

　するとそこには、下着姿の美少女が眠ねむって──。

「…………なんて。いるわけないか」

　自分の体温しか感じない布団から抜ぬけ出すと、おれは台所へと向かう。




『奏そう汰たさま。今日の朝ご飯はぁ……じゃじゃーん！　カレーですよぉ!!』




　誰だれもいない台所をしばらく見つめてから、おれは炊すい飯はん器を開けてご飯を盛り付けた。

　なんで朝からカレーなんだよ、なんて。

　不毛な会話をする相手は、もはや誰もいない。

【神ちゃんがいるだろ[image: ]　プニプニ】

　いいよ、お前は。

【もぉ、つれないなぁ奏汰っちは。奏汰っちが寂さびしそうにしてるから、励はげましてあげようとしたのに！　神ちゃんの半分は、優しさでできてるんだよ？】

　残り半分は悪意だけどな。

　取りあえず既き読どくスルーして、おれは着き替がえと歯は磨みがきを済ませる。

　つい一週間ほど前までは、ティナがいて。舞まい華かがいて。

　あまりの騒そう々ぞうしさに、頭を痛めていたこの家。

　だけど今は──なんか、がらんとしちまったな。

　でもまぁ……すぐに慣れると思う。

　出会いがあれば、別れもある。それもまた、テンプレなんだから。

　────ピンポーン♪

　チャイムが鳴ったので玄げん関かんのドアを開けると、そこには美み織おりの姿があった。

「おはよう、そうくん！」

　そのままおれたちは、二人で通学路についた。

　他愛もない会話を繰くり返しているうちに、気付けば学校にたどり着いていて……おれは思わず、拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

　学校って、こんなにも簡単に行ける距きよ離りにあったんだなぁ。




　……こんなことを思うのは、変かもしれないけど。

　ティナの邪じや魔まがない登校ってのは──なんだか物足りない。




　　　　◆　　◆　　◆




　そして昼休み。

　おれは一人、屋上のフェンスに手をついて……青く澄すみ渡わたる空を眺ながめていた。

　東北地方は、多分あっちかな。

　舞華の奴、元気にしてるんだろうか？　あのメンタリティだし、おれたちに会いたくて震えてそうな気がするけど。

　アルゼクラン皇国は……どっちの方角にあるんだろう？

　そもそもどの大陸のどの地方にある国なんだか、それすらも分からない。

　いつも一いつ緒しよにいたくせに、そんなことすら知らなかったんだな。おれって。

　あーあ。あいつ、元気にしてるかな……。

「ティナ、元気にしてるかな？」

　ふいに後ろから、聞き慣れた声が聞こえてくる。

　そして彼女──天あま里さと美織は、おれの隣に立った。

「今、そんなこと考えてたでしょ？」

「……ちゃんと舞華のことも考えてたっつーの」

「でも、ティナの方が気き掛がかりなんじゃない？」

「お前、やけにつっかかってくるな？」

「べっつにー？　あたしはただ、事実を言ってるだけだもん」

　なんか知らないけど唇くちびるを尖とがらせて、美織はフェンスにもたれ掛かった。

「だって、そうくんにとって……ティナはそれくらい、大きな存在だったでしょ？」

　なんか言い返そうと思ったけど、うまい言葉が出てこないので、やめておいた。

　そんなおれをちらっと見て、美織は小さくため息をつき──空を仰あおぎ見た。

「……ねぇ、そうくん？　ティナと氷の中に閉じ込められたとき、なんかあった？」




　────奏汰さま。わたしは、あなたが好きです。ずっと前から。

　────おれが好きなのは……昔から今までずっと、美織だけだ。




「……なんもねーよ」

「あー！　今、一いつ瞬しゆん考え込んだでしょ!?　やっぱりなんかあったんだ!!」

　途と端たんにジト目になって、上うわ目め遣づかいにおれを睨にらんでくる美織。

　やめろって、そういう顔するの。変に意識しちゃうじゃねーかよ。

　おれは頰ほおが熱くなるのを感じて、慌あわてて美織から目を逸そらした。

　──ったく。相変わらず情けねぇな、おれは。

　逃げるなって。自分の気持ちにまっすぐ向き合えって。

　あいつに、教えられたってのに。

「……逃げてるって。ティナ、あたしに言ったんだよね」

　おれの思考にシンクロしたように、美織は呟つぶやいた。

「ティナは強いよね。いつだって自分の気持ちに正直で。絶対逃げ出したりしなかった。そんなあの子のことを……あたし、尊敬してる」

「……だな」

　ほんと、あいつはすげぇ奴やつだったよ。

　目の前の壁かべがどんなに高くっても、笑いながら挑いどんじまうんだから。

　それに比べて……おれはどうだ？

　どうせ無理だって言い訳して、諦あきらめてばっかりだ。

　それじゃあ、ダメなんだ。

　ダメなんだって、あいつが──ティナが、教えてくれたから。

「なぁ、美織」

「ん？　なぁに？」

　美織が小首をかしげて、おれの方を見た。

　気き恥はずかしさに一瞬、目を逸らしそうになるが……歯を食いしばって、それに耐たえる。

　そして、ティナの言葉を思い出しながら。

　あの日、ティナが流した涙なみだを思い出しながら。

　おれはなけなしの勇気を振ふり絞しぼる。

　今日こそこの想おもいを──美織に伝えるために。

「美織。おれは、ずっと前から……お前のことが……っ！」




「そーうーたーさーまっ！」




　…………はい？

　なんかすっげぇ聞き覚えのある声が聞こえなかったか、今？

　──とかなんとか考えてると、バルバルバル……と。

　やはり見覚えのあるヘリコプターが、こちらへ向かって飛んできた。

「とうっ！」

　旋せん回かい中のヘリコプターのドアが開かれる。

　そして、そこから一人の美少女が飛び降りて──パラシュートを開き、おれたちのいる屋上へと着地した。

　大きな瞳ひとみに、長いまつ毛。

　さらさらの青みがかった銀ぎん髪ぱつに、薔ば薇らの付いたヘッドドレス。

　そして胸むな元もとには、星が半分に割れた形状のネックレスを身につけて。

　淡あわいピンクのワンピース型ドレスを着た彼女は、スカートの裾すそをくいと持ち上げた。




「アルゼクラン皇国の第五皇女、ティナリア＝アルゼクランです。お気軽にティナとお呼びください。もっと気軽に『ハニー』と呼ぶのも、大だい歓かん迎げいですよ？」




　何言ってんだ、こいつ。

「ダーリン。どうかしましたか？」

「誰がダーリンだ！　っていうかお前、なんなの？　国に帰ったんじゃなかったの？」

「ええ。いったん帰国して、またこちらに帰ってきました。帰ってきたティナえもんとお呼びいただいても、かまいませんよ？　もしくは、帰ってきたティナトラマン」

「ギリギリなネタをぶっ込むな！　あと、後者は別人だから。帰ってきてないから!!」

　復帰早々、エンジンフルスロットルなティナに、おれは思わず頭痛を覚える。

　美織もぽかんと口を開けたまま、呆ほうけてるし。

「……で？　なんでお前、戻もどってきたの？」

「いえ、第三・第四の犬いぬ巻まきさんが現れるのは本意ではなかったので。アルゼクラン皇国の武力を行使して、件くだんの組織を探し出し、殲せん滅めつして参りました。これで、皆みなさんが危険に晒さらされることはなくなりました。なので、わたしも意い気き揚よう々ようと戻ってきたわけですっ！」

　相変わらずめちゃくちゃな国だな。絶対敵に回しちゃいけないやつじゃん。

「ということで。これからまた、お世話になりますね？　奏汰さま」

「……ちょっと待ちなさいよ」

　額に手を当て、眉み間けんにしわを寄せながら……美織がティナの肩かたに手を置く。

「あんた、あたしに『頑がん張ばれ』とか言わなかったっけ？」

「ええ。せいぜい頑張ってください。わたしは美織さん以上に、もっと頑張りますけどね！」

「普ふ通つうあの流れだと、あんたは身を引くもんじゃないの!?」

「そんな常識が、わたしに通用するとでも？」

　確かに正論だが、胸を張って言うことか。

「……どうせうじうじ悩なやんで、まだ気持ちを伝えていないのでしょう？　まったく、控ひかえめなのは胸だけにしてくださいよ」

「胸は関係ないでしょうが!?　た、確かに……何も言えてないけどさ……」

「ふっふふー。でしたらまだ、わたしにもチャンスはあるということですよね？」

「おい。気持ちを伝えるって、なんの話だ？」

　ティナと美織が何を言い合いしているのか分からず、おれは思わず尋たずねる。

【君は本当にバカだな[image: ]】

「奏汰さまって、結構おバカさんですよね」

「……そうくんの、ばか」

　ＲＩＮＥレインどころか、面と向かっている二人にすら、罵ば倒とうされる始末。

　なんなの？　全面的におれが悪いの？

　何がなんだか分からず頭を抱かかえていると──バンッと。

　階段へと繫つながっている扉とびらが、勢いよく開け放たれた。

　すると、そこにいたのは──。

「奏汰！　ティナ！　美織！」

「ま、舞華!?」

　赤いポニーテールを揺ゆらしながら、瞳に涙を蓄たくわえて。

　セーラー服姿の舞華は全力で走って──一番近くにいたおれに、抱だきついてきた！

「あー！　舞華さん、ずるいです！　わたしも奏汰さまにギューッてしたいです!!」

「おい、ティナ！　お前までくっついてくるんじゃねぇ!!　っていうか舞華、なんでここにいるんだよ!?」

「東北に封ふう印いんされていた『影の使徒ハルデア』は、ベルベロスとともに全すべて倒たおした。だけど……もう一いつ箇か所しよ、関東に『影の使徒ハルデア』を封印している場所があるらしいんだ。今度の舞華の使命は、それを守護すること。だから……またお世話になるね、奏汰」

　へー、そうなんだー。すごいねー。

　なんという取って付けたような設定。さすがは『テンプレートデイズ』と言うべきか。

　あまりのテンプレ状じよう況きように冷めてるおれを見て、舞華は何を勘かん違ちがいしたのか。

「……そうだよね。舞華は、『影狩りシユレイド』。平和な日常に舞華が帰ってくることを喜ぶ人なんて、いるはずがないんだ。分かってたのに。分かってた……はずだったのに」

　相変わらず、なまくらメンタルだな！

　いやな、別にお前が帰ってきたのが嫌いやなわけじゃなくって……。

　────バキュンッ!!

　今度はおれの足元に、銃じゆう弾だんがぶち込まれやがった。

「……殺す。結むすび野の奏汰」

　物ぶつ騒そうな発言とともに姿を現したのは、ボサボサの青い髪かみで目元を隠かくした少女。

　初代犬巻さんこと──犬巻殺ころす代よ。

「今度は犬巻さんかよ……なんの用だ？」

「ティナリア＝アルゼクランのおかげで……自分は、帰るべき組織をなくした。もっとも、狩か留る魔まの邪じや魔まをした時点で……帰れるはずも、なかったのだが」

「はぁ」

「……責任を取れ。結野奏汰」

「えっと……具体的には、どうしろと？」

「……貴様の家で、暮らす」

「なんでなんで!?　そんなの絶対、おかしいよ!?」

「……安心しろ。殺すときは、楽に……逝いかせてやる」

　嫌だよ、そんな心持ちの奴と一いつ緒しよに暮らすの。

　帰れよ、マジで。

「もちろん、舞華さんも犬巻さんも大歓迎ですよっ！　あ、でもでも、奏汰さまに手を出しちゃダメですからね？　奏汰さまは……わたしのフィアンセなんですから!!」

「お前、なんで勝手に一緒に暮らす許可してんだよ!?」

　しかしティナさん、これを華か麗れいにスルー。

　そしてゆっくりと美織の正面に移動すると……ティナはにっこりと、微笑ほほえんだ。

「というわけで。美織さん、またよろしくお願いしますね？　わたしまだ……諦めたわけじゃありませんから」

「……上等じゃない。あたしもあんたがいないと、張り合いがないと思ってたのよ」

　そんなティナに対して、美織もまた笑みを浮うかべる。

　────ピコンッ♪

【そんなこんなで、奏汰っちの受難の日々は続くのであった】
















【って、勝手にまとめんじゃねぇ！　なんだこの、テンプレてんこ盛りな状況は!?】

【奏汰っちが幸せになるまで、『テンプレートデイズ』は決して消えないからねぇ。さぁ、奏汰っちぃ？　頑張って、幸せになってね～☆】

　きゅんぴょこ♪

　黒くろ髪かみツインテールの美少女が爆ばく笑しようしているスタンプが、ＲＩＮＥに表示される。

　……うぜぇ。この神様、マジで殴なぐりたい。




　えっと……じゃあ何か？

　おれはこれから、ティナ・舞華・犬巻さんと一緒に暮らしつつ。

　激しいアタックや、命を狙ねらう行動に耐えながら。

　美織とのフラグ成立を目指していかなきゃいけないってことか？

　なんなんだよ、この嫌がらせみたいなストーリーは!?







　……あーあ。

　テンプレ展開のせいで、おれの毎日は──鬼き畜ちく難易度だよ。ほんと。








あとがき






　あとがきテンプレ１　まずは挨あい拶さつから




　こんにちは、氷ひ高だか悠ゆうです。

　前作『今すぐ辞やめたいアルスマギカ』からのお付き合いの方、本作一巻からのお付き合いの方、はたまた「一巻は読んでないけど、二巻だけ買ってみた」なお付き合いの方。

　どんな皆みなさまも、お手に取っていただき、誠まことにありがとうございます！




　一巻からさらに変な方向に舵かじを取った世界観でお送りした本作ですが、いかがでしたでしょうか？

　こういう舵取りの仕方をするから、「変化球」だとか「イロモノ」だとか言われるんですよね。おかしいなぁ、毎回ストレートな王道を書こうとしてるのに……。

　とはいえ、新たな世界観にしたおかげで、一巻では使えなかったテンプレネタをたくさん盛り込むことができました！

　おかげで物語も華はなやかになったはずなので、まぁ結果オーライということで。




　あとがきテンプレ２　作品について触ふれてみる




　空から降って来たプリンセスＶＳ幼なじみ。

　奏そう汰たは果たして、ティナと美み織おりのどちらを選ぶのか……。

　そんな本作の肝きもとも言える部分を、ぶっちゃけ氷高は何も考えずに書きはじめました。

　だって、どっちもかわいいんだもの！　一人なんて選べない!!

　檜ひ坂さか先生のイラストをいただいてからは、もうなおさらで。

「ああ、これどっちかに決めるの辛つらいなぁ……誰だれか代わりに考えてくれないかなぁ……」なんて思いながら書いていました。

　ですが。

　一巻が完成したときに、ふっと頭の中で構想ができたんですよね。

　それはティナ・美織のどちらがより魅み力りよく的だとか、そういった理由ではなく。

　奏汰という主人公が、自分の心やテンプレな毎日に対して、どんな結論を出すのか……その流れが見えたんです。

　二巻クライマックスは、そんな奏汰の『答え』を描えがきました。

　読んだ方にどう捉とらえられるかは定さだかではありませんが、筆者としては「この物語の結末は、これしかなかった」と感じております。

　それが少しでも、皆さまの心に響ひびいてくれるといいなぁと願うばかりです。




　あとがきテンプレ３　ちょっとだけ真ま面じ目めな話




　奏汰・ティナ・美織の関係だけでなく、二巻クライマックスでは「テンプレとは何か？」というテーマにも触れてみました。

　思うに、「人生はテンプレ」だと思うんですよね。

　人によってテンプレの形は違ちがえど、誰もが自身のテンプレートデイズを過ごしている。

　氷高の場合は、小説を書いて、仕事に行って、帰ったら子育てして。

　休みの日はときおり、友達と吞のみに出で掛かけて……な毎日の繰くり返しです。

　だけど、そこで生まれる小説は決して、誰かとまったく同じ物語ではないし。

　友達と話す話題も、子どもの成長も、誰かと同じものではありません。

　だから、「人生はテンプレ」だけど、「毎日はテンプレじゃない」ような気がするんです。

　そんな、テンプレだけどテンプレじゃない日々を──少しでも楽しく、生きていきたいものですね。




　あとがきテンプレ４　唐とう突とつに挟はさまる今後について




　変な部活動、強力な権力を持った生徒会などなど……いわゆるテンプレと呼ばれるシチュエーションは他ほかにも山ほどありますが。『あとがきテンプレ２』で述べたとおり、本作で書きたかったテーマについては、全すべて書き切ることができました。

　そういった意味では、悔くいのない作品に仕上げることができたかと思います。

　次はできるだけ早く、もっと面おも白しろいものをお届けできるよう、精しよう進じんして参りますね！




　あとがきテンプレ５　最後に謝辞を




　担当Ｅさま。いつもありがとうございます！　どんなときも真しん摯しに向き合ってくださるおかげで、氷高も全力投球で取り組めています。打ち合わせよりも某ぼうアイドルアニメの話の方が盛り上がってるように感じるのは、多分気のせい。

　檜坂はざらさま。かわいさ全開のイラストで本作を盛り上げてくださり、心より感謝しております！　新キャラの舞まい華かについても、「クールなのに超ちようチョロい」というわけ分からん設定を見事に表現していただき、大変ありがたかったです!!

　本作の出版・販はん売ばいに携たずさわってくださった皆さま。創作関係者の皆さま。様々なご縁えんの友人・先せん輩ぱい・後こう輩はいの皆さま。いつも支えてくださって、本当にありがとうございます！

　家族。特に妻と息子には、いつも迷めい惑わくばかり掛かけています。また今後も執しつ筆ぴつし続けることと思いますが、どうぞよろしくです。




　そして──読者の皆さま。

　少しでも笑って、元気な気持ちになっていただけましたでしょうか？

　本作に登場したみんなのことを、ときどきでもいいので、思い出していただけましたら幸いです。

　それではまた、どこかでお会いできることを願いつつ。








氷高　悠










氷高悠

●ひだかゆう



第26回ファンタジア大賞〈銀賞〉受賞。『今すぐ辞めたいアルスマギカ』にてデビュー。

広島出身、千葉在住。

小説を書いていたら、突然の地鳴りとともに、辺りが真っ暗に！　何かと思って見渡してみると、天井から外れた照明が落下してるじゃないですか!!　ボルトが緩んで照明が落ちたらしいんですけど、こんなん真下にいたら大怪我だったじゃん……。こんなドッキリハプニングは、テンプレに入りますか？　氷高はもっとほっこりするテンプレイベントをお待ちしております。　〉テンプレの神様


















イラスト／檜坂はざら

カバーデザイン／ＫＯＭＥＷＯＲＫＳ
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